
        
            
                
            
        

    

































二度目の勇者は復讐の道を嗤い歩む 4
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　メラメラと燃え上がる火の手が俺の間違いの象徴とも言える建物を焼き焦がしていく。

　俺が怒りのままに、撫なで斬りにした三十を超える下げ種す共の血で、多くの湿気を含んだ建材の木々が、バチバチと音を立てて、その身を赤熱した黒へと染め上げていく。

「…………」

　俺は返り血で重くなった服を纏まとい、ただその光景を黙って見ていた。

　怒りのままに暴れ回った時の心の荒れようが、噓うそのように静まる。だが、思考だけは空回りするように、何度も何度も子供たちの笑顔を反はん芻すうし続けている。

『海人お兄ちゃん』『勇者の兄ちゃん』『勇者のおにいちゃん』

　これは別に、特別な出来事だったわけじゃない。

　似たような話は、世界を見渡せばきっといくらでもあった。

　それこそ元の世界でだって、平和な日本でなら特殊な話でも、海外でなら珍しい話ではなかっただろう。

　テレビの特集で見た似たような出来事を家族とコタツでミカンを食べながら、ひどい話だなんて無責任な言葉を吐いていたのを覚えている。

　テレビで、新聞で、ネットで、探そうと思えばいくらでも見つかったに違いない、そんなありふれた出来事。

　そして、元の世界よりもずっと剣けん吞のんなこの世界なら、更に珍しくもない話。

　どこまでも腐った作り話が、どこまでも当たり前のように、起こりうる出来事だというだけの話。

　それは、たとえ俺が関わり合いにならなかったとしても、いずれは起きてしまったかもしれない可能性の話。




　けれど、そんな事実には一ひと欠片かけらの意味もありはしなかった。




　結局、俺が間違えなければ防げたかもしれない出来事で、たった四文字の言葉すら許されずに奪われた。

　怪物じみた力があっても、そんなもの何の役にもたたなかった。

　自己満足な善意があっても、そんなものはただ傷つけるだけの刃やいばに変わっただけだった。

　慟どう哭こくに意味はない。泣き叫ぶことに意味はない。

　俺が本当に殺してやりたい相手は、今でもきっと富を貪むさぼっているのだろう。

　この場に残っているのは、あいつに見捨てられた、いや、あいつに処分してほしいと願われた奴らだと分かっていた。

　分かっていて、それでも俺は合わない帳尻を少しでも埋めるように、奴らを殺すしかなかった。

「く、くくっ、あはっ、アハハハハハハハッ!!」

　あぁ、なんて滑稽で、反へ吐どが出そうになるほど最低な現実だ。

「何が勇者だっ!!　何が化け物だっ!!」

　惚ほれた女すら守れずに、俺のために自ら犠牲になる道を選ばせて。

　レベルと力ばかりを磨いてきたのに、起きてしまった災厄の仇かたきすら討つこともできなくて。

「アハハハッ、アハハハハハハハハハハハハッ!!」

　おかしくて、おかしくて、可お笑かしすぎて。

　俺はただ、もう枯れ果てたと思っていた涙と共に、乱れたように笑うことしかできなかった。





　　　　☆






　それは、絶対に忘れられるはずのない記憶。

　返り血に染まる頰ほおを伝い、朱色が混じった涙を流した日の出来事。

　役立たずな俺の手を濡ぬらした赤い血は、あの日も、そして今もまだ乾くことなく俺の手に纏わりついている。

　この血はきっと、あいつの怨えん嗟さの血でしか洗い流すことはできない。




　それはまるで祝福のような、呪いのような、纏わりついた罪科の血だ。






第一章　纏わりついた罪科の血






「ちっ、やはり軒並み物価が上昇の傾向にあるな」

　最近、少しずつ広まり始めている『魔族が本格的に攻めてくる』という噂うわさ。

　その不安からいろいろな物資の価格が上がっているのだろう。

　とはいえ、我がグロンド商会としてはまだ誤差の範囲内であり、早急に勘案しなければならない案件でもない。心に留めておく程度で問題はないだろう。

　重要なのは、変化が一気に加速するそのタイミングを摑つかめるかどうか。

　そこに気を付けてさえいれば、市場が乱高下することさえもまた商機となる。

「グロンドのおじさーん、言われた通りに来たよぉー？」

　と、ノックもなしに開いたドアから入ってきたのは、中性的なコロコロとした特徴のある声のまるで少女のような姿をした歳幼く見える少年。

　さらっと腰まで伸びた金髪にベレー帽のような帽子をかぶり、シャツの上に黒の軍服のようなものを着ている。

　丈の短いスカートからは華きゃ奢しゃでスラッとした足が覗のぞいている。

「ノノリック、あれほど部屋に入る時はノックして確認を取れと言っただろう」

「子供のすることに怒っちゃヤぁよ？　それからノノリックじゃなくてノノって呼んで」

「何が子供だ。この五年、年を取るどころか背すら伸びていないくせに。実年齢がいくつかなど分かったものではない」

「んもう、分かってないなぁ。ノノの心はいつでも無邪気な子供のままなぁの。外見も中身も子供なんだから、なにもおかしいことなんてないじゃない」

　大仰に芝居じみた態度で肩をすくめて首を振った後、執務机まで歩み寄ってきたノノリックはピョンッ、と跳ねるようにして執務机に腰を掛ける。

　不思議と、その衝撃で机が揺れることもない。

「で、今日はお仕事の話なんだよね？　なにさせてくれるの？　ノノ的には拷問がいいんだけど、また殺し？　だったら今度はちょっと遊んでからでもいいよね？　ね？」

　まるで子供が何かをねだるような表情で、ノノリックは身を乗り出してくる。

　少しくすんだ金の瞳は邪気の欠片かけらもないほどキラキラと輝いていた。

「残念ながら拷問でも殺しでもない、今回のはただの物探しだ。殺しはやりすぎなければ構わないが速度優先だ。楽しむのは構わんが日数が掛かった分だけ、いつもの報酬からは少なくする」

「えぇー、そりゃないよおじさーん」

　その少年が不満げに潤った唇を小さく突き出す姿はまさしく可か憐れんな少女のもの。

「たくさん苛いじめて遊んでいい玩具おもちゃをくれるっていうから、おじさんに雇われてあげたのにぃー」

　しかし、その奥に潜んでいるのは無邪気で純粋なまでに破は綻たんした、どこまでも残虐な本性だった。

「諜ちょう報ほう活動も行うこと、私の指示には従うこと。この二つも条件に入っていたはずだが？　それに仕事があった時はその報酬として、お前の言う玩具はちゃんと与えてやっているではないか。養護院の元冒険者とやらせた時にもひとつ与えたばかりだろう？」

「うぅー、それは、そうだけどぉ……」

　我わが儘ままを通そうと情に訴えかける少女のように、ノノリックは人差し指を柔らかそうな唇にあて、上目遣いでこちらを見上げてくる。

「ノノとえっちぃ夜過ごさせてあげるからさ、もうちょっと仕事でも楽しませてよ」

「悪いが私に男を愛めでる趣味はない」

　一言で切って捨てるとノノリックは更に身を乗り出した。

　そこらの遊女以上に綺き麗れいな指先を肩へと這はわせ、その鈴のような声音で誘惑の声を奏でる。

「試してみればきっと世界も変わるよ？　おじさんならたっぷりサービスしてあ・げ・る♪」

「だから私は興味がないと言っているだろう。金で買う以外の方法で女を犯しても楽しくない」

「ぶぅー、おじさんのへんたぁーい!!　何そのニッチな性欲ー」

「女装して男を漁あさるのが趣味のお前に言われたくはないわ」

　見た目だけは一級品だが、その見た目が論外すぎた。

　コイツではヤル気にもならない。

「そういうことは与えてやった玩具とでもやるがいい」

「えぇー、だめだよぉ。玩具とヤッても全然気持ちよくないんだもん。拷問して苛めたい相手と、エッチで一緒に気持ちよくなりたい相手は別なの」












　ノノリックは匂い立つような色気を引っ込めて体を起こした。

「今回の仕事が成功すれば大量の儲もうけが出る。二日以内に見つけられたなら、今回は玩具を二匹連れていっていいから、とにかく急げ」

　その言葉を聞いた途端、ノノリックは現金にも態度を一変させ、その表情に輝かんばかりの笑顔を浮かべた。

「え？　ホントにっ!?　やったーっ、さすがおじさん太っ腹ー!!　実は前のおじさん殺してきた時にもらった奴隷は遊びすぎてもう壊しちゃったんだよねー」

「……はぁ、玩具は安い商品ではないのだがな」

　本当に能力だけを見れば素晴らしい人材だった。

　勘が鋭く、暗殺の技術も高い。ムラッ気が強いが、時々こちらが舌を巻くほどに頭が回り情報収集の能力にも長たけている。この享楽的な虐待殺人の趣味がなければなおよかったのだが、上う手まくはいかないものだ。

「探し出すのは【葉は石せきの剣つるぎ】だ。この数日中に養護院から持ち出され、どこかに隠されたのだろう」

「あぁ、先週殺したおじさんが持ってた剣だよね。あの時に一緒に持ってきちゃえばよかったのに」

「部下に経験を積ませようと思っていたのだよ。まぁ、あのゴミは恩を仇あだで返すように主人に嚙かみついてきたがな」

「ふーん、まぁいいや。それじゃあさっそく探しに、……っ!!」

「？　なんだ、どうした？」

　突然に気配を鋭くさせたノノリックが窓の外へと視線を向ける。

　だが、その先には月すら隠れた常とこ闇やみの街があるだけだ。

「……いや、ノノの気のせいかな？　変な気配を感じた気がしたんだけど」

　んー、と人差し指を下唇に当ててノノリックは首をかしげた。

　そして、すぐに張り詰めた気配を緩めたノノリックが肩をすくめる。

「とにかくノノはもう行くね。報酬の玩具の用意はちゃんとしておいてね？」

「ああ、分かった」

　こちらを振り向くこともなくひらひらと片手を振りながら、ノノリックは私の執務室から出ていった。





　　　　☆






「あ、危ねぇ。この距離で気付かれそうになるなんてな」

　グロンド商会から程遠い街はずれの果樹園の木の上。

　魂の勘の鋭さだけでこちらの存在を察知しかけた相手に、俺は一瞬ひやりとした。

　今はまだ、あいつに存在を察知されたくはない。

「っと、いきなり悪かったな」

　とっさにミナリスとシュリアの後ろ襟を摑んで、木陰の中に隠れるように引き込んだのだが、そのせいで両脇に二人を抱え込むような格好になってしまっていた。

　俺は手を離して二人から少し離れる。

「大丈夫です。それよりもご主人様の言う通り、警戒していて正解でしたね」

「あぁ、万が一にもこちらの存在に気づかれたら困ると思っての保険だったが、まさかあいつがグロンドと繫つながりがあったとはな」

　俺は多少の予想外の事態に軽く顔をしかめる。

　遠見鏡を使って様子だけでも確かめようとしたわけだが、グロンドの部屋の中にノノリックが現れた時はかなり驚いた。

　さすがに会話を聞くことはできなかったが、あの様子を見るだけでもそこそこ親密な関係であるのは伝わってきた。

「カイト様、あの女の子のこと知ってるのです？」

「あぁ、ちょっとな。そうか、復ふく讐しゅうに関係する記憶がないから、お前たちには伝わってないのか」

　一度目の世界でのノノリックとの関わりは、魔王退治の旅の途中で軽くやり合ったことがあるだけの顔見知り程度のものでしかない。

　とはいえ、その特徴的な戦闘術と強さのために強く記憶には残っている。

　俺はノノリックのことを少女と思って手加減してかなり痛い目を見た。痛み分けとなった戦いの後に『僕、男だよ？』と言われた時の衝撃は今でも覚えている。

「まぁ、あいつのことは後でだな。こんな場所で話すことでもない。宿に戻ってからにしよう」

「かしこまりました」「了解なのです」

　木から飛び降りると、街の雑踏に紛れるように歩み出す。

「情報収集はスラ吉たちに任せて、練っていた計画通りに明日から動くぞ」

「忙しくなりそうですね、ご主人様」「本当に楽しみなのです！」

　俺たちは、最高の料理を目の前にした時のように、輝かんばかりの笑みを浮かべ、これからのことを想像するのだった。







　次の日から、俺たちはダートラスの街付近にあるダンジョンへと潜っていた。

　難易度のわりにあまり旨うまみのないそのダンジョンは人ひと気けが少なく、俺たちの目的には上手く合致した場所だった。

　未発見のダンジョンがあるならそれが一番よかったのだが、残念ながらこの街の近くにそれはない。

「やっと外だぁ、やっぱり太陽のもとはいいなぁ」

　毎度お馴な染じみな洞窟系のダンジョンのジメッとした空気から出てきた俺は、陽の当たるカラッとした空気を吸い込むようにグーッと伸びをした。

　スラ吉やネズミ一号の情報を整理しつつ、薄暗い部屋の中でナメクジ系の魔物を警戒する日々もようやく終わりだ。

「もうあの滑ぬめっとしたのを相手にしなくていいと思うと、それだけで空気が美う味まい」

「シュリアはカイト様に掛けられるならあのヌメヌメも受け入れられるのです！　むしろ、うへへ」

「私は魔物よりもジメジメとしていたのが大変でした。洗濯ものが乾きにくくて……」

　……ミナリスよ、判断基準が完全にメイドになってるぞ。

　なお、シュリアの言動に関しては俺は何も聞いていない。聞いていないったら聞いていない。

「とりあえず、必要なものは手に入ったな」

　目をやった丸袋の中には、目的の品物であるダンジョンコアが入っている。

　当然、バレれば大騒ぎになるためいくつかの対策は施してきた。

　王都近くのダンジョン、『ゴブリンの巣穴』で手に入れたダンジョンコアの破片に、『吸きゅう着ちゃく剣けん』の力で地中から集めた石英などを混ぜ込んだ、ダンジョンコアモドキを代わりに置いてきたのだ。

　いずれはバレるだろうが、多少の時間稼ぎができればそれで十分だった。

「ダンジョンコアがあれば魔力嵐モドキが起こせる。それで通信系の魔道具を潰つぶせる」

　魔力嵐は、国中で不規則に起こるこの世界特有の自然災害だ。

　範囲や規模はまちまちだが、空気中の魔素の濃度が乱れ、精密な魔力波は扱えなくなる。

　通常魔法についても制御の難易度が跳ね上がることになり、魔法の扱いに長ける魔族ですら中級魔法程度の制御さえも覚おぼ束つかなくなる有様だ。

　そして濃くなった魔素のせいか魔物が軒並み活性化する。

　ダンジョンコアがあれば疑似的にこの魔力嵐を引き起こすことが可能なのだ。

　そのためにわざわざ手間を掛けて、こうしてダンジョンコアを確保した。

　グロンドを嵌はめるためには、あいつと王都の、いや、王女との繫がりを妨害しておく必要がある。アレシアに確認を取られれば、俺たちの計画が瓦が解かいする可能性もあるからな。

「さぁ、次の準備を始めるぞ」





　　　　☆






　ほの暗い部屋の一室。

　無駄に広さがあるその場所は、円形状に土壁が広がっているだけの部屋というよりも穴蔵といった方が正しい様相をしてます。

　ここはダンジョンにある隠し部屋の一つです。いや、カイト様とシュリアたちの手で既にダンジョンコアを壊してしまっているので、正確には元・ダンジョンというのが正しいのです。

　ダンジョンの最奥にある台座には、カイト様とミナリスさんが王都で手に入れたダンジョンコアの破片と水晶を混ぜ合わせた、偽物のダンジョンコアが設置されているです。

「うぅ、……あぁ、あ……」

「…………そろそろ、いい具合に毒が回ってきましたね」

「夢うつつなのですよ！　これならクマさんのお仕事もしやすいのです」

　シュリアとミナリスさんの目の前では、シュリアの使い魔の一人、『メタルさん』が椅子の形となって、とある一人の男を拘束しています。

　ミナリスさんが作った毒で、その男の意識を半分だけ夢の世界に落とし込んでいます。

　シュリアのお仕事は、クマさんの力を使って尋問に答えやすくなる夢を作り出すことです。

「さぁ、クマさん、お仕事なのですよ」

　シュリアはカイト様がくれた丸袋からクマさんを取り出して腕の中で抱えました。

　ネコさんもメタルさんも、普段はこの丸袋の中にいてもらってます。夜中、眠れない時にはよく抱き枕になってもらうこともあるのですが、クマさんはいつも寝坊助さんです。

「『クシ、クシシッ』」

「もう、ダメなのですよ？　寝坊助さんはお仕置きなのです」

　まったく、『眠い、あと五分（意訳）』なんておふざけする子は許さないのです。

「『クシッ!?』」

　クマさんと繫がったパスから、クマさんに渡しているＭＰの容量を取り上げると、クマさんは慌ててワタワタと体を動かします。ちょっと可愛かわいいです。

「反省したらちゃんとお仕事するのですよ」

「『クシィ……』」

　クマさんへＭＰ容量を再び分け与えると、ほっとしたように胸を撫なで下ろしていました。

　地面にクマさんを下ろすと、テクテクと男の前に歩いていきます。

「『キキィ』」「『クシシッ』」

　ニョロンッ、と挨拶するように金属の触手で手を上げたメタルさんに、クマさんも片手を上げて挨拶しています。

「それじゃあやるのです。────淡い夢む現げんの有限へ、『傀かい儡らい憑つく代よ・クマ』」

　シュリアが鍵かぎ言ごとを呟つぶやくのに合わせ、スウゥッ、と空気に溶けるようにクマさんの姿がぼやけた黒い霧へと変わりました。その黒い霧はメタルさんが押さえている男に纏まとわりつくように漂っていきます。

「うが、あ、あ」

　煙が形を成していくように脳裏に情景を構築していきます。

　想像するのは、記憶のうちに焼きつけられたあの醜い豚。

　周囲の全てを餌としか見ず、自分の欲を満たすためなら奪うことに躊躇ためらい一つ抱かない、ユーミス姉様と同類のゴミクズ、グロンド。

　イメージを固定化したら、あとの調整はクマさんに任せ、シュリアは丸袋から木のテーブルと紙を取り出しました。

　いつもはカイト様との来たるべきえっちぃ日のために、ミナリスさんとのお勉強で使っている机ですが、今日は聞き出した情報をメモするために使うのです。

　ミナリスさんは最低限の読み書きしかできないので、自然とこういう役割分担になりました。

　シュリアはというと、家族への手紙を書いていたり、カイト様やミナリスさんにも内緒にしている妄想を書き綴つづった冊子を作ったりしているので、字を書くのは割と得意なのです。

「ミナリスさん、準備ＯＫなのです」

「そうですか。それじゃあ始めましょう」

　ミナリスさんはそう言って尋問を始める。

「さぁ、もう一度。一つ一つ答えてください。あなたのお名前は？」

「…………アド……ル、ア」

「あなたの年齢は？」

「……三十、四、歳」

「あなたはどこで働いていますか？」

「グロンド商会の……、事務を……」

　最初はつっかえつっかえの掠かすれ気味に答えていた男の答えが少しずつ明瞭になっていきます。

　ミナリスさんの質問も少しずつ核心に迫るものになってきました。

「あなたの具体的なお仕事の内容は？」

「取引台帳を、つける。記録と、報告を……」

「その、取引台帳には何を記録するのですか？」

「取引先の名前、支払う品物の名前と数量に、受け取る品物の名前と数量」

　ちらりと、ミナリスさんに目配せをもらったので、メモの準備を進めて、了解の意味を込めて頷うなずき返します。

「それでは、…………」





　　　　☆






「ただいまー、っと」

　ひと仕事を終えてダンジョンの隠し部屋に戻ってきた俺を出迎えたのは、ミナリスとシュリアの声だった。

「おかえりなさいませ、ご主人様」「おかえりなのですー!!」

　一人で街道をさかのぼりダートラスの街へと向かう行商人を探し出して、ある手紙をその行商人が運ぶ手紙の束に紛れ込ませてきた。

　荷の中にダートラスの街に送られる手紙があり、ちょうどいいタイミングでダートラスへとたどり着く行商人を探すのには少しばかり手間取ったが、概おおむね予定通りの進み具合なので問題はない。

　そうして目的を果たした俺は、別口でほかの仕事をしてもらっていたスラ吉と街中でひっそりと合流した。それからちょっと寄り道して、いくつかの珍しいポーションをスラ吉に買ってあげた。

　スラ吉はポーションが好きなようで、おやつ代わりに嬉うれしそうにキュピキュピと飲み干す。

　いつもいろんなポーションを飲みたがるので、今回は大忙しで動いてもらっているスラ吉へのご褒美だった。

　スラ吉が獲得した『遠距離分化』と『体積増加』の二つスキルのおかげで効率よく種の仕込みは進行している。

　ミナリスたちが絞り出しているはずの情報をもとに、またすぐに働いてもらうことになるので、これぐらいのご褒美はやってもいいだろう。

「お、いいタイミングで戻ってこれたみたいだな」

　ちょうど任せていた情報の聞き出しもひと段落ついているようで、隙すきを見て拉致ってきたグロンド商会の経理の人間は完全に気を失った状態で適当に縛られて放置されていた。

「『キュリッ、キュリッ!!』」

「『キキィッ、キィキキッ！』」

「お前ら、ほんと仲いいなぁ」

　同じ流体生物として通じ合う部分があるのか、スラ吉とメタルさんは仲がいい。

　今もスルスルと近づいて、ペチペチ、ペシペシと触手でハイタッチのようなことをしていた。

「ご主人様、必要な情報は搾れるだけ搾り取りました」

「バッチリなのです!!」

　見て見てとばかりにシュリアが差し出した紙には商店や商会の名前が連なっている。

「さすがは腐ってても大商会だな、短期間にこの数の取引か……、いい感じだな」

　その事実に、俺は思わず口の端が吊つり上がった。

　作戦の精度も上がるし、対象は多ければ多いほど都合がいい。真っ当なところに迷惑を掛けるのは忍びないが、復讐のために必要なら、躊躇うつもりもない。

　やはり、まだまだスラ吉には頑張ってもらわなければならないようだ。

「それじゃあ、このリストの通りに、主にスラ吉に種をばら撒まいてもらいつつ、俺たちはその種が芽吹くように水をやらないといけないな。俺たち自身が種を蒔まく側に回るか種を育てる側に回るかは、様子を見て調整していくとして、次は魔力嵐を起こさないと……」

　と、くうぅぅっと腹が鳴る音がした。

「…………の前に腹ごしらえが先か。一度休憩がてら宿に戻るとするか」

「そうですね。私もお腹が空きました。この男もそろそろ薬が抜け切る頃ですし、これ以上の失踪は誰かに不信感を抱かれてしまうかもしれませんから」

　そう言ってミナリスが地面に転がったままの男を見下ろす。

「はいはーいっ！　シュリア、出店で食べ歩きがしたいのですっ！」

「お、いいな。オーク肉の串焼きとかハンティング・カウのシチューとか、気になるもんも……」

「いけませんっ、復讐の前にあんな質の悪いものを食べるなんて、私が許しません!!」

　断・固・拒・否!!　という文字を背後に浮かべたミナリスが俺の提案を却下した。

「「えー」」

「えー、ではありません。どうして二人ともわざわざ割高で質の悪い料理を食べたがるのですか？」

　ミナリスは心底理解に苦しむといった表情を浮かべた。

　うちの妹様もジャンクフード嫌いだったので、俺がマ○ドやケン○ッキーを食べているところを見つけると同じような顔をしていた。

　その後は、切々とジャンクフードがどんな健康被害を及ぼすのかを語り始め、最後には『兄様は、舞まいを置いて一人先に死んでしまうおつもりなのですか？』という言葉で、潤みきった瞳と共に締めくくられる。

　さすがにそこまでされると一カ月ぐらいはジャンクフードに手を出す気はなくなるのだが、それでもまた懲りずに食べたくなってしまい、再び舞に怒られるという光景が我が家ではたびたび繰り返されていた。

「いやぁ、ほら、やっぱり屋台には屋台ならではの不思議な魅力があるというか」

「安っぽいのはシュリアたちにも分かってるのです。でも、その安っぽさがいいのですよ」

　実際、普通に味を考えるなら比べるまでもなくミナリスの料理に軍配が上がるのだ。毎日食べたい料理がどちらかといえば、考えるまでもなくミナリスの料理だった。

　それでも時折、ああいう雑っぽい料理を食べたくなってしまうのだ。人間って不思議だよね。

「…………はぁ、分かりました。どうせ黙っていても、隠れて食べてしまうのでしょうし」

「「うっ」」

　三白眼でこちらに向けられた視線から目を逸そらす。

「それなら目の前で食べられた方がまだマシです」

「「やったー!!」」

　そうと決まれば、ミナリスの気が変わらないうちに、さっそく出かけることにしよう。

　地面に放置された男を担ぎ上げ、元ダンジョンの隠し部屋から外へと向かう。

　食事作りにこだわりを持っているミナリスが、屋台での買い食いを認めてくれるのは珍しい。次回のお許しが出る時の分まで思いっきり食いだめしておくことにしよう。

「ふぅ、今度から屋台料理のレパートリーも増やすことにしましょう。まずは味の調査を……」

　ブツブツと呟つぶやく声が後ろから聞こえてきた。

　…………いつか、屋台飯への欲求さえもミナリスに満たされてしまう日が、来るかもしれない。





　　　　☆






　次の日、俺たちはダートラスからそこそこ離れた場所にある山の中を歩いていた。

　オードロス山脈は岩山ではなかったが、山の中といってもさほど森は深くなく、比較的に移動がしやすい部類の山だった。

　そのため、登山というよりはハイキングのような感覚でその山を登っている。カラリとした天気の中、のどかな空気を感じていると、俺は昔、養護院の子供たちとピクニックに来た日のことを思い出した。




『なぁっ、勇者の兄ちゃんッ！　稽古つけてくれよ。俺も強くなってみんなを守るんだっ!!』

『勇者のおにいちゃんっ、私もこれあげるっ!!　ケリーじゃ頼りないけど、勇者のおにいちゃんなら、トリアおねえちゃんを助けた時みたいにみんなを守れるでしょ？』

『しぇ、シェンファ～～～っ!?』

『シェンファ、おまえはこう、もうちょっと男のプライドってやつをだなぁ……』




『海かい人とお兄ちゃんっ！　これっ、トリアが作ったやつっ！　食べて食べてっ!!』

『どれどれ……、んぅ、ぐっ!?　と、トリア、お、お前、味見はしたか？』

『ふぇ？　海人お兄ちゃんの分を盗み食いしたりはしないよ？』

『そ、そうか。次からは、ちゃんと味見しような？　でも気持ちは嬉しかったから頭は撫で撫でしてやろう』

『んみゃ？　もうぉおおおおおっ!!　子ども扱いしないでっ!!』

『あはははっ』




　木漏れ日と共に降り注ぐかのような優しい記憶は、その優しさの分だけ痛みを増す。

「ご主人様、どうかされたのですか？」

「何をぼーっとしてるです？」

　声が掛かったのはそんな時のことだった。

「んー、いや、何でも……」

「ご主人様は無駄なところで意地を張りますよね」

「カイト様、シュリアたちのこと信用できないのです？」

　反射的に否定しようとした俺を責めるように見る視線に、俺は早々に白旗を上げた。

「……いや、悪かったよ。ちょっといろいろと思い出してただけだから」

　ここに来たのは最後の舞台の仕上がり具合がどうなっているのかの確認のためだ。

　舞台に選んだのは一度目の時に俺の失敗から出来上がった、悪徳まみれのあの学校があった場所。

　あの日、どうしようもない腐った現実に乱れたように笑い続ける俺の目の前で、燃え盛り崩れ落ちたその場所は、今は柔らかな下草が地面に茂っている。

「本当、今更な話を思い出してだけだ」

　そう、今更な話なのだ。

　考えるまでもなく、五ご臓ぞう六ろっ腑ぷに染み渡るまであの時の感情はこびりついている。

　あの時の無念も、怒りも、悔しさも、絶望も。

　摑めず、届かなかった少女の手と。

　何もできずに、ただ血に濡ぬれただけの役立たずな自分の手と。

　そして、助けてと、ただそれだけの一言すら聞けなかったあの日を。

「いや、思い出すってのも違うか。まだ何も終わっちゃいないんだからな」

　まだ何一つとして終わってなどいない。

　何一つ忘れることもなく、今も生々しい感覚は残されたままなのだから。

「だったら、感傷に浸っている暇はありませんよ、ご主人様」

　そう言うミナリスの声音は少し厳しい。

「あいつらは何も知らない。何一つ覚えていません。一度目の世界のことなど何もなかったように生きていて、その爪痕すらこの二度目の世界にはありません」

　けれど、そこに滲にじむあいつらへの怒りを昇華させるようにミナリスは妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「でも、なかったことになんてなりません。なかったことになんてできません。思い知らせてやりましょう、その全てを。魂の一ひと欠片かけらにまで刻み込んで」

「シュリアたちは、そのために共犯者になったのです。苦しめて苦しめて苦しめて、痛みに慣れることすら許さないほど、苦痛だけで埋め尽くして。全員殺してやるのですよ」

　楽しげに笑うシュリアが、ミナリスの言葉を引き継いだ。

「……そうだな。さてっ、それじゃあ気を取り直して、えっちらおっちら働きますか！」

　俺の甘えを許さず、欲しい時に欲しい言葉をくれる共犯者たちに感謝しながら、俺は目的の場所に向け歩を進めた。

　そしてたどり着いたのは、街からほどほどに離れたオードロス山脈の中腹。その中で多少木々の晴れた場所。

「…………」

　目の前の光景に、一瞬、あの忌いま々いましい木造の校舎が建つ光景がダブる。

「よしよし、順調だな」

　現在、その広場には直径十五メートル程度の穴が一つ作られていた。

「チュチュッ!!」

　と、足元に近寄ってきたのは一匹のネズミ。

　ネズミ一号、改め、チュウスケだ。

　昨日、ネズミ一号との感覚共有でグロンドの観察をしていた時に、シュリアの『ネズミ一号!?　ダメなのですっ、こんなに可愛いのにそんな名前ひどいのですっ!!』という強い要望を受けた。

　怪盗一号二号みたいでいい感じの名前だと思っていたのに、喜んで改名を受け入れたネズミ一号、いや、チュウスケの様子に俺はちょっと落ち込んだ。

　まさかスラ吉もと思って後でこっそり尋ねたら、『気に入っている』という旨の返事が返ってきて泣きそうになったことは絶対に墓場まで持っていこうと思う。

　そうして新たな名前を受け入れたチュウスケは、更に有能さを増していた。

　新たにスキル『統率：ネズミ種』を取得し、ほかのネズミたちに命令を下せるようになったのだ。

　チュウスケにはその力を使って、最後の舞台のために穴を掘ってもらっていた。

　ユーミスの時は俺とミナリスでの手作業だったので、ゴーレム一体分が丸ごと沈むだけの穴を掘りあげるのには大変苦労した。

　目の前には、事前にチュウスケの『使役紋』を通じて伝わってきた報告通りに穴が完成している。

「うんうん、これぐらいの深さがあれば十分だな」

　近くにしゃがんで覗き込んでみると、穴は三メートルぐらいのしっかりとした深さである。

「チュ～！」

　チュウスケは『褒めて褒めて！』という感情を露あらわにしながら、肩まで上がってきて身を擦こすりつけてきた。

　ちなみにチュウスケはかなり綺麗好きなようで、こまめに毛づくろいをし、川を見つければ体を洗い、ちょっと石せっ鹼けんを与えると喜んでアワアワになるほどの清潔ぶりだった。

　なので、そこらのネズミと違って毛はふわっふわに綺麗で、普通に可愛い。

「おぉ、愛うい奴愛い奴。よくやったな」

「ちゅー!!」

　感謝を込めながら頭を撫でてやると、気持ちよさそうにチュウスケは声をあげる。

「「…………」」

「そんな顔しなくても分かってるって、二人共」

　少し羨うらやましげな二人に言葉を掛ける。レティシアには朴念仁だとか鈍いなどと言われてきたが、そんなことはない。

　二人が何かを羨ましがっていることぐらい分かるのだ。そして、女性は大概可愛い小動物が大好きである。

「ほら、好きなだけ撫でてもいいぞ。チュウスケが嫌がらない程度でな」

「ご主人様……」「はぁ、なのですよ」「チュチュウ」

「……あれ？　何か、間違ったのか？」

　逆三角な目をした二人と一匹の視線に、なにか失敗したようだという空気だけを俺は感じたのだった。





　　　　☆






「っと、あぁ、やっちまった」

　手にした骨せんべいがバキリと音を立てて割れ、パラパラと欠片が崩れ落ちる。

　まずいまずい、ちょっとでも上の空になるとグロンドのことを思い出してしまう。復讐心の固定は戒めとしては最高だが、こういう時に感情の制御が難しくなる。

　俺は自分の心をなだめるように、手にした湯ゆ吞のみを持ち上げた。

「はぁ、うめぇ」

　いろいろ仕込みを進める最中、俺たちは宿屋で休憩代わりにお茶を飲んでいた。

「やっぱり、お茶はほうじ茶に限るな」

　行商人からありったけ手に入れたほうじ茶を淹いれ、ミナリスに頼んで作ってもらったアジのような魚の骨を使った骨せんべいをお茶請けにする。

　欲を言えばちゃんとした焼きせんべいがあればよかったが贅ぜい沢たくは言うまい。

　煎餅とほうじ茶。ちょっと亜種だが、日本人の血がそうさせるのか、この組み合わせはとてもホッとする。

「……不思議な味ですね。色は少し紅茶に似ていますが、いい香りに程よい苦さでホッとします。馴染みはありませんが、とても美お味いしいですね。さすがはご主人様の故郷の味です」

「王国でお茶っていったら、だいたいが紅茶かコーヒーモドキだからなぁ。上手く手に入ってよかったよ」

　そう言って肩をすくめ、宿の窓からダートラスの街を眺める。

　ダートラスの街は、国家を跨またいだ貿易で栄えている街だ。

　大小様々な商売に携わる人間たちがひしめき合い、日々大量の貨幣や物資が人の手から人の手へと移動している。

　銅貨と、銀貨と、金貨と、白銀貨。

　四つの貨幣が混ざり合う坩る堝つぼの街。

「シュリアはコレも嫌いじゃないですけど、やっぱりミルクたっぷりのが好きなのです」

「ああ、この街じゃ手に入らなかったけど、このほうじ茶のほかにも『抹茶』っていうのがあってな。それを使った『抹茶ラテ』って飲み物が甘くて美味いぞ。帝国に行ったらその手の甘味が美味いところに連れていってやるよ」

「やったのですっ、今から楽しみなのです♪」

「あ、あの、ご主人様？　私も……」

「そんな顔しなくても、ちゃんとミナリスも連れていってやるよ」

「！　ありがとうございます、ご主人様!!」

　二人ともキャイキャイと嬉しそうにしている。甘い物は世界共通で女性の心を摑むな。




　そんな二人を見ながら現状を振り返る。

　今回も表から裏からいろいろな手段を使いつつ、グロンドについての情報収集を行っていた。

　一度目の時に俺が知らなかった事実。

　表では景気のいいやり手の商人といった様子のグロンド。裏ではかなり強引で悪どい方法でのし上がってきたらしい。

　調べてみて、秘密裏に大量の獣人の奴隷を王都へ送っていたことも知った。

　おそらく俺が召喚される時の生いけ贄にえとして殺された獣人の奴隷なのだろう。

　ノノリックは、裏の部分を担当する食客として雇われているということ。

　また、ある養護院の院長の夫を殺し、借金のかたとしてその形見の品である魔剣を奪い取っていたことまで。

「あ、またやっちまったよ」

　また一枚の骨せんべいを圧へし折ってしまい、パラパラと欠片を机に落としてしまう。

「ご主人様、子供みたいです」

「おこぼしさんなのです。食べ物は大切にしないといけないのですよ」

「悪い悪い」

　ミナリスもシュリアも、俺の想いを察しているのか、わざと茶化すような口調で話した。

「でもな、お前たちの顔にも骨せんべいの欠片が付いてるぞ」

「「ふぇ!?」」

「冗談だ」

「あ、ご主人様っ!!」「ひどいのですっ!!」

「アハハハッ、うんうん、二人ともいい騙だまされっぷりだ」

　怒りと恥ずかしさで顔を赤くする二人をニヤニヤと笑って揶揄からかって、再びほうじ茶に口をつける。

　共犯者の存在は本当にありがたい。怒りの感情に飲み込まれてしまわないよう、こうして互いに抑制しあえるのだから。

　そして、俺は再び窓の外を覗き込む。

　視線の先に見えるのは、いつの日かの養護院。

　建物の庭先で妙齢の女性が子供たちと遊んであげていた。

　やがて陽も完全に暮れ、質のいいベッドに潜り込む。

　一度目の時も彼女は、夫を殺したのはグロンドの手の者なんじゃないかと疑っていたはずだ。

　そして、俺とグロンドとが知り合いであったことは、この街を離れる時に彼女に知れた。

　あの時、一瞬だけ動揺した後に、俺に静かに笑ってみせた彼女はいったい何を思っていたのだろう。

（…………そんなの決まってるか）

　全てを知るまで、一度目の時は分からなかった。

　【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】を通し、小さいながらも確かに伝わる女性に宿る黒い熱。

「あぁ、やっぱりこの宿を選んだのは失敗だったな」

　子供たちを殺した俺を、彼女はただ嗚咽おえつを漏らしながら責め立てた。

「……どんなにベッドが良くたって、あの場所の近くじゃ、眠れやしない」

　目を閉じた暗くら闇やみに焼きついた地獄は、嫌になるほど鮮明なままだった。





　　　　☆






「っ、待てっ!!　俺だっ、海人だっ!!　ケリーッ、シェンファッ、目を覚ませっ!!」

『コ……ロ、ス。ユウシャ、ラムネ、ホシイ、ホシイッ、ホシィイイイイイイ!!』『シンデェエエエエッ、ユウシャシンデェエエエエッ!!』『ホシイヨォ、ラムネッ、ラムネッ、ラムネェエ!!』

「くっ、俺が誰かも分かってないのかっ!?」

　捨て身ともいえるような防御を無視した攻撃をいなしながら、俺は養護院で仲良くなった子供たちが振るう短剣を弾はじき飛ばしていく。

「っ!!　くそっ!!」

　手にした武器を失えば、子供たちは呆ぼう然ぜんと座り込んで動かなくなるか、何をすればいいのか分からないというように、キョロキョロと不安げに周りを見始める。

　傷つけずに無力化することには成功しているが、安心できる状態でもない。

「はぁ、はぁ、なんだって、っ!?」

　そうして、普段とはまるで違う気を使いながら、子供たちが手にしていた全ての武器を弾き飛ばした時だ。

『ううぅっ!!　ぎゃふっ』『助けて、先生、助け、ごぼぉっ!!』『あ、ああ、ああああっ、ゲボッ』

「お前らッ!!」

　突然、苦しみの悲鳴をあげ始めてからは、あっという間だった。

　対処する間もなく一瞬で、吐血した子供たちはその場に倒れ込む。

『あ……れ？　おにいちゃ……』

「トリア、ッ!!」

　最後の最後の瞬間、やっと少し光の戻った目で、一人の少女がまだ小さいその手を伸ばす。

『くるし、ぃ、くるしいよぉ。たす、け……』

　俺が手を取るよりも早く、バタリと、『たすけて』の一言すら最後まで言えずにその手は地面に落ちた。

「トリアッ、トリアッ!!」

　ゴボッ、と口から大量のどす黒い血が流れ、温かく滑った血が俺の手を濡らす。

「…………んだ、これは」

　呆然と、声が震える。

　この世界に来て何度も人が死ぬところを見てきた。何度も自分以外の命を奪ってきた。

　だからこそ、もう手の施しようがないと分かる。分かってしまう。

　子供たちは全員、その場で命を失っていた。




「なんだこれはァアアァアアアァアアアアアアアアアアアっ!!」




　ビリビリと喉が破けそうな絶叫が俺の口から響いた。

『ひっ』

　俺の威圧めいた獣の咆ほう哮こうに遠く反応した気配があった。

　この子供たちを連れてきて、この惨状を遠くから眺めていた相手。

　絶対に、逃がすものか。

　ドゴンッ、と大きく地面をへこませながら男のもとまで駆け抜ける。

「…………おい、どこに行くつもりだ？」

「ひっ、ひぃいいいいいっ!!」

　慌てふためいて逃げ出そうとした相手の襟首を摑んで引き倒して、逃走を阻止する。

「な、何か用か？　俺はただ通りかか……、ぎゃぁああああっ!?」

「おい、余計なことは話すな。あれは、なんだって聞いてる」

　地面についていた手を容赦なく踏み砕く。

　尋問のためにこんな風に誰かを痛めつけるのは初めてだったが、そこに躊躇いは感じなかった。

　そんな余裕が、なかった。

「いでぇ、いでぇえよぉおおおっ」

「お前、覚えてるぞ。グロンドのところの従業員だろう。アレは、グロンドの仕業か？　……叫んでねぇで答えろ、クズ野郎がっ!!」

　頭が芯から沸騰して止まらなかった。目に映る視界が怒りで泡立つ。

「ひっ、分かったっ、話すっ、話すからっ!!」

　泡を食って慌てたように男は語り出す。

「あ、あいつらはグロンドの旦那が集めさせた孤児で、私設学校の第一期生だ。飯と寝床をやる代わりに裏の技術を仕込んだ兵士だよ！」

「学校だと？」

「あ、ああ、以前から考えてたらしいが、ちょうどいい資金源ができたからって二年ぐらい前に実行に移されて……」

「に、ねん、まえ……？」

　ズグリッ、と嫌な予感に心臓が一度脈を打つ。

　二年前といえば、ちょうど俺の現代知識を利用した魔道具が商品化されて売れ始めた頃のこと。

『魔王討伐に向けて戦力を整えるためにもいろいろな物資は必要でしょう。これらの道具の販売益は魔族と戦う一般兵のための物資や、勇者様の希望通り、身寄りを亡くした孤児などの受け皿を作るための資金にさせていただこうと思います』

　脳裏に浮かぶのは人の好よさそうな笑顔でそう言ったグロンドの顔。

　その学校とやらの存在とまるで無関係と思うには、あまりにも状況証拠が揃そろいすぎていて……。

　くらりと、全身の血管を冷や水が駆け巡ったような気がした。

「な、なぁ、命だけは助けてくれよ。頼むよ、俺はただ命令されてただけで……」

　現実感のない声で、目の前の木で偶くはしゃべる。

（…………ああ、こいつは、いったい何を言っているんだろう）

「その、学校は、どこにある」

　掠れる声で言葉にできたのはそれだけだった。

「お、オードロス山脈の中腹だよ。も、もういいだろ？　グロンドの旦那ともアンタとも、もう二度と関わらないからさ、殺すのだけは」

「殺すのだけは、なんだ？」

「え？」

　本当に分からない、こいつはいったい何を言っているのか。

「なんで、お前を生かさなきゃらならない」

　グロンドが、こいつらが、子供たちをあんな風に仕立て上げて、使い潰したというのに。

「あのレベルに見合わないステータスと感覚の鋭敏さ、それに反するような自己判断能力の低下と何度も連呼してた『ラムネ』。お前ら、あいつらの力を無理やり底上げするために『早そう生せい強きょう薬やく』を使っただろ」

　早生強薬。

　どんな金属でも風化させ、ボロボロの土塊つちくれへと変えてしまう性質を持っているため、普通は強力な呪いの装備などを破棄するために使われる薬剤。

　だが、服用することで圧倒的なステータスの成長・上昇効果を手にすることができる。

　ただし、ひどく中毒性のある代物で、使いすぎれば命を落とすことになる、猛毒。

「そ、それは、ガッ、ぐギョォゴゥ!?」

「そんなお前らを、なんで生かさなきゃならない」

「ギィッ、ガァア、ゲェゲッゲ……」

「ふざけんじゃねぇぞ、このクズガァッ!!」

　バキリと、ゆっくりと首を押し潰すようにへし折って殺した。

　手を離さすと、どさりと力の抜けた男の体が地面に落ち、ひたひたと滑った赤い血が自分の手を伝っていくのが分かった。

「……纏われ悪魔の紅ぐ蓮れん、『赤せき陽ようの青あお車しゃ輪りん』」

　死体が残っていることすら許せず、どうにもならない気持ちを吐き出すように、目の前のゴミを骨も残らずに焼き尽くした。

　心剣の生み出した青黒い炎は、ゴォウッと一瞬空気を唸うならせた後、まるで最初から何もなかったかのようにその場は静寂を取り戻す。

「…………ああ、またか」

　シンッ、と静まり返る周囲の森に、思わず零れた声がやけに響いて聞こえる。

　襲いくる無力感と絶望感に、立ってもいられないほどに全身から力が抜けていく。

「また、俺のせいなのか」

　ガンガンと鈍く痛む思考に、ドサリと地面に腰を落とし木の幹を背に下を向く。

　あの男は『金ができたから、この計画を』と言っていた。

　俺がグロンドを疑っていれば、こんな未来はありえなかったのだろうか。

　俺がグロンドを信じなければ、子供たちは今もまだ、元気にどこかで笑っていられたのだろうか。

「俺が信じる相手を間違えなかったら……」

　俺があいつに与えてしまった金で、確かに身寄りのない子供たちの受け皿は作られたのだろう。

　あいつにとって都合のいい、使い捨ての鉄砲玉を育て上げるための、その学校を。

　あの子供たちを殺したのはグロンドと、

　…………俺の、浅はかさだ。

「…………しょう」

　呆あきれと悔しさの混じる滴が両頰ほおを伝い落ちる。

「畜生ッ、畜生ッ、畜生ッ!!」

　ボロボロと流れ落ちる感情のまま、拳を地面へと叩たたきつける。




「このっ、ド畜生がぁあああああああああああああああああああああああっ!!」




　ドゴンッ、と地面の削れる大きな音がした。

　けれど、どれだけ強く手を地面に叩きつけても、皮膚の表面が泡立つようなあの滑った血の感触がどうしても拭ぬぐえなくて。

　最後に残された、言い切ることすら許されなかった『たすけて』という、ただその四文字の言葉だけが。

　搔かき消えることもなく耳の中で反響し続けていた。







　その数日後。

　俺は、聞き出したその『学校』を訪れた。

　裏切りが表面化してから初めて、俺は自分から戦いという名の蹂じゅう躙りんを求めてその場を訪れた。

　全員殺した。怒りに任せて、切って切ってきってキッテ……。

　部屋も自分も返り血で真っ赤に染まったその場所で、まるで見てくれとばかりに残されたこの計画の全ぜん貌ぼうが記された紙を見つける。

　手の血で濡れたその紙には、今回の計画に関わったスラムのごろつきの集団『スラッグス』についてや、俺がグロンドに与えてしまった資金で計画が回されていたはっきりとした詳細が書き込まれていた。

　…………そこには『失敗作の有効的な廃棄処分』という、最終目的まで記載されていた。

　そして、勇者という立場から転がり落ちた俺の汚名には、『血に飢えた勇者が、グロンド商会が設立した身寄りをなくした子供たちのための救済施設を襲い、子供もろともその場にいた人間を虐殺した』というものが加わることとなった。





　　　　☆






「っ、はぁ、はぁ、はぁーっ…………、はぁ」

　跳ね起きるように体を起こした俺は荒い息を整えるように深く息を吸い、どうしようもない記憶を握り潰すようにクシャリと自らの髪を握った。

　びっしょりと流れる汗が、素肌に服を張りつかせていて気持ちが悪い。

「…………」

　窓から外を見れば未いまだ朝は遠く、街は暗闇に包まれている。

　ミナリスとシュリアはすやすやと眠っている。俺はどうにもすぐに寝直す気になれず、二人を起こさないように部屋を出た。

　そのまま宿の外へと出ると、冷たい夜風が頰を撫でた。

　裏手の路地から壁を三角跳びに駆け上がり、宿の屋根の上へと降り立った。

　ゆるい傾斜のつく屋根を少しだけ上り、片膝を立てて空を見上げる。

　あの男、グロンド＝ゴールドットと最後に面と向かって会ったのは、俺が王女から勇者召喚の真実を告げられる前。

　元の世界に帰るというレティシアとの約束を守ろうと、必死に王都を目指していた時のことだった。

　グロンドとは夜を徹して新商品の開発などについて意見し合った仲だ。

　互いに目の下にクマを作りながら、出来上がった商品に大笑いしたこともある。

　状況を把握できておらず、まだ全ての仲間が裏切っていたなどと知らなかった俺はやすやすとグロンドに騙され、ステータスを低下させる呪いの武器やマジックアイテムなどを利用した罠わなに囚とらわれかけた。

『お前がもたらした知識は私に多くの富を与える。これからもあれらの知識は私だけが所有すべきものなのだ。この世の全ての物の価値は金が保証し、お前を生かしておく価値はもう銅貨一枚ほどもない』。

　その言葉は、グロンドの罠から逃げ出す直前になぜだと問いかけた俺に向けてあいつが放った言葉だ。

　それからも、王都を目指す俺を殺したがる輩やからは多かった。

　地位、名誉、不満や怒りの矛先、そして金。俺を殺す理由はいくらでもあった。

　それでも普通なら魔王を倒す存在、第二の魔王になり替わったとされた俺だ。

　普通なら襲撃者も尻込みしそうなものだが、多くの魔族を従えて基本的に魔王城の奥にいるとされていたレティシアに対し、同じ魔王でも俺は常に一人で行動していたこと、各国のトップが軒並み敵対の意を示したこと、あいつらの陰の悪事が俺のせいにされていたことなど、その他様々な理由で俺を狙う存在が絶えることはなかった。

　それはもう、笑うしかないほどにあのクソ共に上手くやられてしまった。

　やられたことの責任はどいつにも必ず何倍にもして支払わせてやるが。

　そしてその後、グロンドと対たい峙じすることもなく、俺は勇者召喚の秘密を知る。

　失意に落ちた俺に、世界は無関心に過ぎた。

　目的すら見失い、ただ残された約束に縋すがって逃げて、逃げて、逃げて。

　飴あめに集たかるアリのように襲い掛かってくる襲撃者を何のためにという疑問を押し殺して蹴散らして。

　だが、そんな襲撃者たちの中でも一際異彩を放つ相手が集団で襲ってきたことがあった。

　暗く濁った生気の感じられない目をした十歳前後の見覚えのある少年少女。

　それは、グロンドと知り合ったダートラスの街で仲良くなった養護院の子供の姿。

　どこにでもいる普通の子供たちだったはずの彼らは、いつの間にか戦闘ですらなく、殺人に対する技術を身に付けていた。

　その後のことは、夢で見た通りだった。

　俺のように家族と切り離された子供たちのために使われていると思ったその金は、その孤児たちを洗脳兵士へと仕立て上げるために使われていた。

　守れると思った。守りたいと思った。

　本当に、バカみたいな話だ。俺があいつらのもとへと届けたのは、腐りきった毒の蜜だ。

　俺が信じる相手を間違えたその結果は、そんなありきたりで、腐臭の漂うゴミみたいな結末にしかならなかった。

「やっぱり、でけぇ月だな」

　手を伸ばせば本当に届きそうな月に、ゆっくりと手を伸ばす。

　当然、その手は届くはずもない。当たり前の話だ。

　けれど、それは確かにそこにあるのだ。触れられなくとも、決してなくなったりしない。

　そう、たとえ、俺たち以外の誰もがソレを知らずとも、俺たちだけは知っている。

　あの日のことを、寸分違わず憶おぼえている。

「なぁ、やっとお前らの仇かたきが討てるよ。一度目の世界じゃダメだったけど、必ず地獄に送るから。……お前らが、それを望むかどうかは知らないけどさ。前に言っただろ？　大人はズルいんだ」

　微かすかに笑いながら口にして、自らの手のひらへと視線を落とす。

「…………」

　あの日の出来事は、絶対に消えたりなんか、しない。

　たとえ世界が巻き戻ったって、なかったことになど、させられるはずがない。

　…………俺に纏わりつく罪科の血は、今もまだ乾くこともなく、この手を濡らしているのだから。






第二章　たった四文字の言葉






　次の日、舞台を用意し終えた俺たちは再び次の段階へと駒を進める。

　それは血を燃やすような紅あかい光が街を染め上げる、そんな時間帯。

　赤光に背中を押されるような気分で、俺たちは街を歩く。

　街を訪れている他国の賓客、要するに、貴族向けの宿屋が立ち並ぶその一角へと俺たちは向かっていた。

「貴族というのは、どうしてこう、無駄な装飾を好むのでしょうか」

　そうしてたどり着いた目的地を見て、ミナリスはそう呟つぶやく。

　外観を輝く金属で装飾したその宿は、明らかに実用性とは別の部分に金を掛けている。

　しっかり者のミナリス的には、金の無駄遣いのように見えてたまらないのだろう。

「うぅ、光が反射して眩まぶしいのです」

　シュリアは若干鬱うっ陶とうしげに目を細めている。正直、その気持ちは分からなくもない。

「どうでもいいさ。それより、そろそろ着くぞ」

　その地域の中、目指した場所は、スラム街と接している辺り。

　そこにあるのは、下げ種すな遊び場への入り口。

「さぁ、行こう。たった四文字の、そのケジメをつけさせるための一歩目だ」

　俺はそう呟き、いつもより若干早く巡る血の流れを感じていた。

「──────誰一人、許しはしない。全員、ゆっくりと押し潰つぶすように殺してやる」







　そこは、スラムとの境目が曖昧になる街の隙すき間まに作られた、地下に広がる大きな空間。

　スラムのチンピラを寄せ集めた『スラッグス』という名の集団が主催しているイベント場。

　スタジアム型に客席が作られ、中央にあるリングは建物一階分ほど深く沈めらている。部屋の中央の上部にはリングの上を映し出すモニターが設置されていた。

　そして、それを取り囲むように設けられた客席では、スーツやドレスに身を包んだ裕福そうな人間が、顔を隠すための仮面をつけたままリングに見入っていた。

　それだけでも十分に異様な光景だった。しかし、何よりも異様なのはその雰囲気。

「『さぁさぁみなさん、お立ち会いっ!!　今こ宵よいも欲の坩る堝つぼの摩ま訶か不ふ思し議ぎ。大声で叫んで、ヤジを飛ばして、大金を転がし笑ってくださいっ!!』」

『『『ウァアアアァアアァアアアッ!!』』』

　全員が全員、へばりつくような強烈な熱気を放ち、その熱気が集って蛇がうねるようにこもって会場を包んでいた。

　たとえ分別のつかない子供であっても、その場の異様さは感じ取れたであろう、そんな光景。

「『ウガァアアァアアアッ!!』」

「『コブッ!?』」

「『ああっ!!　青コーナーの狼おおかみマスクの男の拳が顔面に決まるっ!!　思わずよろける赤コーナーの熊マスクっ!!』」

「おいっ、しっかりしろ狼マスクッ!!　貴様には大金を賭けているんだ、儂わしに恥をかかせるなぁ!!」

「ホホホッ、いい調子ですわっ、ほらそこです、怯ひるんでいる間に腕の一本も折ってやりなさいっ!!」

　口角の泡を飛ばしながら、仮面の奥にある目をギョロつかせる大勢の人間と、薄汚れた布切れを纏まとって、落ちくぼんだ目で殴り合う二人の男。

　百人近くを悠々と収納できる豪華な客席と、薄汚れた武骨なリングが接しているその場所で行われているのは非合法の『賭けの見世物』と『殺し合い』だった。

　喧けん嘩かの勝敗に賭ける遊戯施設は珍しくない。

　王国には存在しないが、帝都では『コロッセウム』という名の巨大な闘技場が公式な娯楽の場として存在している。

　だが、そのコロッセウムと違うのは、降参も戦闘不能もあり得ない、どちらかが死ぬまで終わらない闘いであるということ。

「『ふぅ、ふぅ、ウガァアアアアアアァアッ!!』」

「『や、やめっ、ギャアアアアアアアアアっ!!』」

「『熊マスク、立てなーいっ!!　チャンスとばかりに狼マスクが目潰しにかかったっ!!』」

　できるだけ残酷な殺し方をすることで、戦いを勝ち残った方が得られる報酬が増えるということ。

「『ぐぁ、ああぁ、だ、やめっ、ぐぅうううっ』」

「『これはエグイっ!!　潰した目の中をぐるぐると指で搔かきまわしているぅ!!』」

「『ふひっ、フヒヒッ、こ、これでラムネいっぱいもらえるぅ、アギャッギャ』」

　また、戦っている者たちが自らの意志で参加しているのでも、拳闘用の奴隷などでもなく、『スラッグス』により『ラムネ』を使って薬漬けにされた者たちだったということ。

「『ラムネェエエエっ、ラムネェっ!!』」

「『たすっ、だすげっ、もうっ、にぃ、さ……』」

　そして、この悪質なショーを盛り上げるために近しい者同士を争わせるということだった。

　部屋の端、リングから離れた位置から俺たちは少し冷めた視線でその退屈な劇を眺める。

「ったく、悪趣味な光景だな」

　人の黒い部分を煮詰めているような光景に、俺は思わず声を零した。

「やっていること自体は私たちもあまり変わりませんけれど」

「自分から好きで正気を失ってるような奴らと一緒にされるのは業腹だがなぁ」

　嘆息しつつも、自分の行動もきっと他人から見れば似たようなものなのだろうと思う。

　正しくなく、綺き麗れいでもない行動が、醜悪な様相を晒さらけ出すことになるのは当たり前だ。

　別にそうなることが嫌なわけではないが……。

「はぁ、やっぱり嫌味な世界だなぁ、ここは」

「大丈夫なのです。シュリアたちはちゃんと相手を選んでるのですよ。別にわざわざ関わりのない相手をどうこうしているわけではないのです」

「それに、ご主人様が言ったのではないですか。ああいう風になってしまわないように、復讐で必要のない死人は出さないとお決めになったのでしょう？」

　シュリアとミナリスの言う通りだった。

　この異常な世界で、人のまま復讐を完遂させるために灰色の刃先の上を歩いていくと決めたんだ。

「人の振り見て我が振り直せ、か。なるほど確かに、良い格言だ」

　復讐者と虐殺者の境界線。

　最初に引いた線を俺たちは、犯しすぎてはいないだろうか？

　気が付かないうちに箍たがを締められない化け物にはなっていなかっただろうか？

　復讐を、八つ当たりの免罪符に使っていないだろうか。

「…………」

　見回すと、人の黒い欲に魅せられて怪物に落ちてしまった者たちの姿。

　俺たちがアレと似た様を晒すのは、復讐すると決めた相手にだけでないといけない。

「ダメだな、今回のこれは復讐だ。ゴミ掃除に来たわけじゃない。計画変更だ、観客は無視する」

　どうせ集まっているのはクズたちだからとついでに殺す気だったが、復讐にそんな『ついで』はいらない。俺たちは世直しのためにこんなことをしているわけじゃないのだから。

　関係のない悪党を成敗しようとするのは、どこぞの正義の味方がやればいい。

　今回は『スラッグス』を潰すために、力を全て割り振らなければいけない。

　それぐらいでないと、何の弔いにもなりはしない。

「んんー、シュリア的には観客の豚共も同罪だと思うので、アレを殺しても同類になったりしないと思うのですけど……」

「私もシュリアと同意見ですが、ご主人様がそうおっしゃるなら、従いましょう。ご主人様が変なところで理屈っぽいのは最初から分かっていましたから」

「……」




『海かい人と、おぬし、変なところで理屈っぽいのぉ。やっぱりハゲるな、間違いないのじゃ』

『兄様はどうして時々無駄なところで心配性になるのですか？』




　レティシアや舞まいに割と結構な頻度で言われていたことを思い出す。やはり、俺の考えすぎだろうか？　いや、きっとこれでいいはずだ。

　本当に危ないのは、罪悪感も迷いも、何も感じなくなってしまった時のはずで。

　それはきっと、俺が復讐心に寄り添えずに潰れてしまった時のはずだから。

「……さて、それじゃあやるか。観客は無視でいい、代わりに、『スラッグス』の連中は体にも心にも芯から恐怖を染みつかせて、殺せ」

「かしこまりました、ご主人様」「了解なのですよ」

　二人が返事をした時だ。

「申し訳ありませんが、少々よろしいですか」

　声を掛けてきたのは、会場を警備している男だった。

　口調は丁寧だが、どこか粗野な雰囲気が消し切れていない。

　所しょ詮せんは血と暴力の信条が染みついたチンピラだ。

　貴族を相手にするということで、付け焼き刃な最低限の礼儀作法を身に付けたのであろうことが、丸分かりだった。

（この場でそれ以上の作法が必要ないことも確かだが……、おかげで判別するのが楽で助かる）

「ま、俺たちだってそう変わるもんじゃないか」

　だからこそ、この男は俺たちに声を掛けてきたのだろうから。

「なんにしてもちょうどいい。こいつらへの復讐の口火を切るなら……」

「お客、じゃないなっ、何者だ貴さ、がっ!?」

「静かに笑って、殺してはじめてやろう」

　不穏な気配を感じたらしいそのチンピラの顔面を鷲わし摑づかみにして、魔力集中も合わせたフルパワーでリング中央のモニター画面へと叩たたきつけた。

『ちょっ、いったいなんなのっ!!』

『な、なんだっ!?　何がどうなっているんだっ!!』

　一直線に飛んだ男の体が、轟ごう音おんと共に魔道具のモニターを破壊する。

　大きな音に紛れて耳に届いたブシャリという音が、俺に人間の体がほとんど水でできているということを思い起こさせた。

　リングの上にはガラガラと壊れたモニターの破片がばら撒まかれ、ボドリと肉塊が落ちる。

『きゃぁああああああああっ!!』

『お静かにっ、落ち着いてくださいっ!!』

『どけっ、邪魔だどけっ!!』

　明らかな異常事態を前に、パニックを起こした観客たちは出口へと殺到していく。

「判断の速いこと速いこと。やばいことに関する嗅覚はさすがのもんだな」

　出口の正反対の位置に立っていた俺たちの周りからは人が消え、ポッカリとスペースが空く。

　ポツポツと配置されていた粗野な雰囲気のチンピラ共も、人ごみに流されてもがいていた。

「せっかくですから、あのリングを使いましょう」

「ちょうどいい広さもあるし、皮肉も利いてて面白いのです」

「いいな、それ」

　ミナリスの提案に頷うなずく形で、俺たちはその場の中央にあるリングへと移動する。

　降り立ったその硬い地面には、冷たく乾いた空気が覆っていた。

「まるで映画かドラマだな、こりゃ」

　リングへと通じる通路には、関係者以外は立ち入ることはできない。人の壁がないため、ぞろぞろと現れる黒服たちがどんどん周囲を取り囲む。

「おい、てめぇら、せっかくのショーを台無しにしてくれやがって、どういうことになるか分かってんだろうなぁ？」

　現れたのは特徴的な声で観客を煽あおっていた男。

　ひょうきんな印象を受ける声は鳴りを潜め、重くドスの利いた声質へと変わる。

「びっくりなのです、思ったよりずっとわらわらと出てきたのです。ゴキブリみたいなのです」

「確かに。シュリアは上う手まい例えをしますね」

　まぁ、当然そんな脅しを気にするようなわけもないのだが。

　穏やかに話してみせる様子が、どうやら男の感性を逆さか撫なでしたようで、分かりやすいほど怒りで顔が赤くなっている。

「あぁ!?　何を落ち着いてやがるッ!!　この人数が目に入んねぇのか!!　たかだかウチのアリを一匹潰した程度で調子に乗るんじゃねぇッ!!」

「おいおい、普段から煽りまくってるくせに、自分には煽り耐性はねぇのかよ」

「んだとてめぇっ!!」

「ほらまたそうやって叫ぶー。ああ、そんな風に頭の毛細血管ぶっちぎっちゃうから、虫並みの思考力しかないわけか。世の中上手くできてんな」

「なっ、がっ、て、てめぇ……」

　ほんと、ここまで分かりやすい奴も珍しい。

　もし顔を真っ赤にして目を血走らせているあの様子が演技なら、本当に大した役者なんだが。

「それに何より、お前、見る目がなさすぎるよ」

「あぁ？」

「落ち着いてる？　俺たちが？　誰のどこを見て何を考えたらそんな判断にたどり着くんだ、おい」

　俺も、ミナリスも、シュリアも。

　ずっと耳元で鳴りやまない、殺せと叫ぶ声。

　内側から飛び出そうと、体の中で暴れ回る尖とがった石のような熱。

　中から外から暴れ回られ、今にも氷解してしまいそうな理性のタガを、ギリギリのところで必死に繫つなぎとめて。

　──だけど。

「あの貴族の豚共はいい。クズだが、今回の件には関係がない……、だがな」

　──────だけど、もう構わないよな。

「お前らは、絶対に許さない」

　──────もうこれ以上、我慢する必要もないよな。

「ただの使い捨てでも、下っ端でも、関係ない。前座だからって、手を抜く気もない」

「っ!?」

　こいつらはグロンドへと続く踏み台の、そのまた踏み台で、そして、俺が殺したくてたまらない奴らで。

　……だから、零れ出た言葉には堪こらえきれない憎悪がこもった。




「─────全員、轢ひき潰すように殺してやるよ」




「ひっ、はえ？　グぁ、ぎゃぇぶぇ!?」

　男の眼孔に指先を突き立て、目を潰すのと同時に地面へと叩きつけた。

　ドゴォン、と大きな鉄球を落としたかのような轟音に、その場が静まり返った。

「ほんと便利な世界だよなぁ、ここは」

　ゆらりと低くなった姿勢を持ち上げ、口の端を吊つり上げる。

「ドイツもコイツも、中途半端に体が頑丈で。おかげで存分に、お前らを甚いた振ぶれる」

「ギャアアアアアァアアアアアアァアアッ!?」

　勢いよく振り落とした足が、グジャリとした水音と併せて男の腕を押し潰す。

　ピッ、と飛び散った血が、頰ほおへと跳ねた。

　もう何も、我慢などする必要はない。

　俺は、ゆっくりと視線を上げ、戸惑いと恐怖に体を竦すくませる奴らを見て、更にもう一段深く、口の端を吊り上げた。





　　　　☆






　びちゃりと、滴り落ちる赤い水音が、生ぬるい熱を持って響く。

　俺たち兄弟を薬で壊して、こうして殺し合いの見世物に仕立てた奴らが死んでいく。

　けれど心に浮かぶのは懐かしい故郷のこと。

　もうずっと昔のことに思えるような、遠くなってしまった日々の記憶。

　その中で、俺は、俺たちは確かに笑い合えていた。

『兄さん、見て見てッ。この野菜、剣みたいな形してるよ！』

『大丈夫だって、兄さんは心配性なんだから』

『行こうっ、兄さんッ！　Ｂランク……いや、いつかＡランクの冒険者になって、この村を裕福にしてやるんだっ!!』

　…………あぁ、なんで、こんなことになったんだ。

　分からない、分からない、分からない。

　なんで俺はこんな場所にいる。

　なんで俺の目の前に、弟の死体がある。

　なんで俺の手が、弟の血でこんなに赤く汚れている。

　そこはまるで地獄の窯の中のようだった。

　周りには人間としての原形を失くした死体が転がっている。

　そんな死体ばかりの中、少なくとも人間だったことが分かる弟は、少しはマシなのか。

「……ははっ、そんなわけない。そんなわけねぇよ」

　どうしてこんな時に、俺は正気に戻るんだ。

　薬が抜けたのか？　だったらどうして今、この瞬間なんだ。

　どうして、弟よりも早くこうならなかったんだ、そうすれば、殺されていたのはきっと俺だったはずなのに。

　そうじゃなくてもずっと薬に溺れたままでいられれば、こんなっ、こんなっ!!

「…………」

　気が付くと、目の前には地獄の窯の主が立っていた。

　冷たく見下ろす相そう貌ぼうは、この惨状を生み出した人間とは思えないほど、穏やかな光に満ちている。

「頼む……、殺してくれ。一片の救いもないぐらい徹底的に、殺してくれ」

　もう、いやだ。こんな世界は、俺には耐えられない。

「仇かたきを、討たなくてもいいのか？」

「……ダメだ。こんな風にいられるのはきっと今だけだ。それに、俺はもう、助からない。そうなんだろ？」

「っ」

　諦めと共に救いを求めた俺の言葉に、その男は顔を歪ゆがめた。

「ははっ、なんて顔してやがる」

　これだけのことを躊躇ためらいなくやる悪魔が先程からやけに人間臭い表情をしやがる。

「どっちにしろ死ぬなら、アンタに殺される方がイイ。最後まであんな薬に弄もてあそばれるのは御免だ」

「……そうか」

　その男は一度目をつぶった後、静かに目を開く。

　そこには、ぞっとするほど暗い暗い、暗い炎。

「だったら安心して死ね。俺が全員、殺してやるから」

「ぶっ、ハハハッ、そりゃあいい。先に地獄で待ってるさ」

　思わず漏れた笑いは、いったいどれだけ久しぶりのものだろうか。

　今はもう、思い出すことすらできない。

　ほうっ、と光を放ちながら、男の手に飾り気のないシンプルな直剣が握られる。

　振り上がったそれが、暗く黒い炎のような男の表情に綺麗に映えて。

「どうして、こうなっちまったんだろうなぁ」

　人生最後の呟きと共に、俺の視界は闇やみに閉ざされた。





　　　　☆






「はぁ、ったく」

　俺は男を両断した【始まりの心しん剣けん】の構成を解いた。

　視線の先には、『ラムネ』に侵され、人生を変えられた男がいる。

「死ぬ間際だけ正気に戻るとか、勘弁してほしいよなぁ」

　救えないのは、ここにたどり着いた時から分かっていた。リングに上げられた二人が既に手遅れだったことは見て取れたし、何より俺たちは慈善家ではない。

　出会う者全てを共犯者に引き込んでいては、すぐに立ち行かなくなってしまう。

　そして何より、こいつは最後のその瞬間、俺に、『復讐』ではなく、『救い』を求めた。

　その程度じゃ、ダメなんだ。

　復讐を諦めるような人間を共犯者にするつもりはない。それがたとえ、死を感じた瞬間でも、それでも殺すと誓える人間でなくてはダメだ。

　それはつまり、殺されかければ復讐心が揺らいでしまう程度の純度の低い想いでしかないということだから。

　コイツの復讐心は、残念ながら俺たちには淡すぎた。

「まぁ、それでも。ついでに仇はとってやるよ」

　もう十分すぎるほど重すぎるものを引きずってきている。今更一つや二つ、それが増えたところでどうということもない。

「…………ははっ」

　そうして、吊り上がる口の端から笑いが漏れる。

「くくっ、アハハハッ、あぁあ、テンション上がってきた!!　次の場所に行くぞ、二人とも。あいつらを殺すのにもう一秒だって我慢できねぇっ!!」

「かしこまりました、ご主人様」

「はいなのです、カイト様」

　さぁ、次の場所へと向かうとしよう。

　背負った全てを黒い炎に焼くべて。

　まだまだ、あいつらを、『スラッグス』のクズどもを飲み込む地獄の窯の蓋ふたは開いたばかりだ。







「なんだお前らぐぁ!?」

「邪魔だ、どけよ」

　その日、ダートラスのスラムの一角、ハミ出して零れ落ちた者たちの坩堝で、俺はまた一人の男を裏拳で吹き飛ばした。

　何人目か分からないが、今回の奴は感触的に多少は耐久性がありそうだったから多分生きているだろうと思う。まぁそんなことはどうでもいいんだけど。

　事前に調べていた順路通りに、乱雑なスラムの道でスキップ交じりに歩を進める。

　敵意を持って進路を妨害した奴らは容赦なくぶん殴った。

　生きてるか死んでるかはそいつの運次第だが、生き残れる目があるだけましだろう。

　正直、そんなことを気にしている余裕は俺にはもうない。

「ご主人様、ノリノリですね」

「音符が宙に飛んでるのです」

「あぁ、ずっと腹が減って仕方がないんだ。あんなんじゃまだまだ足りない、全員食い散らかしてやらなきゃ、気が済まないんだよ」

　早く、早くと突き上げるような鼓動が、一歩一歩と進む足の速度を速める。

　嬉うれしいとは言えない。

　楽しみというのも似ているようで違う。

　それは何かといえば、失くしてしまったと思っていた大事な落とし物を受け取りに行くような、そんな感覚。

　そして、俺たちは目的の場所にたどり着く。

　粗雑ながらも立派なアジトといった感じのコンクリートもどきを使ったその建物が、目的地。

　この街で唯一、『早そう生せい強きょう薬やく』を使った麻薬『ラムネ』をばら撒まいているクズどもの集まり、『スラッグス』の親分格が使っている根城。

「なんだてめぇらぐべしっ!?」

「へへっ、いい女ゴギャァ!?」

「寄らないでください」「ウザいのです」

　入り口の前でたむろするように見張り番をしていた連中が、バカ面を下げて寄ってきたのを、ミナリスが回し蹴りで鳩尾みぞおちの奥の背骨を、シュリアが魔力の糸を操って首の骨をねじり折った。

「さぁ、着いたな。それじゃあ第二幕だ」

　俺は溜ため込んできた気持ちを吐き出すように、入り口の扉を蹴破った。

『だ、誰だてめぇらっ!?』『おいっ見張りはどうした!?』『なんだなんだぁ？』

　ざわつくゴミどもを見て、こらえきれない俺は嗤わらいを浮かべる。

　そう、グロンドだけじゃない。

　お前らも、苦しんで、苦しんで、苦しんで。

　絶望と苦痛の味が離れなくなるほど、その身に思い知ってから死んでもらう。

「…………」

　頭によぎるのは、笑っていた時と、死ぬ間際の子供たちの顔。

　手に残るその鋭い破片を、絶対に離さないように握りこむ。

「……たった四文字の、そのケジメをつけてもらうぞ。地獄の底で、もがき苦しめ」





　　　　☆






「ぎゃあぁあぁあああっ!?　目がっ、めがっ!!　おでの腕が、ウデドゴォオオオオ!?」

「ぐぁああっ!?　皮膚が溶け、が、ぼっ」

「や、やめろ、やめてくれジェニスッ!!　ギャアアアアァアアッ!!」

「いやっ、いやぁああっ!!　違うのスローブ!!　鎧よろいが、体が勝手にっ、グゥウウウッ、ぎっ、ぐ」

　どの街にも存在する暗く陰の濃いその場所を楽しげに生きてきた真性のクズどもが、耳に心地よい悲鳴を奏でていた。

「イダイッイダイィイイイッ、グウゥ、ウウ、アガァアアア」

「くふふっ、うーん、やっぱり獣人はタフですねぇ。毒の回りが遅くて体感覚の方が先に飛んでしまうみたいです、ちょっともったいないなぁ。さぁ、今度はこっちの薬ですよ？　まだまだ終わらせたりしませんからね」

　激痛に意味をなくした咆ほう哮こうをあげる男に、妖よう艶えんに微笑ほほえんだミナリスは嬉き々きとした様子でいろいろな薬を試している。

「ガァ、ガ、ウグゥウウウ」

「もういやぁあああああっ!!　なんで誰も抵抗しないのっ!!　誰か私を殺してよぉおおおおおっ!!」

「あっ、もう、また操作がズレたのです。今度は腕を切り落とさせるつもりだったのに、抵抗するから位置がズレちゃったのです」

　シュリアの指先から、スッ、と伸びる魔力の糸が、クズどもが着込むスラムには似つかわしくないほど上等な装備へと括くくりつけられている。褐色のきれいな指が宙を撫でるように滑るたびに、泣き叫ぶ女が手にした剣がなぜか急所を外すように彼女の仲間を傷つけていく。

　剣を振るわれる側もまるで何かに押さえつけられているかのように、叫び声をあげて身じろぎするだけだった。

「やめろっ!!　そいつらに手を出すんじゃねぇえっ!!」

「クククッ、アハハハハッ!!　いいなぁおい、分かりやすく感情が乗っていい声だ。アハハハッ!!」

　耳に心地よい悲鳴は、俺が踏みつけているこの集団の長のものだ。

　傷だらけの筋骨隆々な体と、眼帯を付けた隻眼の威圧的な強こわ面もての男は、今は無様に地面に踏みつけられている。

「おいっ、てめぇ、てめぇえっ、この足をどけやがれっ!!」

「おいおい、何を言ってるんだ。こんなの、お前らがいつも変態どもへのごますりにやってきたことじゃないか。『薬物中毒者同士の泥沼バトルロワイヤル』!!　薬漬けにした奴らを殺し合わせる虐殺ショー。……客に混じって楽しんで見物してたんだろ？　いい趣味してるよ本当に」

「そ、それっ、は……」

　こいつらはこの街のスラムの裏組織の一員だ。

　殺し、盗み、犯し、そして奪う。

　人から搾取することでしか生きられず、関わりのない相手を不幸にすることを心から楽しむことができるクズども。

　そして、そんなこいつらの一番の金脈となっているのが、通称『ラムネ』。『早生強薬』を豆粒ほどの丸薬にまとめた、薄い水色をした薬。

「だったらコレも楽しめるだろ？　ほらほらっ、普段通り手を叩いて笑ってみろよ。なぁに、うちの奴らもそう捨てたもんじゃねぇよ？　きっとお前が見てきた以上のショーを見せつけてくれるはずだから、なぁ？」

「くふふふっ、ほらほらっ、次はどこを腐らせてほしいですかぁ？　右目と両耳はなくなっちゃいましたけど、まだ左目や鼻、歯や唇なんか残ってますよ？　くふっ、くふふふっ!!」

「あんっ、また殺しちゃったのですぅ。うう、まだもうちょっと甚いた振ぶっておきたかったですのにっ、ですのにぃいいっ!!」












　二人とも、こういうクズどものことが心底嫌いなのは分かりきっている。

　レベルも上がり、それに比例してＭＰの上限も上がってきている。

　なのに、こういう時は多少の差はあれど理性のタガを外したハイテンションになるから、どうも魔力酔いなんかとは関係なく理性が飛んじゃうようだった。

　まぁ、俺も似たようなもんだから文句は言えないけどな。

「やめろっ、やめろやめろやめさせろおぉおおおおっ!!」

「アハハハ、こんな面白い見世物、誰がやめるかよ。何のためにお前をこうして甚振りもせずに生かしてやってると思ってるんだ？」

　血の鉄さびの臭いと、くぐもっていたり甲高かったりする絶叫が入り混じるその光景。

「ミナリスさん、ちょっとシュリアに人数分けてほしいのですよ」

「ダメですよっ。くふふっ、こういうクズを捻ひねり殺してやりたいのは、シュリアだけではないんですから」

「ぶぅー、ミナリスさんのケチー」

「こらこら、喧嘩すんな──」

　仲良きことは、良きかな良きかな。

　二人で仲良くこのショーを続けてくれ。

　こいつが少しでも鋭い痛みを抱えて死ぬように。

　ギロリと見下ろした先、苦渋に顔を歪ませながら、その男は目の前の光景を見ていた。

「て、てめぇら、こんな真似して、ぐぁああぁああぁあああ!!」

「どいつもこいつもみぃんな同じこと言うんだよなぁ。『こんな真似してただで済むと思ってるのか』って？　んなもん、とっくの昔にただで終わらなかったからこうなってるんだけど、そこんとこちゃんと分かってんの？」

　いい加減聞き飽きてきたお決まりのフレーズに、俺はそう返事をしながら踏みつけていた男の両膝の関節をへし折ってやった。

「がぁ、ぐうぅ」

「痛いか？　ん？　俺の故郷にはとってもいい言葉があってなぁ。『痛いってことは生きてるっていうことだ』っていうんだよ。つまりさぁ……」

「がぁアアあああああああっ!? !?」

　俺は嗤いながら、へし折ってやった膝の下、ふくらはぎのあたりを三ヶ所続けて踏みつけて骨を折る。

「痛みの声をあげられるうちはまだまだ余裕があるっていうことだよなぁっ、アハハハハッ!!」

「こ、この腐れ野郎がぁアア!!　おかしくなってんぞてめぇえええ!!」

　顔にびっしりと脂汗を滲にじませながらも、反抗心が消えないのは、さすがは荒くれ者たちの長といったところか。

「アハハハッ、知ってるよっ、ずっと前から俺の世界はおかしくなりっぱなしだっての」

「ぐぁあ、やめっ、ああああぁアヴぁアヴぁッ!!」

「そうだ、もっと泣き喚わめけッ!!　そうでなくちゃ割に合わないっ!!　こんなんじゃ足りねぇんだよっ!!　ただ毎日を懸命に生きようとしてたあいつらに、顔向けできない!!　俺が俺を許せないっ!!」

　一度目の時は、表向き秘密という扱いになっていた学校施設を潰すことしかできなかった。

　あの時の俺ではグロンドが直接支配して防備を強化していたこの街で暴れることはできなかった。

　魔族の侵攻を抑えるために街の防備の強化に手を貸したのは俺だ。

　試すまでもなく、それが無理なことぐらい理解していた。

「何もできなかったっ、何もしてやれなかったっ!!」

　グロンドも、こいつらも、殺すことができなかった。

　守ることすらできなかったのに。

　復讐さえ、仇討ちさえしてやれなかった。

「俺は、あいつらを助けることもできなかった役立たずだ。どんな力を持ってたって、本当に守るべき相手は何一つ守れなかったクソ野郎だ。…………けどな、なんであいつらが死ななきゃならなかったっ!!　なんであいつらが弄ばれなきゃならなかったっ!!」

　俺と同じように無理やり家族から切り離され、なのに俺ほど生きるために必要な力もなく、それでも院長先生の助けを借りながら、互いを支え合っていた子供たち。

「なんで、てめぇらみたいな奴らの食い物にされなきゃならねぇんだよっ!!」

　痛いほど握りしめた拳から血が流れる。

「たったっ、たった四文字だっ!!」

　俺よりもずっとずっと強かった、楽しそうに笑って、この世界を生きていた子供たちが。

「『たすけて』って、なんでそれだけの言葉すら許されないっ!!」

　最後の最後、救いを求める言葉すらも許されずに、子供たちはもがき苦しんで死んでいった。

「あの子たちの人生はなんだったんだっ、答えろよこのダニ虫っ!!」

「し、知らねぇよっ、何の話だっ、何を言ってやがるっ!!　てめぇらいったい誰なんだっ!!　この前見つけた金づるの親類かなんかかっ!?」

「……ああ、そうだよな、お前たちには分からないよなっ。きっと全部の事情を把握できたって、お前らには理解できないんだろうさっ。だからっ、泣き叫べっ!!　苦しんで苦しんで苦しんで!!　何一つ救いなどないまま地獄へ落ちろっ!!」

　呼び出した心剣は【愕がっ削さくの牙が剣けん】。

　つい先日、襲い掛かってきた盗賊相手に、薄く皮を剝はぐ拷問を試していたら新たに手に入れることができた心剣だった。

　灰褐色の刀身に刃はなく、まるで固まる前のゴムか何かのような質感を持っていた。

　その刀身の腹にはわずか一センチ程度の大きさの口が無数にギチギチと歯を鳴らしている。

　殺すことではなく、ただ苦痛を与えることを目的とした心剣。

「ひっ、な、なんだそいつぁ、やめろっ、謝るっ、あやま」

「……さぁ、贖しょく罪ざいの時間の始まりだ。飲み込み齧かじれ、『悪あく食じき飢が口こう』」

「ギャアァアアァァァァァァアアァア!?」

　ギキキッ、とまるで喜んでいるかのように歯を鳴らした【愕削の牙剣】がグニャリと形をなくし、その色を薄める。

　透明度の高い流動体になった刀身はその体積を膨らませて、足元の男の腕を包み込む。

　そしてその中を泳ぐように無数の小さな口が群がるように男の腕へと嚙かみついていった。

「痛いだろ？　痛いよなぁ？　皮膚だけを削るように齧られるのはどんな気分だ？　なんとか言えよほら、ほらっ、言ってみろよおいっ!!」

　男のむき出しの皮膚と肉だけを齧り、まるで虫のような小さな口が嚙みつき、食いちぎり、そして飲み込んでいく。

「がっ、ぐぅあああっ、し、死ぬっ、死んじまうよっなぁっ!!　があぐぁああっ、いでぇえええっ!!　たのむっ、やめ、やめでぐれぇええええええ!!」

「お前たちはそうやって叫んだ相手に何をしてきたんだよ、んん？　なぁおい、今更日ひ和よったこと言ってんじゃねぇよゴミクズがっ!!」

「ガぁガァああァアアガガガッ!!」

「たった四文字のっ、ただそれだけの言葉を告げる自由すらお前らが奪い取ったっ!!　たったそれだけの言葉を聞いてやることすら、俺にはできなかったんだよっ!!」

　左腕、右腕、右足、左足と順に皮膚とその下の肉を少しずつ齧りとり、そしてついに、首から上を残した男の全身が【愕削の牙剣】に包み込まれた。

　皮膚を奪われ、むき出しになった肉は黒く変色し、食い散らかしたという言葉がよく当て嵌まるようなケバケバとした人型の何かがその場には残る。

　それでも、男にはまだ意識があった。気を失う度に新たな刺激で正気に戻し続けた。

「あ、が、う……」

　消耗しすぎる度、箸休めとばかりにミナリスとシュリアのショーを見せつけてやったのも効いたのだろう。

　男の瞳にはすでに光はなく、絶望と苦しみだけが満ちていた。

　それは、俺が望んだ、あの子たちが最後に浮かべていた瞳と同じもの。

　そして、その頃にはその場でうめき声をあげるのは、俺が相手をしていた男ただ一人だった。

「まだまだやり足りないけど、まだ本命が残ってるからな。だからもし、この世界にあの世なんてものがあるなら、そこでもずっと苦しみ続けていることを願うことにするよ」

　そして、俺は心剣を【始まりの心剣】に切り替え、手にしたソレを振り上げた。

　殺されるという危機感からか、ほんの少しだけ男の瞳に理性の光がともる。

「ぐぅ、がっ、た、たす、ぐガァアアアア、が、ア……」

　だが、俺は途中で言葉を断ち切らせるように、剣で脳天を貫いた。

「お前らには絶対に言わせねぇよ、その四文字の言葉だけは、絶対に」

　たすけて、と救いを求めるだけの言葉すら、あの子たちには許されなかったのだから。







　その三日後、ようやくダンジョンコアに魔力を込め終えた俺たちはダートラスの郊外の森で魔力嵐を起こした。

　吹き上がる魔力嵐はダートラスの街の周囲を覆い、魔力通信による情報伝達を遮断する。

　まるで巨大な生き物が上げる祝号のようなソレに、俺は自然と笑みを零した。

「そうだ、盛大に吹き上がれ。あいつの全てをグチャグチャに踏み潰すために」

　さぁ、グロンド。

　…………ご機嫌な未来予想図は、もう目の前まで迫っているぞ。

「お前は必ず、この手で殺すぞ。グロンド」





　　　　☆






「んんっ、やぁーん、お股またが濡ぬれちゃう」

　ノノリックの前には全身にやすりを掛けられたような死体が転がっていた。

　この場所で惨劇が引き起こされてから随分と時間が経過しているのは、血の乾き具合と、普通に心臓を貫かれて殺されている死体の具合から、ノノリックは理解していた。

　未いまだ血臭が消えていないその場所で起こったことを想像するだけで、ノノリックはゾクゾクとした興奮が体をめぐるのを感じていた。

「むむぅー、これどうやったのかなぁー。どんな道具使ったんだろ。ノノも欲しいなぁー」

　ツンツンと指先で死体をつつくと、人肉特有の筋の多いぐちょぐちょとした肉の感触がノノリックの指へと伝わる。

「二人……、いや、三人かな」

　ノノリックは改めて周囲を見回しながら呟いた。

「刺し傷ばっかり多いのと、薬品使ってるのと、あとはこれを作った人……」

　死体の様子から、この惨劇をなした人間の数をノノリックは正確に割り出す。

「むふふっ、どんな人がやったのかな？　ノノにもこれのやり方教えてほしいなぁ。……あーぁ、お仕事がなければ今すぐ探しに行くのになぁ……、でも、きっとそのうち会えるよね？」

　誰がやったのかはノノリックには分からなかったが、この手の連中が恨みを買いすぎて無残に殺されることは珍しいことではなかった。

　だが、野生の獣の直感のようなもので、ノノリックはその誰かと会うことになると確信していた。

「おじさんに言えばきっと『探せ』って言ってくると思うし、いつ会えるのかなぁ」

　そこに浮かぶのは、まるで白馬の王子を夢見る乙女のような甘い表情。

「さってと、楽しみにしながらがんばろぉーっと！　るんるんるーんっ」

　その少女のように美しい少年は、ベレー帽から流れる金髪をふわりとなびかせながら、夜のスラムを泳ぐように歩を進めた。

　美少女と汚いスラム街。奇妙にも思えるはずのその組み合わせは、しかし、ノノリックが纏う死臭によって違和感を埋めていたのだった。





　　　　☆






「なんだとッ!?　それは本当かっ!!」

　ノノリックからの言葉に私は思わず声を荒らげた。

　『グロンド＝ゴールドット』と署名を入れたばかりの書類が筆圧に負けて穴が開いてしまったが、そんなことを気にする余裕もなかった。

「ひゃんっ、もうっ、オジサンの乱暴者ぉ。勢いだけじゃ女の子は喜ばないんだよ？」

「そんな冗談に付き合っている暇はないっ!!　それよりも今の話は本当なのかっ!?」

　自分の体を抱きしめるように腕を回して、特注品のソファの上でシナを作るノノリックを怒鳴りつける。

「もうっ、おじさんたらせっかちなんだから。ちゃんと上手く焦らさないと女の子の体はそっぽむいちゃうんだよ」

「そんなことはどうでもいいっ、『ラムネ』の取り扱いを任せていた連中が皆殺しにされたというのは本当なのかっ!?」

「うん、まーねー。この目で確かめてきたもぉん、毒薬で殺されたのとか、同士討ちっぽい状態で互いに剣を刺し合って転がってたりするのとか。あ、映像結晶に記録してきたから見てみる？」

　と、ノノリックは青い結晶を取り出し、私の返事を待たずに映像を部屋の白い壁へと投射した。

（……これはひどいな。よほどの怨えん恨こんがあったとしても、ここまで踏み切れるものは少ない）

　映された映像の中では無数の死体が転がっていた。

　体の関節という関節を反対に折り曲げられ、奇怪なオブジェと化してしまっている死体。

　互いに持った剣を腹部に突き立て合ったままこと切れている死体。

　人型をしていることが分かるだけの、顔から全身にかけて何かに溶かされたかのように紫色に変色している死体。

　そして、首から下の皮を全身剝ぎ取られて黒く変色した肉が露出し、頭を貫通するほどの大きな刺し傷のある涙の跡が残された顔を持つ死体。

　顔が判別できる状態で残された死体からは、恐怖と絶望にはっきりと歪む表情と、今際いまわの際きわに流れ落ちたであろう涙の跡がはっきりと映っていた。

「でねでね！　中でもこの一番手前のリーダーっぽい人なんだけどね、すっごい面白い殺し方されてたみたいなんだ♪　映像結晶じゃ細部まではよく分からないけど、こうねぇー、なんか凄すごく小さなギザギザの刃が全身の皮膚を食べたみたいな傷が残ってたんだ。ノノ、初めてだよ、どうやって拷問したのか分かんないのなんて。思わずお股がジュンジュンきちゃった」

「…………なんということだ」

　痛む頭に手をやり、空を仰ぐように上を向いて椅子に寄りかかる。

（ノノリックがご執心のあの死体、間違いなく『スラッグス』のまとめ役だった男だろう）

　その壮絶な表情をした死に顔は、まるで別人のようにも見えたが、わずかに残る面影は確かに『ラムネ』の製造や密売の元締めをさせていた男のものだった。

「ええいっ、くそがっ!!　これではまた、儲もうかりそうな薬を探すところから始めなくてはならんではないかっ!!」

　販路については問題ないが、そこそこ信用できる製造先を探し出すのは面倒な仕事だった。

　『早生強薬』を使っているということは分かっているので、うちの商会で独自に作るという手段もあるが、それでは万が一の時に言い逃れのしようがなくなってしまう。

　裏での仕事は割がいい分、リスクを抑えてやらなければ大怪我を負うことになる。

　やはり、かえすがえすも『スラッグス』が壊滅させられてしまったことが悔やまれる。

（資料がない、か、まさか……）

「あーっ、おじさんっ、今ノノのこと疑ったでしょー!!」

「んぐっ!!」

　思考に疑いを思い浮かべた途端、果実の果汁をふき取るための手て拭ぬぐいが顔面に向けて飛んできた。

「確かにノノはあーいうお薬好きじゃないけど、仕事の雇い主に迷惑掛けるって分かってるのに、そんなことしないもんっ！　ぷんぷんがおーっ！」

「……分かった分かった、私が悪かった」

（まったく、本当にどういう勘をしているんだか）

　ノノリックが『ラムネ』のような薬の類たぐいが嫌いなことは知っていた。だから、あえてノノリック自身が『ラムネ』の資料を廃棄したのではないかという考えがよぎったが、その思考がまとまるよりも早くノノリックは私の考えを読み取ったようだった。

「まぁいいや、じゃあまた来るね、おじさん♪」

　ヒラヒラと手を振り、ノノリックは部屋を出ていった。

　しばらくして、コンコンッと扉をノックする音が部屋の中に響く。

「入れ」

「失礼します、旦那様」

　ガチャリとドアノブを回して、部屋に踏み込んできたのはフェグナーだった。

「旦那様、不確かながらお耳に入れておいた方が良さそうなお話が一つ」

「なんだ？」

「あくまでも不確かな情報ですが、……どうやら貨幣の改鋳が行われるそうです」

「なんだと!?」

　その言葉に思わずガタリと立ち上がった。

　もしこの情報が本当なら一大事だ。

　貨幣の改鋳とは、要するに金貨や銀貨などを鋳潰して金属の純度を変更するということだ。

　例えば、同じ金貨であっても、帝国金貨と王国金貨ではそこに含まれている金の量が違う。だからこそ、王国と帝国では金貨一枚の価値が違う。

　つまり、金属の純度を下げるということは、額面では同じ数の金貨を持っていたとしても、実質的な資産が目減りする可能性があるのだ。

「その話は本当か!?　情報源はどこだ!!」

「実は、私の親戚が王都で財務省に勤めておりまして。魔力嵐の影響で魔物に街道が塞ふさがれる直前に手紙が届いたのですが、そういう動きがあるらしいのです。何かあった時にと取り決めをしておいた暗号と希少なインクで書かれた文での情報ですから、それなりに信しん憑ぴょう性せいは高いと思われます」

「そうか……」

　驚きに囚とらわれたのも一瞬、再び深く思考に潜る。

　もし今の話が本当なら早々に手を打たねばならない。

　貨幣の改鋳は、過去にも王国が財政難に陥った時に行われたことがあり、既存の貨幣の金や銀の含有率を下げて浮いた分を王国の予算へ回すという方法だ。

（……確かに、今の状況なら貨幣改鋳を決断してもおかしくはない、か……）

　何のためにかは分からないが、最近王国は派手にお金を使った。

　うちの商会に二百人近い獣人の奴隷を注文したこともそうだし、かなり高価で等級の高いマジックアイテムを金にものを言わせてのべつまくなしに買い漁あさっていた。

　金になるならなんでも構わないが、あれだけの金を使えば国ですら金欠になろうというものだ。

「くそっ、最近やけに面倒事が多いな」

　私はガリガリと頭を搔き、心を落ち着かせようとぬるくなったお茶を飲む。

　王国では馴な染じみのない茶葉だが、緑色の液体の独特の風味と渋みが気に入っていた。

　なにより、これを飲むと妙に心が落ち着くのだ。

「さてと……」

　一服して落ち着いてきたところで再度思考を潜らせる。

　もちろん、本音を言えば貨幣改鋳など拒否したいところだった。改鋳が行われた場合、それ以前の貨幣は使えなくなる。

　交換の期限を過ぎて隠し持っていれば、見つかった時点で国に接収されてしまう。つまり、表立って使えない貨幣となってしまう。

　金属そのものの価値が減るわけではないので、金や銀として手元に残しておくことが目的であるなら誰にも見つからない場所で保存しておくのもまたありだが、ただの貴族ならともかく、金を使って金を生み出す商人にはデメリットが余りにも大きい。

　多少資産が目減りすることになっても応じた方が後々の利益に繫がるのだ。

「ふむ、プラスになるかマイナスになるかは、どのような権益がつけられるかにもよるが……、とにかく品物を貨幣に換える必要があるな」

　資産の目減りを渋る貴族や商人を宥なだめるため、国も何も考えなかったわけではない。

　それが、大量の貨幣の交換に応じた場合には国から権益を引き出せることだ。

　もちろん、情報の裏をとる必要はあるが、いろいろな角度から考えても貨幣を集めておくに越したことはないだろう。

「…………ちっ、魔力嵐さえやめば、すぐにでも確認が取れるのだが」

　アレシア王女とは以前から懇意に取引をさせてもらっている。いろいろと汚い仕事も引き受けさせられているのだが、その見返りにこういう時の情報源として非常に役立つ。

　なのだが、魔力嵐の影響で通信の魔道具が使えず、そもそも王女に連絡を取ることができない。

　魔道具を運び出そうにも長距離通信の魔道具は簡単に持ち運べるような大きさではなく、地脈に関連した構造をしているので簡単に動かすことなどできない。

　更に言うと、街の外にも利用できる地脈はあったが、長距離通信の魔道具を移動させようとすれば目立つ。

　鵜うの目鷹たかの目の商会がひしめくのがこの街だ。あまり目立つような真似は避けたかった。

「……まぁいい。フェグナー、とりあえず仕入れを一度ほかの商会に回して、引き渡し先が確定している品物以外を売り捌さばいて貨幣をかき集めろ。多少強引でもかまわん。理由はそうだな、帝国に新しく支店を開くために貨幣を集めているということにしておけ」

「はい、かしこまりました、旦那様」

　私は机から一通の便びん箋せんを取り出し、王女へと連絡を取り、貨幣改鋳に関する事実を確認するように手紙をしたためると、馬と槌つちのグロンド商会の商紋入りの蠟ろうで閉じる。

「おいっ、誰かいるかっ!!」

「はっ、お呼びでしょうか」

「この手紙を転移結晶を使って隣街の支部へと届けろ。急ぎだ」

　通常なら連絡一つに高価な転移結晶を使うなどありえないが、今回は事が事だった。

　転移結晶なら転送元の場所の影響を受けずに手紙を届けることができるし、手紙だけなら最下級の転移結晶で事足りる。

　返事も転移結晶で受け取ることができればよかったのだが、魔力嵐がこの街を覆っている間はそれは不可能だった。

「かしこまりました」

　部屋に入ってきた部下に手紙を渡して指示を出すと、その部下は一礼ののちに部屋を後にする。

「さて、返事が来るのは最速でも七日は見なければならないか」

「はい、そのあたりが限界かと」

　ざっと見積もった予測に、フェグナーが相あい槌づちを打つ。

　聞いた時は焦ったが、よくよく考えればこれは慶事かもしれない。

　急に用立てることができる金では特権を得るほどの金額は出せないが、事前に情報を得て動けるのならその限りではない。

　他の商会も多くの情報網を持っているはずだが、この魔力嵐の影響で物理的にも、魔道具での通信という面でも情報を仕入れるのは難しいだろう。

「ほかにこの情報を知っていそうなものはいるか？」

「いえ、私が手紙を受け取った時、ほかの手紙はなかったようですから、それはないでしょう」

　よし、このままなら間違いなく、この街での特権はうちの商会が手に入れることになる。

　どのような特権が付与されることになるかは不明だが、そう悪いことにはならないだろう。

「例の『ラムネ』の収益も安定してきたし、これでまた、この商会はでかくなり、いずれはこの街の全てを我が商会が独占することができる日もくるだろう。そうなれば、今はこちらが顔色を窺うかがうしかない大商会の会頭どもにも、商業ギルドのクソ爺じじいどもにも、誰にも私の邪魔をできない。私のもとには更なる金が……、アハハハハッ!!」

　まるで周囲から金貨が続々と湧き上がってくるような感覚に、私は思わず笑い声をあげていた。

　…………その光景を一匹のネズミが見ていることも知らずに。





　　　　☆






「うんうん、グロンドはいい感じに思い通りに動いてくれてるなぁ」

　ネズミ一号からの感覚共有を切って、ちょうど一人になっていた宿の部屋で俺は呟いた。

　計画は順調な消化具合だった。

　上手い具合にクズは破滅の道を踊っていく。

　溢あふれる感情を少しでも抑えつけるように、少しうつむき加減に顔の片側を右手で覆い隠した。

「そうだ、それでいいグロンド。お前の欲の示すまま……、クククっ」

　肥え太れ、肥え太れ、肥え太れ。

　与えられた餌を貪むさぼり食らって、ブクブクと風船のように欲望を膨らませろ。

　そうして肥大化した欲望を。

　薄く、薄く、皮を剝ぐように脆もろく削り取って。

　そして最後に、ギザついた爪先で引き裂くように搔き破ってやるから。

　だから、

「さぁ、もっともっとその薄汚れた小金色の夢を追い続けろ。お前が堕おとした子供のように、全てを失うほど求めさせてやるよ。クククッ、ハハハハッ!!」

　俺は堪え切れずに腰かけたベッドに身を投げ出し、愉悦の哄こう笑しょうをあげるのだった。





　　　　☆






　あれは、たしか俺、海人が小学四年の夏休み。

　長期の休みを利用して、両親の知り合いの家へと招待されたことがあった。

　虫取りに、夏祭りに、川遊びにと遊び回ったのだが、その最後には『働かざる者食うべからず』との至言のもと、人参やキャベツなどのいろんな野菜の種付け作業を手伝わされた。

　まぁ何が言いたいのかというと、

「種蒔まきって作業は数が多くなると途端に面倒になるんだよなぁ」

　ラストステージの下見をした日から数日、現実逃避気味に呟いたのは、忍び込む商店の数が十件目を超える頃だった。

　武器屋や道具屋など、一つの分野だけで商いを行う職人肌の商店は、商売の規模があまり大きくないので動く金の量も小さい。

　そうすると金の隠し方がまちまちで、俺やミナリス、シュリアが痕跡を残さずに探し出すのは時間が掛かる。そういうところはスラ吉に任せている。

　スラ吉なら、ほんの小さな隙間からでも侵入できるし、いくつにも小さく分裂できるから短時間で多くの場所を探せる。

　商店に対して商会は他よ所そから仕入れた商品を自らの店舗で販売するほかに、職人肌の商店に原材料を仲介するのも仕事だ。

　商店と商会の違いはあいまいだが、基本的にはこの原材料の仲介業をしているかどうかが基準になっている。

　そして、客と小さな金額をやり取りするだけの商店ではなく、いくつもの商店とそこそこの規模のやり取りをする商会はある程度まとまった金額が頻繁に出入りする。

　しかも、大体の商店は市民を相手に商売をする関係上、行き来するのは銅貨から銀貨が一番多く、それである程度の金額をやり取りするのでその枚数も膨大になる。

　この世界に、現代日本ほどの繊細な貨幣の製造技術などなく、一枚一枚が大きく分厚い貨幣が何千枚と集まるのだ。

　必然、貨幣が占有するスペースはかなりのものになり、どの商会も金と、単価の高い貴金属や貴重な魔道具などを管理するために金庫室を作るのが当たり前になっている。

　丸々一室が金庫代わりになっているような場所なら、痕跡を残さず素早く離脱するのも容易たやすい。

　そんなわけで俺は今こうして、とある商会のジメジメとした薄暗い地下室で、麻袋から貨幣をチャラチャラと取り出していた。

　ミナリスたちが聞き出したリストに従い、決められた枚数の貨幣を丸袋の中へと収納していく。

「銀貨が百四十五まーい、銀貨が百四十六まーい、銀貨が百四十七まーい、えっと、銀貨はこれで全部か。あとは大銅貨が二百六十二枚と、銅貨が三百枚か」

　一枚一枚しっかりと枚数を確認して、必要な枚数だけを盗み出していく。

　ここで一枚でも枚数を間違えてしまえば、計画の効果は半減してしまう。

　面倒だからと手を抜くわけにはいかないし、この一つ一つがあいつに絶望を見せるためのカギになる。

　ギリギリと食い込むように根を張っていく絶望の種は、地の底を這はうように静かにグロンドの足元を覆って芽吹く。

　あいつは目の前にぶら下げた黄金こがね色の果実に、足元で咲くその花など意にも介さないだろう。

　…………その足に絡みつく花が、自らの命を啜すする猛毒の花であるなどとは考えもせずに。

「さてと、これで全部か。『ユーフォン商会』っと」

　しっかりと規定枚数を選り分けてそれをまとめて麻袋に入れると、麻袋に商会の名前を書き入れる。その麻袋を丸袋の中にしまい込んで立ち上がる。

「長居は無用だな、さっさと行くとするか」

　俺は金庫室から外に出ると、その金属製の厳いかつい扉を閉めて、その中央の赤い文様に手を触れた。

「『クローズ』」

　ギィンッ、と小さく魔力の鳴る音と共に、金庫室に鍵が掛けられる。

　商会の鍵の掛け方によってもランクは変わるが、大抵の金庫室は最低でも物理・魔法結界による強化と探知による警報機能がつけられている。

　通常はソレを解除するために、その金庫室に対応する鍵の役割を持った魔道具があり、どの商会も大抵は商会の会頭が肌身離さず持っていることが多い。

　さすがにそれを直接盗み出し、かつ、俺たちの痕跡を残さないようにするのは手間が掛かりすぎる。

　だが、堅固な作りをしている金庫室も、今回の魔力嵐で機能に綻ほころびが出ている。

　その綻びを利用すれば、【魔ま繕ぜんの鈎かぎ刃ば】でＭＰの消費を抑えながらも金庫室へと侵入することができるのだ。

　あとはミナリスの毒によって金庫室の前で立ったままうたた寝をしている見張り番に、解毒の香を吸わせるだけだ。

「これでよし」

　あと数分もすれば目を覚まして、うたた寝したことも忘れているはずだ。

　俺は周囲に人の気配がないことを確認しつつ、商会の裏口から外に出て通りの雑踏へと紛れ込む。

「はい、いらっしゃいっいらっしゃいっ、今日はポーションが安いよ!!　ちょっとそこのお兄さんっ、魔物の討伐の緊急依頼が出てるんだろ？　だったらうちのポーション買ってきなよ！」

　表の通りから見る商会はそこそこ活気があるように見えた。

　盗みに入る前に、コツコツと築き上げた財産と人脈でやっとただの商店から商会へと成り上がったばかりらしいと、小耳にはさんでいた。

「おっ、アンタっ、待ちなってそこのアンタだよっ!!」

「……ん？　俺か？」

　なんとなく出てきた商会を眺めていると、商会の売り子に目をつけられたようで手招きするように声を掛けられた。

「あんまり良いガタイはしてないけど、身なりからしてあんたも冒険者だろ？　だったらうちのポーション買っていきなよっ、いい品備えてあるからさ」

　そういって売り子をしていた女性は手に持ったポーションの瓶びんをチャポンと揺らした。

「ふむ、……はは、確かに質の良いＨＰポーションだ」

　鑑定を掛けてみれば『下級ＨＰポーション、品質（上）』と出た。

「お、この下級ポーションの質が分かるのかい？　なんだ、そんな身なりしてるのに駆け出しってわけじゃないんだね」

「まぁな、それなりに場数は踏んでるさ。ＭＰポーションは売ってるのか？」

「もちろんだ、腕のいい薬師と契約してるからね。回復系のポーションから能力強化系まで取り揃そろえてあるよ！」

　少しだけ店の中に戻った売り子はＭＰポーションを用意してきた。そちらのポーションも品質は高いと鑑定で出た。

　回復系のポーションは命に直接関わるアイテムだ。ごまかしが利かない分、そこをキッチリと押さえている商人の評価は高くなる。

　どうやら本当に真っ当に商売をして大成してきたのだろう。

「なら、それを十個ほどもらおうか。値段はいくらだ？」

「なんだい、太っ腹じゃないか！　全部で銀貨十枚だよ」

　俺は自分の銀貨を取り出して渡し、代わりに木箱に入れられたＭＰポーションを受け取った。

「毎度ありっ、今後もご贔ひい屓きにねっ！」

「あぁ、気が向いたらな」

　ヒラヒラと手を振って、俺は再び歩き出す。

　中身が本当に外面と等しいかは分からないが、久々に気持ちのいい商売人を見た。だが……、

「悪いな、金は全部終わったら返してやるから、頑張って商売しててくれよ」

　そう思っていても、躊躇ためらいを覚えることはなかった。

　悪いとは思うのだ。だが、それで躊躇うほど、俺の復讐は安くはない。

　必ず殺す、絶対殺す。

　復讐に無駄な殺しを紛れ込ませはしないが、必要ならどれだけの数の有象無象をも踏み潰そう。

　正しくないのは分かっている。それでも、正しいことだけで生きていけた俺はもういない。

　本当に必要であるのなら、その罪悪感ですら飲み込んで、俺は進むと決めたのだから。

　ただの勇者は、もういない。

「っ、とっ」

　変なことに思考を割いていたせいで、周囲への注意がおろそかになってしまった。

　トンッ、と軽い音を立てて誰かとぶつかった。

「っ!!」

「きゃっ!!」

　そこにはまるで軍服のような服装をし、ベレー帽をかぶった金髪の少女が、いや、少年が尻もちをついている。

　シュリアと同じくらい小柄なそいつは、ネコを思わせる吊り目がちな顔をしている。

「もういったいなぁ。まえみろっ、がぉー!!」

「…………」

　俺の目の前に現れたのはノノリックだった。

「こんな可愛かわいい子にぶつかってくるなんて、切り殺されちゃっても文句言えないんだよ？」

　ぷくーっ、と頰を膨らませて文句を言うその姿はまるで無邪気な少女のようだ。

　まぁ、あるべきものがあることを無理やり確認させられてしまったので、男だということに疑う余地は欠片かけらも残ってなかった。その確認させられた方法は思い出したくもなかったが。

　しかし、そう分かっているのに、こうして間近で見るとこいつが男だとは信じられない。

「済まないな、少し考え事をしてたんだ。それじゃあ」

　一瞬焦ったが、向こうはこちらのことを知らない。

　いずれこいつについても、グロンドをやる前にどうにかしなければならなかったが、今はまだその時ではない。

　ここは素知らぬ顔をして、この場から離れるのが吉だろう。

「あっ！　ちょっと待ってよお兄さんッ！」

「……なんだ？」

　立ち去ろうかと思った矢先、ノノリックから掛かった声に足を止めた。

　そのまま無視して行こうかとも考えたが、かなりしっかりと目を見て呼び止められたこともあって、そのまま立ち去るのはさすがに不自然だと思ったからだ。

「女の子にぶつかっておいてそれだけで行っちゃう気なのぉ？　謝罪に誠意がこもってなぁーい!!」

（いけしゃあしゃあと何が『女の子』だこいつっ、適当なこと言いやがって）

「はぁ、仕方ないな」

　通りでいい匂いを漂わせている屋台で、香ばしく焼き上げた謎の肉串を買う。

「ほら、こいつをやるから、これでいいだろ？」

「もおーっ、食べ物で釣ろうとするなんて女の子の扱い方が分かってなぁいっ！　なんでそこでお花屋さんじゃなくて、色気のない食べ物屋さん選んじゃうのかなぁ。お兄さんっ、童貞さんでしょ!!」

「……だったらなんだ、お前には関係ないだろうが」

「あっ、いま本気でイラッとしたでしょ。んふふっ、かっわいいーっ」

　からかうように笑うノノリックは、ぺろりと唇を舐なめて表情を変える。

「ねぇ、ノノがいろいろ教えてあげよっか？　お兄さんにならいろんな経験、させてあげるよ？」

「遠慮する、なんでそこまで俺にかまう」

「だって、お兄さんからとってもいい匂いがするんだもん。こんな匂い、抑えているでしょ？」

「っ!!」

　それは、抱きつかれて背筋をなぞりあげられるような、ゾクリと強く匂い立つ血の香り。

　幼いとさえ表現できる容姿を持ちながら、こびりつくように染みついた死で遊ぶ者の香り。

　殺気とも戦意とも違う、血に飢えるような殺しを楽しむ悪魔のような気配に、一瞬で警戒から戦闘へと意識が切り替わる。

「あはっ、ほらやっぱり！　こんなにちょっぴり漏らしただけですぐに気が付いた」

「……何のことだ？」

　すぐに引っ込められた凶暴な気配に、嵌められたことを悟って、俺は内心で舌打ちしながら、意識を警戒へと押し戻した。

「とぼけなくってもいいよぉ。ノノだって同類なんだか……」

「『黙れ』」

「……っ!!」

　自分でも驚くほど、俺の口から低く重い声が出た。

「勝手に同類扱いするなよ。俺たち以外に俺たちの同類なんていねぇよ」

　こいつと似た異常さが俺たちの内にあるのは確かだ。

　殺したくて殺したくて殺したくて、たまらない。

　何もかもを衝動的に壊してしまいたくなる、どす黒く染まった鈍にび色いろの激情。

　だが、ただ似ているだけで、同類などといわれるのは我慢がならなかった。

（っ、と、こんなところで油を売ってる場合じゃなくなったな。ミナリスと合流するか）

　熱を持ち始めた感情を冷ますようなタイミングで、チュウスケから感覚共有の連絡が入った。

「…………」

　俺は、これ以上話すことはないと踵きびすを返してその場から立ち去った。





　　　　☆






「勝手に同類扱いするなよ。俺たち以外に俺たちの同類なんていねぇよ」

　あのお兄さんが言葉を吐いた瞬間、お兄さんの暗い黒の瞳の奥が、水溜まりの底から泥を舞いあげたような色に濁る。

　噴き出すように漏れ出た、どす黒い気配は、やはりノノが望んだものだった。

　そのまま黙ってお兄さんは雑踏の中に紛れて消えていく。

「うぅーん、ちょっといじめすぎちゃったなぁ。つまんないの、ノノ、ふられちゃった」

　せっかく久々に本当に楽しめそうなのを見つけたのに、ちょっと残念。

　この街にも少し飽きてきちゃったし、グロンドのおじさんとの関係を切っちゃう前に楽しめるかなって思ったのに。

　あのお兄さんに渡された屋台の食べ物にパクつきながら、グロンドのおじさんに用意してもらった根城を目指して歩いていく。

「ノノについてきてくれたら、本当にいろんなことを教えてあげようと思ったのになぁ」

　いろんな気持ちのいいことや、…………それから、あの濁った欲望を満たすための、できる限り苦しむ姿を見られる人の殺し方とか。

「でもやっぱりダメかな？　なんか最初から警戒されてたし……、お仕事で殺しちゃった相手の身内とかかなぁ。でも、だったらノノに対して怒りが向くよねぇー……」

　普通、街角でぶつかっただけのこんなに可愛い女の子を『警戒』する人間はいない。

　けれど、ノノに敵意が向いたのは、最後の時だけだった。あの押し隠している誰かに向けた殺意がノノに向いている様子はなかった。

「でもでもっ、もったいないなぁ。んぐんぐ、あの感じだと絶対レベル二桁にも届いてないよ」

　手にしたパンを食べながら、ひょいひょいと面白くない人の間を縫うようにして道を進んでいく。

　本当にもったいない。少し漏れ出しただけでノノの背筋がゾクゾクくるような、あんな純度の強い殺意はなかなか見つからない。

　人殺しの快楽に溺れて自分を見失う人間は多いけれど、そういう奴がばら撒く淡い殺意とは比べるまでもない純黒の意志。

「でも、どんなに強く願ったって、力がなかったら踏み潰されちゃうだけなんだよ？」

　口の中に放り込んだ最後の一口は、少しだけ調味料が多くてしょっぱかった。

「さてと、お仕事お仕事っと」

　ちょうどお腹も膨れたし食べた後は運動して、しなやかな体を維持しないと、拷問すいじめるのにも、エッチするのにも支障をきたす。

　お腹のお肉は万国共通で男の娘この敵なのだ。

　手についたソースをぺろぺろと舐めとって、最後に唇の周りを舐める。

　スイスイと道を行きながら、少しずつ慣れ親しんだ汚濁の混じる空気の方へと歩いていく。

　薄汚れた街の掃はき溜だめは泳ぐのに心地がいい。

　表の世界の水は甘く綺麗すぎて、ずっと浸っていると胸の中が焼かれて溺れそうになる。

　そんな時ほどたまらなく、血の味が欲しくなる。そう、今みたいに。

「うんうん、ここだここだ！」

　たどり着いたのは、面白くない退屈で腐臭の漂うゴミ溜めの巣窟。

　プチっと潰すのにとってもお手頃な玩具おもちゃが転がっている場所。

　殺しと拷問いじめと気持ちいい運動だけが、ノノに生きている実感をくれる。

『……ぁああっ、……やめ……、ぐぅぅう』

『おらっ、暴れるんじゃねぇっ、へへへっ』

　扉越しに聞こえる下種の声。

　一番楽しく潰せる相手。

「…………んふふっ、おっじゃまっしまーすっ!!」

　どこか饐すえたような匂いの不潔な空気。

　それとタバコの煙を燻くすぶらせた匂いと混ざった薄暗い空間は、古い記憶が刺激されて炙あぶられるように血と肉が熱を持ち始める。

「ああっ!?　誰だっ、こっちは今取り込み中なんだよっ!!」

「お、結構可愛いじゃん。なんか用かい、お嬢ちゃん」

「ぐひっ、俺の好みど真ん中だぁ。なぁなぁ、お兄ちゃんと遊ぼうぜ？　大丈夫、コイツを使えばすぐに……、ぐひっ、ひひひ」

　部屋の中には何人かの男たち。

　タバコを咥くわえて椅子にもたれかかっている奴、脂ぎった肉に食らいついている奴、賭けカードに興じている奴、エトセトラエトセトラ。

　まさに最底辺にこびりつく生ごみたちの溜まり場の、その一番目立つ中央では、ゴブリンのような不快なダミ声の主が薄汚れた女の子の上にのし掛かっている。

「な、なにしに来たのか知らねぇけど、と、とりあえずやっちまってもいいよなぁ、ぐひひっ」

「えー？　なになに？　お豚さんが最初に相手してくれるの？」

　ノシノシと歩いてくるオークのような男に声を掛ける。

「ぶっ、豚ぁあああ!?」

「あーぁ、言っちまったよ」

「おいっ、トギールッ!!　せっかくの上玉なんだからすぐ壊したりは……、って、完全に聞こえてねぇな」

「ちっ、んだよ、ありゃすぐに壊れちまうなぁ」

「なぁなぁ、前から聞きたかったんだがあいつ、なんであのセリフ言われると切れんの？」

「初恋の相手に『豚はお断り』って断られたんだと」

　ゲラゲラと下品に響く笑い声は、この場によく似合っている。

「だ、だだだだだ誰が豚だああああっ!!　俺のどこが……」

「いいよ？　お豚さん、ノノの好みだから特別に、いぃーっぱい遊んであげる。だから……」

「はぇ？　がっ!?」

　ブシュッ、と水風船に針を刺した時のように赤い液体が男の両足から噴き出す。

「ぎゃああああぁぁあああああっ!!」

「もうちょっとだけ、そのまま床で寝ててね？」

　ドサリと横倒しになった男に、ポカンとした空気がその場に広がった。

「あれ、どうしたの？　ねぇねぇ早く遊ぼうよ、アハハッ」

「て、てめぇっ!!」「ガキがっ!!」「どこの回しもんだぁっ!!」

　一瞬で氷解した空気が、肌にネットリ纏わりつくような血のような質感を帯びる。

「みぃんなみぃんな遊んであげる。いっぱい手間を掛けてあげるから、ノノのお股が濡れちゃうぐらいに───」

　ガラガラガランッ、と何本かの小剣を地面に落とす。

「体の芯に響く声で、鳴いてね？」

　沸々と切り替わる、酒を回すような意識。

　血の海の底へと潜るなら、何よりも、誰よりも深く。

　そこが一番、苦痛の鳴き声がよく聞こえる場所だから。







「んんーっと、あ、あったあった！」

　ガサゴソと探し回った部屋の中、やっと見つけた鞘さや付きの剣を見つける。

　木が纏わりつくような見た目の鞘を持つ剣は、確かにグロンドおじさんに頼まれていた魔剣だ。

「んっふーっ、これで新しいおもちゃが二人分ーっと」

　剣を道具袋にしまって周りを見回すと、散らかし放題食い散らかした跡が残っている。

　血がジメジメとした日の湿気のように部屋の中に充満している。

　そこら中に転がる死体は、自分の体から切り落とされた二十一本の棒を自らの口に詰め込まれている。

　我ながら、なかなかにいい趣向だった。












　一本一本、丁寧に口の中に詰めながら聞いた、くぐもった悲鳴はおへその奥あたりがキュンキュンした。

　ノノ、久々に自画自賛していいレベルだと思うの、がうがう。

　満足げに眺める部屋の中に響くのはぴちょんっ、ぴちょんっ、と死体から滴り落ちる血の音と、

「ぁあああああぁああっ!!　しねっ、しねぇっ!!」

　…………既に事切れた死体に、争いの途中で砕けた、鋭く尖った椅子の足の先端を何度も振り下ろす音と、女の子の荒い息遣いだけだった。

　うつろな目をただ怒りだけで満たした女の子は、乱れたようにその死体を壊し続ける。

「『憎い？』」「『許せないの？』」「『だったら殺さなきゃ』」

「『殺さなきゃ殺さなきゃ殺さなきゃ、一生、そのままだよ？』」

　囁ささやいたのは、ノノの声。

　少しの間、女の子の様子を眺めて満足して一つ頷くと、女の子を残して外に出た。

「いいことした後って気持ちがいいなぁ。んふふっ！」

　道を歩きながら、着ている衣装に魔力を供給して染みついた返り血を取り払う。

　血の匂いが遠ざかって、興奮が収まった後の静かな快感が体を満たしていく。

「あー、やっぱり楽し。るるるーんっ」

　達成感にも似た陶酔に身を揺らしながら、新しくもらえるはずのおもちゃでどう遊ぼうかと考える。

　今日は、新しいおもちゃの楽しい遊び方を思いつきそうだった。





　　　　☆






「おい、遅いぞ」

　薄暗い路地裏、グロンド商会の部下は約束の時間より遅れてやってきた相手に苛いら立だちを隠せずに告げた。

　現れたのは、深くフードをかぶった特徴のない男。

　周囲を窺うようにコソコソする様子は、男の気の弱さを表しているようだった。

「す、済まない、ひ、人目を避けるのに少し手間が掛かってな」

「例のリストは持ってきたのか？」

「あ、ああ、これが、例の現象で被害の届けが出ている商会や商店、行商人のリストの写しだ」

　フードの男が取り出した文書をグロンド商会の部下が受け取る。

「そうか。これが約束の報酬だ」

「おお、これで久々にいい女が買えるよ、ひ、ひひっ」

「……こんな奴が役所の資料を楽に見られる位置にいるっていうんだから、世の中分かんねぇよなぁ」

　引き気味に笑うフードの男を若干気持ち悪そうにグロンドの部下が見る。

「そんじゃあな、また何かあったらよろしく頼むぜ」

　それ以上その場にいたくないとばかりに、引き笑いを続ける男を残して、グロンドの部下の男は足早にその場を去っていった。

「ひっ、ひひひっ、…………、……もういいですね」

　人気のなくなったその場所で、男は笑いを止めた。

　まるで別人のように表情の抜けた男がそう呟くと、グニャリとその姿が歪み、男はウサギの獣人の女へと姿を変えた。

「ふぅ、これだけ操作が辛つらくなると疲れますね」

「お疲れさん、ミナリス。一応ＭＰポーション、飲んでおくか？」

「ご主人様」

　暗がりから現れたのもまた、ローブに深く身を包んだ男。

　手にした瓶の中には青っぽい液体が詰められていた。

「ＭＰの消費が増えるわけではありませんから大丈夫ですよ」

「そうか。なんにしても、これでまた一つ計画が進んだな」

　男は口の端を吊り上げながら意地の悪い笑みを浮かべる。

「えぇ、そうですね。ご主人様の方の首尾はどうですか？」

「あぁ、まぁ、トラブルもあったが大方は上手くいっているよ。トラブルの内容については宿に集まってからだな」

　少し微妙な顔をした男は少し歯切れ悪く言葉を告げた。

「かしこまりました、ご主人様。こちらも順調に進んでいます。すぐにシュリアが甘味と肉に釣られそうになるのが難点ですが」

「ハハハ、シュリアらしいな。いいよ、あんまり気を張っていても却かえって不審がられるだけ……」

「違います、お腹が膨れてせっかく私が作るご飯を食べられなくなるのが許せません」

「あ、そっちね……」

　肩透かしを食らった男がポツリと言葉を零す。

「ご主人様も、買い食いはほどほどにしてくださいね？」

「は、はい……」

　ニコリッと笑った獣人の女に、冷や汗を垂らしながら男はぎこちない笑みを浮かべるのだった。





　　　　☆






　シュリアは今、外に席が出ているお店で一人、小麦をヤギのミルクでゆるく溶き、薄く焼き上げたものをはちみつという甘味につけて食べています。

　お仕事の最中、カイト様に呼び出されたのを待っている間、休憩ついでにこっそりと間食を取っていました。

「んん～っ、これなのですよ。こっそり食べるのがまた格別なのです」

　ミナリスさんは屋台にいい顔しないのですけど、隠れてカイト様と買い食いしたりもします。

　内緒内緒の秘密デートなのです。

　そしてデートの後、ミナリスさんは拗すねてみせてカイト様とイチャイチャしてます。まさに一石二鳥なのです。

　ただ、ミナリスさんは割と本気で拗ねたりしているようなので、あまりやりすぎるのはＮＧなのですけど。

「お仕事の合間に甘いもの。これぞ至高の贅ぜい沢たくなのです」

　望めば望むだけ与えられたユーミス姉様のところでは忘れかけていた、日々の仕事のほんの隙間の楽しみ。

　束縛や不自由があるからこそ、そこに垂らされた一滴の快楽に、より深く陶酔できるのです。

「ふぅ、美お味いしかったのです」

　皿の上に乗った料理を空にして、はふぅ、と息を吐く。

　カイト様がいろんなところに種を蒔きに行っている間、シュリアたちはその種が芽吹くようにある噂うわさを流す役を買って出ていました。

　こうしていろいろ作業をするのは、昔、村に住んでいた頃、母様やシェルミーと一緒にした収穫祭の前準備のようで楽しいです。

　準備していることが結実するその日を夢見てワクワクする気持ちは、今も昔も変わらないです。

　あの頃と少しだけ違うのは、求める祭りはずっとずっと刺激的な叫びの声があがるものになったことだけ。

「あ、種を蒔くって表現、なんかとっても卑ひ猥わいなのですっ!!」

「……なにを馬鹿なこと言っているのですか、シュリア」

「あ、ミナリスさん、おかえりなのです」

　ハッ、と気が付いたことを口にしたら、後ろからミナリスさんに声を掛けられました。

　一瞬ドキリとしましたが、お皿はもう下げてもらっているので証拠隠滅は完了済みなのです。

「すり替えは上手くいったのです？」

「ええ、この魔力嵐のせいでかなり大変でしたが、幻術を使って予定通り、受け渡しも上手くいきましたから、ご主人様の計画通りに進みますよ」

　シュリアの前に座ったミナリスさんが機嫌よさそうに笑う。

「それはよかったのです！　むふふー、努力が実を結ぶ日が待ち遠しいのです」

「そうですね。よくもまぁ、ご主人様もこんな考えを思いつくものです。私なら普通に捕らえて拷問するぐらいしか思いつかなかったでしょう」

「ですです。……というか、シュリアは説明を聞いても、所々分からないところがあったのです」

　ミナリスさんの言うことに深く頷いて、シュリアは首をかしげた。

「そもそも、『カヘイカイチュウ』？　で、どうして大騒ぎになるのです？　金貨は金貨じゃないのですか？」

「ええ、その通りですよ。ただ、その金貨の価値を保証しているのは、その金貨に含まれている金の量や鋳造技術、ひいては、その後ろにある国の権威ですから。金の含有量を減らすということは国の財政が行き詰まっていることの証明になってしまいます。つまり、金貨に対する信用度が……、理解できていますか？」

「えっと、えへへ？　なのです？」

　シュリア、小難しいお話は苦手なのです。

　カイト様も凄いですが、話をちゃんと理解できるミナリスさんも相当だと思うのです。

「むむ、これで理解できませんか……。そうですね、大切なご主人様だけが使った食器と、どうでもいい他人にも使われた食器とでは、同じ食器でもコレクションランクが違うでしょう？」

「あぁ、それならなんとなく分かるのです！」

「そういうことです。……それじゃあ、仕事に戻りましょう。ああ、その前に晩ご飯の食材を選びに行きましょうか」

「あっ、お肉っ、お肉がいいのです！」

「そうですか、では今日はお魚にしましょう。どうやらシュリアは私の料理よりもお店のデザートにご執心のようですから。私に黙ってこっそり一人で楽しむくらいに」

「ふぇ!?」

　な、なんでバレたのです!?　お皿は下げてもらってあるのにっ!!

「獣人の鼻は、簡単にはごまかせませんよ、シュリア」

　ちょんっ、とミナリスさんはシュリアの鼻先を触りました。

「あうぅっ、ミナリスさぁんっ、許してなのですぅ」

「知りません、まったくもう」

　立ち上がってさっさと歩き出してしまうミナリスさんを、慌てて立ち上がって追いかけることになったのでした。





　　　　☆






　陽が落ちる前の酒場。私と、シュリアは杯を傾けていました。

　普段ならこれから人が集まり始める時間帯の酒場ですが、既に多くの人が集まってそこら中から笑い声があがっていました。

　魔力嵐による街道の魔物の活性化や魔法の操作難易度により、強い冒険者に護衛を頼めない、余裕のない行商人たちは街に留とどまらざるを得ません。

　娯楽の少ない世界で暇を潰す方法となれば、酒か女かギャンブルか。

　酒場に多くの人間が集うのは自然な流れといえました。

「だから、商人を恨んだその男性の幽霊が手当たり次第に金貨を奪っているんだそうですよ」

「他にも精霊さんのいたずらなんて話もあるみたいなのです」

「ハッハッハッ、なるほどねぇ」

　ガヤガヤと騒がしい酒場の中、また一つそこに笑い声が重なります。

「ちょうどいい酒の肴さかなになったぜ。本当に精霊様や幽霊なんかの仕業だったらどうしようもねぇが、いろいろ気を付けることにするわ。面白いヨタ話だったぜ。嬢ちゃんたち」

「いえ、私たちみたいな小さな行商人はこうして情報交換しなきゃ生き残っていけませんからね。大商会から見たら端はした金がねでも、私たちには大打撃ですもの」

「そうだなぁ、無くなってる金額はマチマチらしいけど、俺もとっとと明日の商談を終えて、この街とおさらばして帝国に戻りたいね。まったく、なんだってこんな時に魔力嵐なんか……」

　話し相手の行商人の男はため息をつきました。

「あぁ、帝国への街道は魔物が活発になっているせいで危険ですものね」

「そうなんだよ、しかも明日の商談相手なんだが、実はさっきのお嬢ちゃんの話に出てたグロンド商会なんだよ」

「あら、そうなんですか？」

「あぁ、さすがにあのクラスの大商会が黒幕で、大商会にしたら端金を危険を犯してまで回収してるなんて噂は信じられねぇが……、商品の仕入れを渋ってるらしくてなぁ」

「……それは」

「帝国にも店を構えるらしくて現金を集めてるんだとよ。この時期なら色つけて買ってもらえると思って持ってきた品が、そもそも買い取りすらされねぇかもってんだからたまんねぇよ。ぁあ、ついてねぇ。んぐ、んぐっ、ぷはーっ」

　行商人の男は木の器に入った酒を一気に飲み干しました。

「っとすまねぇ、愚ぐ痴ちっぽくなったな。あーぁ、明日の最後の取引が終わる頃には街道も安全に通れるようになるといいんだがな」

「店を持てるような商店や商会ならともかく、私たちのような行商人では安心できるレベルの護衛を雇うのも大変ですしね」

　余裕のない行商人にとっては護衛を雇うだけでもそこそこ金が掛かります。

　ましてやこの状況下で確実に安全を確保できるレベルの護衛を雇うのは難しいでしょう。誰でも命は惜しいものですから。

「きっと大丈夫なのですよ。ほかの場所で魔力嵐にあったこともありましたが、そうそう長くは続かないものですから」

「お、そうなのか。だったら明日に期待して今日は陽が落ちる前に宿に戻るかね。なんとか持ってきた品を売り込まないと大損だからな、気合を入れねぇと」

「お互い大変ですが、頑張りましょう」

「ファイトなのです！」

「おう、お嬢ちゃんたちもな。姉妹で行商人とはいろいろ大変だろうけど頑張れよ」

　ガタリと立ち上がった行商人の男は、酒のつまみに注文していた塩の煮豆の残りを搔き込む。

　と、立ち去ろうとした男が立ち止まり、頰を搔きながらこちらを見ました。

「な、なぁ、もしよかったらなんだが、俺と一緒に商売を……」

「申し訳ありません、私には既に身も心も魂も捧ささげたお方がそばにおりますので」

「いろいろな体験を捧げた愛すべきご主人様がもういるので、ノーサンキューなのですよ」

「…………そうか、悪かったな」

　ガックリと肩を落とした男が去っていきます。

　気持ち悪いことを言わないでくださいと言いかけたが、さすがにそれは自制することにしました。

　せっかく頑張って取引に成功しても、その売り上げをまるっきり失ってしまう行商人にそこまで追い打ちを掛けることもないでしょう。

「さぁ、次の酒場へ行くとしましょうか」

「はいなのですよ！」

　フルーツの果汁が入った水の勘定をテーブルに置き、軽く店員に声を掛けて酒場から外に出る。

　陽が落ちかける寸前の街は、夕日に赤く染まっています。

　これから酒場は更に賑にぎわいを見せ始めるでしょう。

「さて、次はどこの酒場にしましょうか」

「んっと、あそこがいいと思うのです」

　シュリアが指示したのは一軒の酒場でした。

「あそこはだめです、食事処を兼ねているようなので、飲み物だけで済ませるのはいささか不自然でしょう」

「うぅ、せっかく美味しそうなお肉の香ばしい匂いがしてるのにですぅ」

「デザートも食べているんですから、晩ご飯が食べられなくなりますよ。というか、太ります」

「ぴぎゃ!?　そ、それは禁句なのですっ!?　成長期だから少しぐらい問題ないのですよっ!!」

「ふふふっ、冗談ですよ。……まぁ、晩ご飯を残したらお仕置きするのに変わりはありませんが」

「はうっ、……ミナリスさんに叱しかられるのなら、それはそれで……」

「本気でご飯抜きにしましょうか？」

「ごめんなさいなのです」

　まったくこの子は。

　ご主人様も本当に厄介な性癖をシュリアの底から掘り起こしたものです。

「とにかく、条件に合った酒場を……」

「なんだぁ嬢ちゃんたち、飲み屋探してんのかぁ？　ヒック」

「「…………」」

　声を掛けてきたのは赤ら顔をした男でした。

「だったらよぉっ、ひっく、俺と一緒に飲もうぜ？　邪魔が入らねぇいい部屋知ってんだぁ、ひく、ひっく」

　しゃっくり交じりで馴なれ馴なれしげに近づいてくる男からは強い酒精の匂いが漂っています。

「……はぁ、まったく、この手合いは」

「邪魔なのですよ」

　シュリアとのジャレあいと違い、今度は本気のため息をつきました。

「行きましょう、シュリア」

「はいなのです」

　酔っ払いは相手にすれば相手にするほどつけあがります。

　なので、完全に無視を決め込んで酔っ払い男を迂う回かいするように進路を取ります。

「あっ、おいっ、無視するこたぁねえじゃねぇかよぉッ、俺はＣランク冒険者のゴルンダ様ダゾォ!!　声掛けられたら喜んで『キャー、素敵ー!!』てなもんだろうがよぉ!!」

「……Ｃランクで自慢とか小物臭がひどすぎて、笑いも出てこないのですよ」

「まぁ私たちもパーティーランクはＣですけどね」

「お？　何言ったんだ？　あぁそっかー、やっぱり俺様がかっこいいから照れてたのかぁー、ひっく、へへ、かわぃいいじゃねぇーの」

　何か勘違いでもしたらしく、纏わりつくように近づいてくる男に不快感が湧いてきます。

　まぁ、ＭＰや酒で酔っぱらった時のことで責めたりしないというのが、ご主人様の不文律なようなので、私もシュリアもそれに倣って、どうこうしようというつもりはありませんでした。

　ただ、その男が調子に乗りすぎなければの話でしたが。

「おおっと、手が滑っちまった」

「っ!?」

　酔った男が、事故のフリをしてお尻へと手を伸ばしてきました。当然、そのまま触られなどするわけもなく、身を捩よじらせてそれをかわします。

「こいつ……」

　ただ邪魔と感じていただけの不快感が、一気に敵意へと形を変えます。

（この体の全てはご主人様のものなのにっ、この男……っ!!）

　それも、ご主人様がお気に入りの私の尻尾に触れようなどと……っ！

　えぇ、万死に値します、万死に値しますっ!!

「あーぁ、ミナリスさん、プッツンしちゃったのです」

　シュリアが隣で何かを言っていましたが、今はそれよりもやることがあります。

　さすがに殺すわけにはいきませんが、この状況なら腕の一本や二本、切り落としても問題はありません。

「なんだよ、よけんなよぉ。おおっとまた手が滑って……」

　私から抑えきれない殺気が漏れ出しているはずでしたが、目の前の男は酔っ払っているせいか、それとも殺気にすら気が付けないレベルの小物なのか、再び手を出そうとしてきました。

　魔力嵐の影響もあり、この場ですぐに魔法を構築するのは難しい。

　ですが、伸びてきた手を切り落とすのに、魔法はいりません。

（殺しはしませんが、少々、痛い目にはあってもらいましょう）

　そうして腰の剣に手を掛けようとした時でした。

「やれやれ、酒に溺れて女性に手を出すのはいささか関心できませんね」

　ガシッ、と男の伸びてきた手を摑つかんだのは、片腕に食材の入った袋を抱えた瘦そう身しんの老人。

　フェグナー＝リールットの姿でした。

　酔っ払いとの諍いさかいにシャシャリ出てきた、黒の執事服に身を包む瘦身の老人は、要注意人物の一人でした。

　今は段々と大きくなった騒ぎに、集まってきたやじ馬たちでなんとなく円が形成されています。

　これも、あまり嬉しい状況ではありません。

「うぁ、なんてイヤァな偶然なのですよ」

「本当にその通りですね」

　小声でシュリアと会話しながら見つめる先には、クズ豚グロンドの腹心、フェグナー＝リールットの姿があります。

　フェグナーは好こう々こう爺やめいた微笑を浮かべながら、酔っ払いが伸ばそうとした手を摑んでいました。

（邪魔な時に現れてくれたものですっ、はぁ）

　さすがにこの状況では、酔っ払いへの怒りなど、とりあえずは脇に置いておくしかありません。

　私はシュリアと目で確認を取り合い、ひとまず黙ってその出来事を傍観することにしました。

「なんだぁ、おめぇ、じじいに手を握られても嬉しくもなんともねぇんだよぉ、ひっく、はなせよぉ!!　おらぁ、女の子が触りたいんだぁ!!　ヒック！」

「やれやれ、落ち着きなさい。男が酒に溺れてよいのは大切な友と伴侶を失くした時だけですよ」

「んなもん知るかよぉ!!　このっ、はなせよじじぃっ」

「はぁ、仕方がないですね」

「あんだぁ？　いたっ、いたたたっ、いてぇえ、いってええってっ!!」

　深く皺しわの刻まれた細腕が、ギリギリと音が鳴るような力強さを見せつけます。

　呂ろ律れつが相当怪しかった男も泥酔したままといかず、少し酔いの醒さめた顔で慌てて老人の腕を振りほどこうとしていました。

「はなせっ、はなせって言って、ぉうぁ!?」

　しかし結局、その手を振り払うことはできなかったようで、最後にはフェグナーの方が力を抜きました。

　急に摑まれていた腕を放された酔っ払いの男は、勢い余って尻もちをついていました。

　ええっと、こういう時は何というでしたか……。ああ、思い出しました。『ざまぁ』です。

「少しは酔いが覚めましたか？」

「て、てめぇ」

　あくまで冷静な様子のフェグナーに、酔っ払いは余計に怒りを刺激されたようです。

「どいつもこいつも舐めやがってっ!!　ぶっ殺してやるっ!!」

　尻もちの痛みと衝撃で多少酔いが引いたようでしたが、それでも深く泥酔していたせいで判断力が鈍っているようでした。

　怒りで自制心が飛んだ私が言えることではないかもしれませんが、短絡すぎる思考に従って、酔っ払い男が腰に吊るした剣へ手を掛けます。

「くらぇええええっ!!」

「はぁ、やれやれ」

　フェグナーは慌てた様子もなく冷静にため息をついています。

（っ、速いですね）

　何をしたのか直接目にできたのはこの場に幾人もいないでしょう。

　フェグナーが腰から下げたロングソードが、目にもとまらぬ速さで振り抜かれたその瞬間。

「遅すぎます」

　キンッ、と金属が金属を切り飛ばす、澄んだ甲高い音がほんの一瞬だけ響き渡ります。

　あとに残されたのは、やけにゆっくりと見える動作で剣を鞘に納めるフェグナーと。

「はっ？　え？」

　半ばから断ち切られ、クルクルと宙を舞った剣の半身と、折れた剣の柄つかを握り、間抜けな表情をさらす酔っ払いの男だけでした。

「な、な、な……」

　目の前の光景が理解できないのか、穴が開くほど自らが手にした剣を見つめている酔っ払いは、今度こそ完全に酔いが覚めたようです。

　酔っぱらった赤い顔が完全に蒼そう白はくへと変わり、息の吸い方も忘れてしまったみたいに口がパクパクと動いていました。

「どうやら、酒は抜けたようですね」

「あ、ああ……、す、済まなかった」

　やっと状況を理解できたのか、酔いの醒めた男がおびえた様子で謝る姿は、まるで命乞いのようにも見えます。

「いえいえ、誰しも失敗はあるものです」

　切りかかられなどしなかった、というような態度で老人は笑い、その偽善めいた姿に、私の中でフェグナーへの怒りが積み重なっていきます。

「剣をダメにしてしまい、申し訳ありませんでした。弁償金はこちらでよろしいでしょうか？」

「は、え？」

　フェグナーは道具袋から金貨を一枚取り出しました。

　押しつけられるような格好でその金貨を受け取った男は、戸惑いを隠せないようでした。

　こんないざこざで武器の弁償など普通ならありえないし、その金額もかなりおかしいものです。

　男が使っていた剣はどう見ても高価な品などではなく、金貨一枚もの値段がするはずがないのは明らかなのですから。

「さぁ、今日はもう宿に戻るとよろしいでしょう。それから、これからはあまりお酒を飲みすぎないよう気を付けることをお勧めします」

「え、あ、ああ」

　道を開けたやじ馬たちの間を、居心地が悪そうに頭を搔きながら、男は歩いてその場から去っていきました。

　それを皮切りに、遠巻きに騒動を観察していたやじ馬たちも解散していきます。

「…………」

　……本当に、気に入りません。

　この茶番自体も、酒に飲まれていたとはいえ汚い手で私に触れようとしてきた酔っ払いも、興味本位の優越感に浸り、上から目線で騒動を眺めるやじ馬たちも。

　そして、その何よりも、

「お怪我はありませんでしたかな、お嬢様がた。どうにも物騒な様子でしたので割って入らせていただきました」

　何の裏表も、悪意なく押しつけの善行を積み上げたこの男が。

　そのフェグナーの行動が、何よりも心を波立たせます。

「……ええ、余計なことをしてくれました」

　気が付けば、口から嫌悪の言葉を吐き出してしまっていました。

　ここで適当に礼を言って立ち去るのが一番だというのは分かっていますが、感情がソレを許してくれません。

「これは手厳しい。しかし彼もまた、悪気があってのことではないでしょう。ですから彼を許してあげたらいかがですかな？」

「あの男なら、殺すつもりはありませんでしたが」

「腕の一本なら切り落としてもいいとはお考えだったでしょう？」

「それに、何か問題が？」

「えぇ、私はあまり流血を好みませんので」

「…………」

　ニコニコとした穏やかな表情を崩さない目の前の老人に、更に神経を逆撫でされます。

　気に食わない、気に食わない、気に食わないっ！

「勝手にシャシャリ出てきて、いったい何の……」

「ミナリスさん！」

　と、小声で名前を呼んだシュリアが私のメイド服の袖を引く。

　……ええ、分かっています。これ以上ここで争うのは得策じゃありません。

「っ、そうですね、それでは」

　私たちは踵を返して背を向けました。

「お待ちください。僭せん越えつながら、何かお困りのようでしたら相談に乗りましょう」

　しかし、感情を飲み込んで、その場から立ち去ろうとする私の足が止まります。

「君たちはまだ若い。そんなに心を尖らせずとも、この世界は存外に優しくできているものです」

「…………優しい？　この世界が？」

　背後から聞こえる声に、ポツリと呟きが漏れました。

「えぇ、よくないことばかりが起こるわけではありません。何があったのかは分かりませんが、怒りに身を任せて世界を恨むよりも、もう少し力を抜いて生きた方が幸せになることができ、っ!?」

「そうですね、確かに優しい世界でした」

　誰かを疑わなくても生きていけた世界。

　綺麗なうわべだけを掬すくい取って作られていた、脆いガラス細工のような世界。

　あの日までの私は、確かにそんな世界に生きていられた。

「……」

　私はその場でもう一度クルリと身を翻して正面に向き直りました。

　感情を押し潰すように固めていた無表情が、静かに笑みの形を取ります。

「私の名はミナリスと申します。以後、お見知りおきください」

　最上の笑みと共に、軽くメイド服のスカートの裾を上げて礼を取ってみせる。

　そしてまたゆっくりと背を向け、今度こそは立ち止まることもなくその場を離れました。

「もうっ、だめなのですよっ！」

　と、確実にフェグナーへ声が届かないような位置まで離れてから、シュリアが声をあげた。

「……ごめんなさい、シュリア」

　シュリアに言われるまでもなく、余計なことをした自覚はありました。

　焦らずともいずれ決着をつけることになるのですから、偶発的に出会ったこんな機会に、わざわざ記憶に残るような争いさかいを起こして目立つようなことはするべきではありません。

　ですが、我慢ができなかったのです。

　何一つ恨むことなく、綺麗でいられる世界。

　そんな世界に入った亀裂から漏れ出す黒い汚れを理解できないうちに、私の世界は徹底的に踏み潰されて。

　私の手に残ったのは、砕けて鋭く身を傷つける世界の破片と、ドロドロとした感情だけでした。

　それを、何も知らないあの老人が、知ったような口で語る。

　あんな顔で善行を積みながら、その裏でそんな綺麗な世界にいられたはずの人間を、平気で汚れた地の底に引きずり込む片棒を担ぐ。

『この世界は存外優しくできているもの』だなんて。

『力を抜いて生きた方がいい』だなんて。

　とても軽い言葉で語る。

　何もかもが滑稽で、どこまでも不快感を生む茶番でした。

　その行動にあの男を思い出してしまうから余計に我慢が難しい。

「行動が似ているんですよ。私の父親に」

　誰かが困っていれば手助けをして、笑いながら親切を振りまいて、誰にでも優しくあろうとする。

　私の父親はそんな人間でした。

　村で頼りにされている自分の父親を、優しい父親だと思っていました。

　尊敬できる父親だと思っていました。

　……あの日、自分の立場が危うくなった途端に私と母を切り捨てた、その瞬間までは。

「あんな風に酔っ払いとの争いの仲介をしたり、したり顔で他人に道を諭したり……」

「……フェグナーは、ミナリスさんの父親ではないのです」

「ええ、分かっていますよ。ただ、許せないだけです」

　そう分かっています。

　だから、その時が来るのを待つとしましょう。

　あの男がグロンドのそばに立つ以上、その偽善めいた化けの皮が剝がれるその瞬間は、そう遠くはありませんので。





　　　　☆






「私の名はミナリスと申します。以後、お見知りおきください」

　背筋を氷の舌が舐めるその感覚に、なんとか目線を変えてほしいと思った言葉が止まる。

　その間に、まるで世界そのものを憎んでいるかのような様子の二人組の少女は、人ごみに紛れて消えてしまった。

（まったく、私も年を取りましたね。あのような少女たちの殺気に気け圧おされるとは……いえ、私の衰え以上に、あの少女たちの殺気が強烈な密度を持っていたせいですね）

　あれほど混じりけのない強烈な殺意は、戦場を離れてしまった私には久しく感じていなかったものです。

　なにより、あの手の感情は出会ったばかりの私の言葉で、どうこうなるようなものではないと、私は知っていたはずだというのに。

「……自分の行動を後悔していないのに、正しい道を諭そうとしてしまうとは。私も長く生きすぎましたね」

　そんな自分にため息をつき、止めた足を再び動かし始める。

　人は忘れてしまう生き物です。

　昔、あんなに憎んで殺した兄への思いを、私はもう微かすかにしか思い出すことができない。

　記憶をたどった先にある残り香はもうすでに朧おぼろになりかけていて、周りの全てを憎んでいたはずの自分自身すら他人のものであるように思える。

　…………それもきっと、私がその復讐を成し遂げたからこそなのでしょうが。

「あの子たちにも、私にとっての大旦那さまと同じような相手が見つかればよいのですが」

　全ての激情を吐き出し、何をすればよいかも分からなくなった私を拾ってくださった大旦那様。

　今は亡きその大旦那様の後を継ぎ、グロンド坊ちゃん、いえ、旦那様はどんどんと商会を大きくしていきました。

　やたらと金銭に執着する面もございますが、その執着が、グロンド商会を大きく育てています。

　大旦那様が最後に残した、『グロンド商会を誰よりも大きな商会に』というその望みの通りに。

　それもあと一歩です。今回の貨幣改鋳での権益を手に入れることができれば、この街でグロンド商会は一つ頭の抜けた存在となります。

　そうすれば、グロンド商会の地位は盤石のものとなるでしょう。

　……だからこそ、慎重にならねばいけません。

　そのための情報収集の途中で、あんな少女たちに出会うとは思いませんでしたが。

（しかし、やはり何か良くない匂いを感じます）

　集め回った情報の中に、気になるようなものは何もありませんでした。

　それに反して私の感情はさざ波を打っています。

　理由が見当たらないのに、それでもこの、歯車が砂を嚙んでしまっているような、奇妙な違和感を拭ぬぐうことができません。

「……っと、考えすぎてしまいましたね」

　気が付けばグロンド商会の所有する建物の一つ。

　取引相手に関する情報の記録や整理、商売のタネとなる弱みを強みにするための場所。

「お、フェグナーさんじゃないっすか。また来たんですか？」

「えぇ、少し用がありまして」

　建物を警備している冒険者に軽く挨拶し、建物中に入る。

　旦那様の言う通り、気付かれないように商会に多くの貨幣を集めるのはなかなかに難事であり、最近はこうして何度もここを訪れては取引の調整を行っていた。

　今回のことで忙しそうに人が行きかう中を歩いていく。

「ん、大丈夫ですか、顔色が優れないようですが」

「あぁ、フェグナー様」

　と、どこかぼんやりとしている顔色の悪い男を見かけて声を掛けた。

（彼は確か……、商取引に関する記録をつける仕事を任せていたはずですね）

「ははは、仕方がないですよ。新たにほかの街に支店を出すなら大量の金銭が必要ですからね。急な話で驚きましたが、お給金の分は働きますよ」

　疲れたような笑み浮かべて、男は笑う。

　今回のことで、急に取引の予定が変わってしまい、どこも忙しく動き回っています。

　体調を崩す者が出てくるのは仕方がないでしょう。

「この匂い、薬ですか？」

「えぇ、最近、家の近くの道具屋が質のいいポーションを安く仕入れるようになったので、疲労の回復を速めるポーションを少しばかり……。安いものでもないので、いつもというわけではないですがね」

「そうですか？」

　言葉に少し疑問が混じる。

　しかし、微かに彼に残っている匂いは……。

「っと、すいません、まだ仕事が残っていますので」

「ん、あぁ、そうですね、頑張ってください」

　そう言い残して、彼は足早にその場を去っていきました。






第三章　塔の崩れる音






【○月　×△日】

　ついに、旦那様が施設を完成なされた。

　前々から計画の内容は聞いていたし、この老骨が朽ちる前の最後の大仕事としては過分にすぎるほどです。

　王女が仲介してくださったあの勇者の少年のおかげで、私もまだまだ余裕のあるうちに兵士を育てる仕事に就ける。

　本当に感謝しましょう。

　明日には例の養護院の子供たちがこの施設へとやってきます。

　ひとまずは、温かい料理で迎えてあげましょう。

　ごく少量の『ラムネ』を混ぜ込んだ、温かい料理で。

　そのあとは、まずは体力作りと、反抗心のそぎ落としからですね。




【○月　×△日】

　やはり、子供は環境に慣れるのがとても早い。

　ここに連れてこられた当初は不安に泣いていた子供も、一週間もすればそれが無駄だと思い知る。

　ここに来てからの一週間は食事と就寝以外の時間は全て山を駆けずり回る訓練を行っている。

　どれだけ遅くとも構わないが、指定したルートを外れたり、足を止めたら鞭むちを打つ。

　再び言われた通り走り出すまで、何度も何度も鞭を打つ。

　反抗心から逆らってきた場合は鞭打ちの後、みすぼらしい食事と睡眠時間を削ってひたすらに謝罪の強要と再びの鞭打ちを行う。

　そうして、頭と体に「命令に従うこと」が最優先で行うべきことであり、苦痛から逃れる唯一の方法だと教え込む。

　訓練の後には、毎日の食事には粉末状の『ラムネ』をごく少量混ぜ込んでおく。

　薬の毒性は何度か繰り返すことで抵抗ができる。そして何より、幸福感を伴う依存性は訓練を有意義にする。

　訓練を頑張れば、美お味いしい食事を食べられると子供たちは学ぶ。

　そう、まずは彼らを獣と同じところまで堕おとす。

　何もない空っぽなところまで、自分の意志では何かを決めることなどできないほどに。

　薬と調教、飴あめと鞭。

　そうして、空っぽになった彼らを忠実な兵士へと作り変えましょう。




【○月　×△日】

　なかなか言うことを聞かない強情な子供たちがいます。

　最初に連れられてきた養護院の子供たちの数人。

　トリアという名の少女を筆頭に、特にあの勇者の少年と仲の良かった子供たち。

　もともと子供たちを育てていた養護院の女性は、謎の失踪を遂げたと教えています。

　しかし、子供たちはいくら私が『彼女は君たちを捨てて去っていった』と教え込んでも『そんなわけはない』と意見を曲げず、『いつか勇者様が助けてくれる』と信じているようです。

　よく慕われていて、本当に妬ねたましい。

　まぁその勇者様は、今は本格化した魔族との戦いに夢中でここから遠く離れた場所にいます。

　それに、この場所はその勇者様がもたらした金で建てられたのですが、そのことを話しても噓うそだと反抗心を煽あおるばかりでしょう。

　食事に混ぜて接取をさせ続けている『ラムネ』の効果はきちんと出ているようですし、所しょ詮せんは子供。

　少し厳しめに接してやれば、反抗心もそのうち消えていくことでしょう。




【○月　×△日】

　今日は新たに別の養護院から子供たちがやってくる。

　今度は帝国からの孤児たちです。

　それに合わせ、古くからグロンド商会に仕えている使用人たちを職員として新しく増員してもらいました。

　さすがにもともとの十人、いえ、今は二人ほど完全にダメにしてしまったので八人ですが、その程度の人数ならともかく、二十人を超える子供の世話は私一人では見切れません。

　なので、監視役と普段の食事の用意を手伝ってもらうことになります。

　女性の方々には子供たちの飴になってもらいましょう。子供は母性を求めるものです。

　そして、これから『ラムネ』入りの料理を作って与えるのも彼女たち。

　もちろん、私の方でも精神の仕上がり具合の観察は続けますが、彼女たちにはより詳細に精神を見ていてもらいましょう。

　そろそろ、最初に連れてきた子供たちには、本格的に人の殺し方を覚えてもらわなければなりません。ノノリック様のように制御不能なレベルで壊れられては意味がない。

　判断力をなくした人形では突発的な事象に対応できませんので、使えない駒になってしまいます。

　理想としては、命令を聞くことを至上の喜びとする兵士に仕上げること。

　自らの判断力を持ちながら、命令と薬に逆らえないそんな形が理想形ですね。

　そんな兵士が育つよう、これからも慎重に事を進めましょう。




【○月　×△日】

　本日は旦那様が施設に視察にやってこられた。

　子供たちの仕上がり具合を見たいとのことで、一通り訓練などを見て回った後に、今後の話をしながら夕食をとられました。

　ちょうど良い機会だったので旦那様の提案に乗ることにしましょう。

　仕上がりを見るために、『ラムネ』の製造元のチンピラが定期的に開催している見世物に、子供たちを出すことにしました。

　まずは『ラムネ』で完全に判断力を失った対戦相手を殺させるところから。

　これぐらいは楽々とこなしてもらわないと困ります。

　と、私が考えていたのはそこまでなのですが、旦那様にはそれでは多少物足りなかったようです。

『次はあの子供たち同士を競わせてみよう。なぁに、半分程度死んだところで問題ない。補充はいくらでも利くし、粗悪品や不良品の選別にはちょうどいい』

　と、旦那様の鶴の一声で急きゅう遽きょ、殺し合いを追加することになりました。

　まぁ、少々早い気もしましたが、どうせいつかはやろうと思っていたことです。

　結果として預かっていた子供の数は半分程度まで減ってしまいましたが、すぐに補充も届くようですし、これも良い訓練になったでしょう。




【○月　×△日】

　どうやら、私はまだまだ甘かったようです。

　例の『トリア』という名の少女を中心に脱走を企てる子供が現れました。

　当然逃がすはずもなく、全員捕縛しましたが、これは由々しき事態です。

　何をするでもなく朽ちていくような人生を送るはずだった子供たちのくせに、理解しがたい。

　せっかくやるべきことを与えてもらえるというのに、わざわざ期待を裏切って逃げ出すなど……。

　とにかく、これからの訓練は更に厳しいものへとする必要がありそうです。




【○月　×△日】

　魔王と化した勇者の討伐令が大陸の各国から出されました。

　勇者が魔王を討伐し、用済みとなった勇者が嵌はめられたようでした。

　勇者は魔王の討伐が終わったら、グロンド商会でほぼ独占していた異世界の技術を広く伝えると言っていたようです。

　旦那様が莫ばく大だいな利益を生んでいる技術をドブに捨てるわけもないと思っていましたので、どうなさるつもりなのかと思っていましたが、やはりこうなりましたか。

　彼は役目を与えられ、その自らの使命を十全に果たしたのですから、本望というものでしょう。

　魔王は魔族や一部の魔物を従えるゆえに各国から恐れられていますが、個人でしかない勇者では、そう遠くないうちに国の力に押し潰つぶされるでしょう。




【○月　×△日】

　兵士の育成は順調です。

　ただの子供から、こちらの命令に忠実な兵士へと育ってきています。

　長い時間を掛けてしみこませてきた『ラムネ』。

　今はもう食事に混ぜ込むようなことはせず、普通に錠剤を与えています。

　当然、子供でもそれが薬と呼ばれるものだと分かっているでしょうが、もう意思の力でどうにかなるような依存段階ではなくなっています。

　訓練の時以外も、『ラムネ』を得るために自主的な訓練を行おうとする子供も増えました。

　定期的に与えられるモノ以外で『ラムネ』を手に入れるためには、訓練でいい成績を出すしかないですからね。

　一部、ほかの人物から『ラムネ』を奪い取ろうとする子供も現れました。

　とてもいい傾向です。薬で縛っているとはいえ、こちらの支配を受け入れやすくするためにも、私たち以外への疑心暗鬼はどんどんと深めていってほしいものです。




【○月　×△日】

　順調に進んでいた計画に問題が出始めました。

　『ラムネ』の毒性と依存性に耐えられなくなるモノが現れ始めたのです。

　初めから予想されていた問題ですが、想像以上にコントロールが難しい。

　しかし、暗殺者としての技量はなかなかのものに仕上がってきています。

　あれから何度か孤児の補充がありましたが、あとから入ってきたものほど『ラムネ』の毒に耐えられずに壊れる確率が高いようです。

　やはり、最初の子供たちは本当に少ない量から慣らしたので強く抵抗できるのでしょう。

　とはいえ、慎重な投薬を続けていても、兵士として完成する頃には余命は長くて三年、短くて一年というところでしょうが。

　まぁ、予定通りに『ラムネ』に関してもいいデータが取れていますので、何の問題もありません。

　最初の被検体は、ほとんど実験のための子供なのですから。




【○月　×△日】

　旦那様から、兵士たちを早く実戦レベルに引き上げてほしいとの要望を受け取りました。

　なんでも、この近くまで勇者が逃げ延びてきているようです。

　物は試しに勇者にまとめてぶつけてほしいとのことでした。確かに、あの甘い勇者ですから、子ども相手にはあっさりとやられるかもしれません。

　とはいえ、今のままではステータスが足りなさすぎてどうしようもなさそうです。

　そのことを報告したところ、『今回一度きりで潰していい』とのこと。

　確かに、『ラムネ』の改良に成功した今となっては、初期からいた子たちはもう用済み。

　試作品としては上々でも、完成品としては完全な失敗作。

　それでも『ラムネ』のもととなっている『早生強薬』を多量に摂取させれば、勇者に刃やいばを突き立てられるぐらいのステータスは得ることができるでしょう。

　どうせもう体はボロボロ。

　長く生きられないのなら、せめて燃えるようにその命を散らすのも救いというもの。

　目的のない空虚な人生など、生きている価値もないですから。





　　　　☆






　バチバチと火の広がる建物が焦げる臭い。

　記述は、そこで途切れていた。

　どこか虚うつろに見える視界の中で俺が手にした資料は、そのまま火へとくべる。

　樫かしの木の机。

　これも見ろとばかりにその机に置かれたもう一枚、名前の書き連ねられたリスト。

　最初は被験者にされた子供たちのリストかと思ったが、違った。

「フェグナー、オロウリー、レディア、アードロン、シヴィ、ボーディ、ジュド、モニカ……」

　なるほど、ここにこの資料を残したのがフェグナーなのか、グロンドなのかは分からないが、よほど俺が嫌いらしい。

　ご丁寧に『勇者、海かい人と殿へ』と書かれたリストに記されていたのは、この施設で働いていただろう従業員たちの名前。

　グロンドの部下や使用人だった人たち。

　知らない名に交じり、顔が頭に浮かぶ名前もある。

　彼はいつも物腰が丁寧だった。彼女は明るい女性で。

　分かりやすい挑発。

　こいつらを殺しに向かっても、逆に殺し返されることになるだろう。

　だから、この場でこれを読み進める意味はない。

　意味はないのに、やめることもできなかった。

　そして、最後には俺を嘲あざ笑わらうように失敗作と記された、子供たちの名前。

「…………」

　そのリストを、外に持ち出したくはなかった。

　けれど、そこに書かれた名前を忘れるのも嫌だった。

　だから俺は、その部屋が崩れ落ちるその寸前まで、ただ静かにそのリストの名前を見つめていた。





　　　　☆






　ギッ、と軽く身を投げ出すように座った椅子が軽く音を立てる。

「ちっ、あいつらめ、調子に乗りおって」

　先程まで商会の応接室で相手にしていたのは、グロンド商会とかなり深い関係にある小規模な商会の代表だった。

　普段なら取引を終えた後の軽いあいさつで終わるはずの会談は、しかし、今回は普段と違った様相を呈していた。

　理由は明快だ。こちらが取引で支払った金銭と商品が忽こつ然ぜんと消えてしまったらしい。

　原因を追求しようにも手がかりもなく、その責任の矛先を見失ったその商会はとりあえずの責任を関係者であるうちの商会に求めたのだ。

「何がこちらに損失を折半しろ、だ。いくら取引の直後とはいえ、管理は向こうの仕事だろうに」

　終わったことを不満げに吐き出すのは、相手の要望を飲んで損失を補ほ塡てんする金を渡したからだ。

　実際に支払ったのは損失の二割程度の商品だったが、簡単に許容したくない余分な出費だ。

　そこら辺の取引相手であるなら突っぱねるような話だった。

　取引の後すぐに起こったこととはいえ、管理はすでに向こうの商会に移っていたのだから、法的にもこちらが責任を負う必要はない。

　それでも話を受けたのは、その商会がただの商会ではなく、後ろ暗い取引をするための相手だったからだ。

　非合法の奴隷に、ご禁制の薬、乱獲が禁止されている魔物の素材や出自不明の魔道具など、表ではできないいくつもの取引をするのに重用していた相手だ。

　規模こそうちの商会と比べられるものではないが、だからといって蔑ないがしろにすることのできない厄介な相手でもある。

　いずれ、取引相手ではなく完全に支配下にして取り込んでやるが、今はまだその時期ではない。

「……ふぅ、どうせ、いずれは私の手元に戻ってくる金だ。それに勝手に潰れられては困る」

　あの商会の裏への伝つ手てはかなり広いものだった。ノノリックを切る時のためにも、あれらの商会には勢いを保ったままでいてもらいたい。

　ノノリックは確かに使えるが、いつまでも飼うつもりはなかった。

　金が掛かることはさほど問題ではない。

　あれは乗り手を殺せる跳ね馬だ。自らに纏まとわりつく、理性の鎖を弄もてあそぶ跳ね馬。

　鉄さびの味が混じる混こん沌とんの水飲み場を駆け回る、どうしようもなく血に飢えた獣。

　奴に与える奴隷も、裏の仕事も、本当の意味であいつを満足させることはない。

　私の前で享楽的に振る舞う姿は、まるで退屈の海に溺れないよう必死に喘あえいでいるように見える。

　その牙がいつこちらに向くか分かったものではない、能力はあるがリスクが大きすぎる。

　契約はどちらも好きな時に解除できるというのが契約の条件でもある。

　普通に契約を打ち切るだけなら子供が玩具おもちゃへの興味を失くすようにどこへともなく消えるだろう。

　だが、ただ切るだけでは裏への影響力が落ちるし、今後の取引に支障が出てしまう。

　タイミングはきちんと計る必要がある。少なくとも、あいつらの手て管くだや伝つ手てを丸ごと手に入れるまではこちらからノノリックを切ることはできない。

「私の判断は間違っていない。これは必要な投資だ」

　自らに言い聞かせるように呟つぶやき、支払った金銭のけじめをつける。

　商人は金を回して金を得るもの。先を見据えて使った金は無駄にはならない。

（あれらも愚鈍なわけではない、メンツを守るためにも草の根を搔かき分けてでも原因を探し出すだろう。自然に金が消えるなどありえんのだから、その誰かにこのツケは支払わせてやるっ）

　それからしばらく。

　仕事に集中していると、部屋の戸を叩たたく音が聞こえた。

「おっじさぁーん。かぁいいかぁいいノノちゃんがやってきたよぉー♪」

「……もっと静かにせんか。うるさい」

「あー、そんなこと言っていいのかなぁー？　これこれ。お求めの品だよ」

　部屋に入ってきたノノリックが道具袋から取り出したのは、見覚えのある鞘さやに納められた剣、【葉は石せきの剣つるぎ】だった。

　剣をフワリと宙に浮かべたノノリックは、それを私の机の上へと寄越す。

　ゴトッ、と重量感を持った音と共に目の前に置かれたその剣は、やはり以前に見せられた贋がん作さくとは比べ物にならないほど質のよい魔力を纏っていた。

「ほうっ、さすがに仕事が早いな。これだけの質、確かに本物の【葉石の剣】のようだ」

　私には魔法を扱う才能はなかったが、代わりに魔力の質などを感じる目は随分と養ってきた。

　その経験が、目にした魔剣が贋作ではなく本物であると告げている。

「ちゃんと約束のおもちゃ、用意しておいてね」

「安心しろ、繫つながりのある奴隷商への紹介状と、犯罪奴隷なら二人買えるだけの金は用意してある。後で部下から受け取れ」

「わーいっ!!　今度はあんまり早く壊さないように注意しよぉーっと」

「好きにしろ、今はそれよりも……」

　チリンチリンッ、とベルを鳴らし、使用人にフェグナーを呼ばせる。

「お呼びでしょうか、旦那様」

「フェグナー。これを帝国に届ける段取りを立てろ」

　恭しく礼をして部屋に入ってきたフェグナーへと剣を預ける。

「かしこまりました。しかし、現在魔力嵐の影響で多数の魔物が帝国との街道を塞ふさいでおりますので、無事に届けるには少々時間が掛かるかと」

「ああ、その件もあったな……。魔力嵐自体は収まりつつあるのだろう？」

「えぇー、もうすぐ収まっちゃうの？　クルクル効き目が変わって楽しかったのになぁー」

「私の経験から見て、そろそろ収束するでしょう。魔力の減衰を見る限り、もってあと一、二週間といったところだと思われます」

　フェグナーはそこで一度言葉を切り、再度口を開いた。

「十日後にギルドが街道に異常発生している魔物たちの掃討を行うようですから、出発はそれまでお待ちになられた方がよろしいかと」

「……十日か。ふむ、ちょうどいいな。大商会へ売りつけ取引する必要もある。それらの商談をまとめ次第、帝国へと向かうことにしよう。フェグナー、それまでその剣はお前が保管しておけ」

「かしこまりました、旦那様」

「あっ、そうだ、もう一個おじさんに言っておこうと思ってたことがあるんだ」

　と、思い出したようにノノリックがあげた声に、若干渋い顔になる。

「まだなにかあるのか？」

「うんうん、なんかね、おじさんところのお店の悪評が下の方で出回ってるみたいだよ？」

「なんだと？」

　私は渋い顔が、自然と更に渋い顔になった。

「なんかねー、最近、いろんなお店や商会でお金が消えちゃうって事件が起きてるでしょ？」

「…………ああ、一応報告に上がっていたな」

　目を通した報告書では、ここ最近、いくつもの商いをしている店から金銭が消失するという事件が起こっているようだった。

　街の治安警備隊に裏から手を回して極秘裏に手に入れた被害者のリストには十四、五程度の名前が載せられており、その中のほとんどはうちとは無関係のものだった。

　うちと直接取引のある商会や商店の名は二つ三つの少数であり、治安警備隊も動いていることからしばらくは静観していることに決めていた。

　話を聞いた時にはすぐに捕まるだろうと思っていたが、犯人はよほど上う手まい手口を使っているようで、治安警備隊の連中は手がかり一つ摑つかめていないようだった。

「すぐに解決すると思っていたが……警備隊の連中め、税金だなんだと、金を搾り取るくせにまともに働くこともできんのか。無能どもが」

　表面化こそしていないが、実際には警備隊が把握している以上に被害の数は多いのだろう。

　野盗に襲われ、力ずくで奪われたのなら同情の一つもされようが、街の中で商人が金銭を盗まれるなど管理体制の不備を疑われ、商人として信用にも関わってくる。

　被害そのものがあまり大きい金額ではなかったために、被害があったと治安警備の連中へと名乗り出ない者も少なくない。

　だからこそ被害者としてリストに載っている数に比べ、噂うわさとして広がるのが早いのだろう。

「それがねー、『幽霊の仕業だあーっ』とか、『精霊の祟たたりだあーっ』とか、そんな噂に交じって、今回の事件の黒幕が、グロンドおじさんところの商会だって噂があるんだよねー」

「は？」

　思わずぽかんっ、とした声を出してしまった。

「待て。なぜそうなった」

「消えちゃったお金が、ここ最近おじさんところからもらったお金なんだってことだよ？　みぃんなあやふやな話ばっかりで詳しくは分からないけどね？」

　つまりはあれか？　うちが事前に貨幣に細工を施して支払い金を回収してると言いたいわけか？

「おじさん、最近ちょっと強引に現金をかき集めてるじゃない？　もう潰れちゃったけど、あのお薬のこととか、なんとなく察してる人もいてね。おじさんの商会の評判は荒波に飲まれてどんぶらっこっこ。…………ちょっと、危ないんじゃないかなぁ～？」

　ふふ～んっ、と猫がネズミを甚いた振ぶるような表情でノノリックが笑う。

「おい、その表情はやめろ、不愉快だ」

「ごめーんね？　怒っちゃいやだよ？」

　そう言って今度はケラケラとした笑いを浮かべるノノリック。

「うちが黒幕だと？　ばかばかしいっ、被害者のリストにはうちとは全く取引がない商店や商会の名前もあったではないかっ！」

「ちっちゃな商会に警備隊のお兄さんたちをどうこうするお金なんてないからね～、仕方がないんじゃない？」

　不機嫌そうに言えば、うつ伏せだった体勢を仰あお向むけにしたノノリックがそう返してくる。

「だいたい、うちが支払った金銭だとどうして分かる？　うちとだけ専門に取引しているような商店ならともかく、わざわざ取引相手ごとに金銭を分けて保管しているわけでもないだろうに」

「それがねぇ、無くなるのはおじさんとの取引でやり取りした分のお金だけらしいよ？　ほかにもいっぱいお金があっても銅貨一枚まできっちり持っていくんだって」

「は？　なんだそれは」

「それが事実かどうかは置いておいても、噂の広がり方からして誰かが意図的に流しているんだと思うよん。しかも、面白いことにえっと、あのスミックス？　あれ、シラックスだっけ？」

「『スラッグス』のことか？」

「そうそうっ、あの面白くない人たち!!　あれを潰したのと、噂を広めているの、同じ人たちだと思うよ」

「……本当か？」

「うんうん、なんか、すっごく上手く正体をぼやかされてて、まだ情報収集の途中だけど、ノノの女の勘を混ぜ混ぜしたらそういうことになったの。これはね、絶対に間違えてないと思うよ」

　ノノリックは情報収集の途中と言いながらも、絶対の確信を持った表情で笑った後、少しだけ目を細めて、口の端を吊つり上げる。

「おじさん、よっぽど恨まれてるんじゃない？」

「いったいどこのどいつだ？　これだけのことができる輩やからに、そんな恨みを買った覚えはないぞっ、ああぁ、くそがっ!!」

　イライラする。実像を見せずに私の邪魔をする存在が、鬱うっ陶とうしくてかなわない。

「旦那様、こちらをどうぞ」

「ああ、ありがとう」

　スッ、とタイミングよくフェグナーが差し出した紅茶に口をつける。

　普通よりも少し強めに鼻から抜ける良い香りが、イライラとした思考を解放するように心を落ち着けてくれた。

「……ふぅ。いや、これはむしろいい試金石になるか」

　本当に信用を落として今後に大きく差し支えが出るような大きい商会は、うちと同じように独自の情報網を使って今回の件について探りを入れるだろう。

　当然、最初に情報を仕入れる先は治安警備隊であり、被害者リストを手に入れれば、すぐにこの噂の真偽に気が付くはずだ。

　試すのは小規模から中規模の商会だ。

　今回のことは各商会がどれほどの情報網を持っているのか試すのにちょうどいい。この程度の情報も手に入れられず、噂に踊らされるようではその商会に未来はない。

「ノノリックは黒幕を探し出してくれ。どちらにせよ、根も葉もない噂であることを証明するのに一役買ってもらわねばならんからな」

「はぁーいっ、おっしごと、おっしごと、らんらんらーん♪」

　ピョンッ、と飛び跳ねるようにソファから降りたノノリックは、何が楽しいのか、上機嫌に鼻歌を口ずさんで外へと出ていった。

「フェグナー、現金はどの程度集まっている」

「はっ、少々強引に話をつけさせていただいたところもありますが、後はいくつかの大規模商会との取引が上手くいけば、概おおむね目標金額に達することができるかと思われます」

「そうか、なら、引き続き手持ちの商品の売却を進めてくれ」

「承知しました。それでは失礼いたします、旦那様」

　フェグナーはいつものように綺き麗れいに礼を取ると、ノノリックとは対照的に静かに部屋を後にする。

「ふぅ、これを飲み終えたら私も仕事に戻らねばな」

　カップに残った紅茶に口をつけ、グロンドは今ひと時の休憩を楽しむのだった。





　　　　☆






　そう、だからそれは崩れ始めの音。

　虚像にかたどられた、冷たく光る価値を纏うソレを積み上げ続けて、あいつはもっともっとと高い場所を望んで上を見続けている。

　だから、俺とミナリスとシュリアは気付かれないようにひそやかに、一つ一つ、その塔が揺れないようにその足元から塔の欠片かけらを引き抜いていった。

　物事は落差が大きければ大きいほどに、その身を叩く強さを増していくから。

　その塔を崩す時は、あいつが次の段を積み上げるその瞬間、抵抗する暇もなく落とすと決めた。

　そしてこれが最後のピース。

　これが、最初に大きく響き渡る、瓦が解かいを始める塔の音。

　溺れるようにあいつが築いて上ったその足元が、脆もろく崩れ始める崩壊の音。

　俺は、その塔から引き抜いた欠片を手に掬すくい上げてチャラチャラと手から零す。

「さぁ、祭りの準備はこれで終わりだ。グロンド、お前にも味わわせてやる、今まで大切だと思っていた価値観がズタズタに引き裂かれるあの瞬間を」

　何もかもが凍える冷たさと、ドロドロに溶かした熱炉の底が、お前の棺かん桶おけだ。

「お前の大好きな貨幣の海で、最後に溺死させてやるよ、グロンド」

　落ちた瞬間に響いた金属の濁った音が、とても気持ちよく俺たちの耳に響いていた。
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「ふぅ、これで細かい商談は終わりだな」

　私は最後に溜たまった書類にサインを入れると、ようやくなくなった書類の山に一息ついた。

　仕事に区切りがついた達成感を心地よく感じつつも、どうにも予想を外れたコトの成り行きに不満を感じていた。

「まったく、どこの商会も想定以上に耳が悪いな。私の目も想像以上に曇っていたということか……」

　うちの商会との取引に使われた貨幣が消える、そんな噂を真に受けたいくつもの小・中規模の商会。結局、そのほとんどがうちの商会との取引を切り、手を引こうとしていた。

　その中にはなかなか目端が利いていると思っていた商会もあり、さすがに失望を禁じえなかった。

　結局、今の段階で取引を切らなかったのは被害のない大商会と、うちが美う味まい汁を吸わせつつ、軽い弱みを握っている商会だけだった。

「ふんっ、こうなれば、集めた貨幣で権益を得た後はズタズタに利益を絞り上げてやる」

　権益を得てしまえば、風向きはガラリと変わる。

　多くの商会がこのグロンド商会へとすり寄ってこようとするだろう。

　しかし、今は向こうがこちらの契約を切りに来ている。手のひらを返してうちと契約しようとするのなら、当然、それに見合うだけの対価を絞り上げられる。

（現状は癪しゃくに障るが、今後を考えれば利益に繫がる）

　魔力嵐も収まりつつあり、その影響で街道を塞ぐほど増えた魔物もギルドが排除するだろう。

　情報伝達の手段が回復すれば、貨幣の改鋳の情報もすぐに広まる。

　それに合わせて、うちの取引記録の一部と被害届の一覧の情報を流せば、それでこの馬鹿な噂もすぐに駆逐されるはずだ。

（傘下の商会からは現金を引き上げさせたし、多少融通を利かせられる商会からも現金を巻き上げた。他の大商会もこれだけうちがリードしている状況で張り合おうとはしてこないだろう）

　普通、貨幣の改鋳は決定後、速やかに実施されるのが慣例だ。

　ということは、貨幣の改鋳は既にほかの街では行われ始めていてもおかしくはない。

　この状況からうちの商会を抜き去るには明らかに時間が足りず、うちの一人勝ちが確定的だった。

「会頭、オカリア商会様、フギネ商会様、ムナイト商会様から会談の申し込みが来ています」

「なに？」

　名前に挙がったのは、いずれ劣らぬこの街の支配者。

　うちの商会と日々しのぎを削り合う目障りな商売敵がたきだった。

　その規模はうちと同等……いや、うちよりも少し力を持っている商会。

　貨幣改鋳の権益を狙える位置にいる、うちの商会が警戒するべきいくつかの商会だった。

「内容は？」

「それが、臨時の追加取引を行いたいと……」

（このタイミングで追加取引……？）

「取引物はなんだ」

「ええっと、買いつけのようですね、食料と武器類の一式、ポーションの類たぐいを大量に買いつけしたいようです。理由は、数日後に計画されている魔物の討伐の需要を見込んでとのことです」

「そうか、分かった。君はいったん退室してくれ。考えたいことがある」

「かしこまりました」

　一つ礼をした部下は黙って部屋を出ていく。

　静かになった部屋で、グルリとイスを回して立ち上がり、背後の窓から街を見回す。

「クククッ、アーハッハッハッ!!」

　そして、堪こらえきれずに笑い声をあげた。

「よしよしよぉーしっ!!　これで本当にうちの商会が権益を得るのは確定的だっ！」

　額面通りに受け取るなら今回の魔物の討伐で一ひと儲もうけしたいということだが、その仕入れをうちに求めてくるはずがない。

　確かに魔物の討伐で需要は増えるだろうが、それをあの規模の商会が自ら賄いきれないはずもないのだ。

　この取引の目的は、明らかに現金を手放すということにある。

（あれらの商会にも貨幣改鋳の情報が回ったのだろうな。そして慌てて損害を減らすため、うちに頭を下げに来るということか……。クククッ）

　大量の貨幣との引き換えで得ることができる権益。

　それは莫ばく大だいな富を生む甘い果実だが、それを求めていくには相応のリスクが存在する。

　持っている貨幣の価値が変わる。

　それは、その貨幣を多く持てば多く持つほどにその悪影響を受けることになる。要するに、ほかの商会は権益を手に入れられないと諦めたのだ。

　キチンとした情報収集能力を持つあの規模の大商会が、あの噂を信じたわけもないのだから、理由はそれしかありえない。

　だから、その損害を減らそうと、うちに媚こびを売るのに合わせて取引を持ちかけようとしているのだろう。

「今まで奴らにはさんざん煮え湯を飲まされてきたからな。くくく、たっぷりと足元を見て取引してやろう」

　それぞれの商会の会頭の屈辱に歪ゆがむ顔を思い浮かべるだけで笑いそうになる。

　もうすぐ、もうすぐここから見える街が私の手に入る。

　この街を行き来する全ての金に、私の息を吹きかけることができる。

　私は、この街の命を握ることができるのだっ！

　この私が、この街の全てを思いのままにできるのだっ!!

「くくくくっ、ハーっハッハッハッ!!」

　そうして私は、我慢できずに再び笑い声をあげた。







「これは少々お待たせしてしまったようで、我がグロンド商会としても汗顔の極みですな」

　私がわざとゆっくりと時間をおいて訪れたのは、オカリア商会、フギネ商会、ムナイト商会、そのそれぞれの会頭の待つ応接室だった。

「いえいえ、さほど待たされたわけでもありませんから」

「そ、そうですな」

「……商会の会頭というのは忙しい仕事だからな」

　一斉にこちらを向いたその顔はどれも商売人としての仮面をつけていた。

　しかし、どいつもこいつもその下の素顔に浮かぶ屈辱の顔が透けて見えて仕方がない。

「さぁ、時は金なりと言いますからな。さっそく商談を始めましょうか」

　我ながらヌケヌケとよく言うと思いながら話を始める。

「それで、そちらが要望している物品はどんなものでしたかな？」

「……はい、こちらがオカリア商会からの注文書です」

　苛いら立だちを見事に隠しながら、オカリア商会の会頭はその紙を手渡してきた。

「これが、吾わが輩はいのフギネ商会からの注文書ですぞ」

「……ムナイト商会からだ」

　ほかの二人も同様に注文書を手渡してくる。

「フムフム」

　食料、鉄製の武具や防具、下級から中級ＨＰポーションとＭＰポーション、各種ステータスの強化薬から状態異常の回復薬。

（……思ったよりも注文数は少ないし、単価も安いな。コレは事前に談合を交わしてきたか？）

　三枚の注文票に記載されている注文数もその単価も、その数値は想像よりも少なかった。

　おそらく、事前に打ち合わせをして、うちから買い取る量の割合と値段を決めてきたのだろう。

　大商会であるうちでも、注文に対応できる数には限りがある。

　その全てを独占しようとすればその価格はどんどんと吊り上がることになり、向こうの三商会にとっては嬉うれしいことにはならない。

（まぁ当然の判断だな、私でもそうする。いや、そうするしかない）

　自らの商会の利益のことを考えたらその選択が一番いいのは確かなのだから。

　しかし……。

「ふむ、どの商会も話になりませんな」

「「「なっ!?」」」

　バサッ、と三枚の注文書を放り捨てるように手を放した。

「注文数はいいでしょう。何とかうちでも対応できなくもない量だ。しかし、この金額はいただけない。せめてもう少し、これくらいは色をつけてもらわないと」

　再び拾い上げた注文書にペンで修正を入れて、三人へと返す。

「……グロンド会頭、こりゃあいくら何でも阿あ漕こぎが過ぎるってもんだ」

「そ、そうですぞ。我々の提示した値段も相場に十分色をつけた値段になっているではないか」

「そうですっ、いくらなんでも無茶苦茶だっ！」

　注文書に目を通した三人は、加えられた修正に慌てて声をあげる。

「おやおや、私はこれでも良心的だと思うのですがね。街に閉じ込められ、どこも品薄の状態だ。そして、誰もが命は惜しい。それこそ飛ぶように商品が売れるでしょうなぁ。街道を塞いでいる魔物たちをあらかた討伐し終えたとしても、魔力嵐の影響でしばらくは魔物が多くなる。売れ残りを心配する必要もほとんどない」

　口から流れ出る言葉はとても滑らかだった。

　噓や虚飾を使いこなして、相手を丸め込むのが商人という仕事だ。

　話している内容が真実ならなおのこと、スルスルと言葉が口から出る。

「いやぁ、羨うらやましい。私は支店を出すための準備で、今は在庫よりも現金を必要としているが、商人としては願ってもない商機ですなぁ」

　ハハハハッと笑い声をあげる。

「とはいえ、うちとしても少ない商品を小出しにするよりも、先に在庫を処分して利益を確定させた方が何かと動きやすい。これなら私も皆さんもどちらも利益を得ることができるでしょう？」

「「「…………っ!!」」」

　ニヤリと笑って見せれば、三人とも商人としての顔が一瞬だけ剝はがれ落ちて、その下の屈辱に焼かれた素顔が覗のぞく。

　当たり前だ。言っていることは噓ではないが、どちらも利益が上がるにしてもこの金額ではその差に大きく開きがある。

　実質、ただ働きをしろと言っているのとほとんど変わりがない。

（だが、それでもお前らには断れんだろう？）

　これは事実上の命令に等しかった。

　敗軍の将は以もって勇を言うべからず。

　降伏を申し出てきたこいつらには、うちに媚びることしかできない。上手くうちの商会に取り入ることができれば、今後とも甘い汁を吸える可能性が非常に高くなるのだから。

「……わ、分かりました。我がフギネ商会は、この値段と数量で契約しますぞ」

「……オカリア商会もです」

「ムナイト商会も、同意しよう」

　おぉおぉ、こいつらのこの顔だけで、今までの多少の苦労など吹き飛ぶというものだ。

　完全勝利だっ！　本当は今すぐこの場で高笑いしたい気分だった。

　もちろん、本音は建前に隠すもの。どのような場であっても取引の場で仮面を外して喜ぶなど商人としてありえない。

「おお、分かっていただけましたか。それでは注文書にサインをお願いしたい」

　数字を書き換えた注文書を改めて三人の前に差し出す。

　三人の会頭たちが注文書にサインをするために身を倒して文字を書く姿は、まるで私に跪ひざまずいているようだった。

　気分がいい。とても気分がいい。

　全員の頭が下がっているのをいいことに、思わず私の顔が笑みの形に歪んだ。

　そうして、私の眼の前で、こいつらが敗者となった証拠が作り上げられる。

　重要なのは、結ばれた注文契約で得られる利益などではない。

　これだけこちらに有利な商取引を行わせたという、その事実こそが大事なのだ。

　普段なら絶対にありえないような取引を成立させたというこの前例は、街の商会の立ち位置の格付けをはっきりとさせる。

　これは、私のグロンド商会がこの街の頂点に立つ儀式なの……、

　その瞬間、ギシリッと、何がかどこかで軋きしむような音が聞こえた気がした。

（…………なんだ、なんだこの感覚は）

　それは、これまで商人として生きてきた中で幾度も感じたことのある警戒音。

　理屈ではない、チリチリと背筋の奥が焼けるような焦燥感。

　何か、間違えてはいけない何かを決定的に踏み越えてしまったような感覚。

（おかしいっ、なぜだ？　何が問題だというのだ？）

　目の前にあるのは無様に頭こうべを垂れる哀れな敗北者たち。

　手の内にあるこの現実には、どう考えても間違いはない。私はこうして勝者として君臨しているのだから。

　だが、そう考えているのに心のさざ波がやむことがない。

　この感覚が湧き上がるのは、基本的に誰かに騙だまされ、何かを失いそうになっている時だ。

「グロンド会頭、それでは一通をそちらに、もう一通は我々が持ち帰りますので」

　オカリア商会の会頭が書き終えた書類を差し出すのに合わせて、ほかの二つの商会の会頭もサインを入れ終えた注文書を差し出す。

（まさか、これか？　この注文書に何か仕掛けでもしてあるのか？）

　通常、商取引では契約書は二枚作成し、それを一枚ずつ保管することになっている。

　どちらかの都合で契約を反ほ故ごにしないためだ。

　私は契約書を受け取ると、服の内ポケットに忍ばせてある魔道具で契約書に何か仕掛けが施されていないかと確かめるが、そこに異常は見当たらない。

「なにか、不備のある点でもございましたかな？」

「ああ、いや、なんでもありません。確かに、これで契約は完了ですな」

　一枚ずつ回収した契約書の片割れを受け取り、部下に手渡した。

　契約書を受け取った部下は、それを保管するために部屋を退室していく。

　滞りなく取引は終わったというのに、やはり胸騒ぎは収まらない。

（なぜだ……、いったい、何を見落としている？）

　もしかしたら、ただの思い過ごしなのか。

　望んでいたものが手に入る高揚感で、不安になっているだけなのか。

「さて、それでは来月分の取引の商談をまとめるとしましょうか。我々も忙しい、わざわざ日を改めるなど、愚の骨頂ですからな」

　心の内がどうあれ、私は商人だ。

　やるべきことはやらねばならず、予定通りに話を進める。

　三つの商会はそれぞれ独自の強みを持っていた。

　オカリア商会はステータスを一時的に強化するポーションを、フギネ商会は武具や防具などの金物に秀でて、ムナイト商会は質のいい携行食料や魔道具の販売に先んじている。

　それに対し、うちの商会はこれといって秀でたものはないが、代わりに多方面への販路を持っていて、苦手な分野が存在しない。

　うちはそれぞれが秀でている品物を融通してもらう代わりに、それぞれの不得意な消耗品を安く取引していた。

（格付けが済んだ今、その鉄が熱いうちに更に追い打ちを……）

　しかし、そこで目の前に座る三人の男が困惑したように顔を見合わせている。

　その意味に私が疑問を挟むよりも先に、三人を代表してムナイト商会の会頭が口を開いた。

「…………君は、何を言っているんだ？　これ以上グロンド商会との取引などするわけがないだろう。というより、まだこの街で商売ができる気でいたのか？」

「…………は？」

　おもわず漏れた自分の声に、私が立っている足場の一部が、ジャラリッ、と崩れる音がした。

　耳から入ってきた言葉は、意味を持った言葉としては理解できなかった。

　なんだ、何を言っているんだ？

「この街で、君のところに品物を売る商会も商人もいるわけがない。それが分からないわけがないだろう？　何一つ証拠は挙がっていないが、これだけ状況が揃そろって君たちの介入を示しているんだ。どんなバカでも取引を避ける」

「ど、どういうことだっ!?　いったい何の話だっ!!」

「どういうことも何も、貨幣の消失事件の話だ。うちや、こちらの二人の商会の傘下どころか、ある程度力を持った商会にもお構いなしに手を広げておいて、今更とぼけることもないだろう」

　ムナイト商会の会頭の言葉に、オカリア商会とフギネ商会の会頭が頷うなずいている。

　ギギギッ、と、まるで歯車の間に何かが挟まってしまったかのように思考が止まる。

　何かしなければと思うのに、何をすればよいかが分からない。

「正直、グロンド氏が商売をやめる日が来るとは想像もしていなかったでありますが……」

「いいっすよ、俺も信じられなかったですけど、何の手も打たずにここまで来てるってことは先は知れてるでしょ。全ての在庫を売り払って、帝国で爵位と領地と名前を手に入れて楽隠居コースとかそのあたりじゃないんですか？」

　呆あきれとも蔑さげすみともつかない視線でオカリア商会の会頭が私を見る。

　何度もやり取りを交わしてきた間柄だ、そこに商売を捨てるなんて失望したという蔑さげすみの意味が含まれていることが痛いくらいに伝わってくる。

「ま、て、待ってくれ、なんだ、どういうことだ？」

　おかしい、おかしい、おかしい、この三商会が事件の被害リストの情報を手に入れられていないわけがない。

　私が手に入れた被害リストの中には、ほとんど大商会によらない経営を続けてきた中小商会の名しかなかった。

　うちを含め、この三商会のように力を持った商会はどこも被害にあっていなかったはずだ。

「シャクだが、我々も誇りと面子だけでこれ以上の損害を出すわけにはいかん。だから、こうしてここに白旗を上げにきたのだ。グロンド商会との取引で得た貨幣を返すためにな」

「なっ、なんだそれは、貴様らはうちの商会が得る貨幣改鋳のおこぼれに与あずかるために、膝をついたのでは……」

「は？　貨幣改鋳？　いったい何の話である？」

　思わず返した私の言葉に戻ってきたのは、怪け訝げんな表情をした言葉だけ。

　会話がズレている。情報が嚙かみ合わない。

（と、とにかく、何とか仕入れの取引は繫がなければまずいっ！）

　口約束に法的な効力はないが、うちほど大きい商会になれば、その取引の物資量はすぐさま用意できるものではない。

　だから、契約書を交わす前の段階である程度話をしておかなければ、後々状況が変わったところで急に用意できるわけもない。

　いつも通り、ほかの街に各商会の品を卸す契約も交わしてしまっている。

　もし仕入れができないようなことになれば、違約金を支払うことになり、大損となってしまう。

「お、お待ちください。どうやら、重大な認識の齟そ齬ごがあるようです」

「認識の齟齬、ですかな？」

「「……？」」

　フギネ商会の会頭が怪訝そうな顔をし、残りの二人の会頭が顔を見合わせる。

　どうやら、何かがおかしいことを、こちらの様子から窺うかがい知ったようだった。

「ええ、まずは、落ち着いて話し合いを……」

　と、その時だった。

　コンコンッ、と扉がなり、部下が入室してくる。

「なんだっ、今は重要な商談の最中だぞっ!!」

「そ、それが、その、そちらの三商会の方が至急、それぞれの会頭にお伝えしたいことがあると」

　オドオドとしながら告げる部下。

「ふむ、我々の部下も今が商談の最中ということは弁わきまえているはずだ。それでもなおというのだから、よほどのことなのだろう。入室の許可をいただきたい」

　許可してはまずい。

　商人としての勘が囁ささやいているが、それを止められるだけの手札が私の手にない。

「え、えぇ、かまいません」

　仕方なくそう言うしかなかった。

　失礼します、とそれぞれ口にしながら部屋へと入ってきた後、険のこもったそれぞれの瞳が私に向けられる。

　それがより一層に不安感を募らせ、なのに何一つ対応を取ることができないことが焦燥感を煽る。

　そして、それぞれの商会の会頭のもとへ行き、その内容を耳打ちしていく。

　その瞬間、三人の会頭が目を見開く。こちらに一斉に向いた視線には先程の『とりあえず話を』という雰囲気は微み塵じんも感じられなかった。

「…………あぁ、なるほど、全部演技だったというわけか」

「じ、時間稼ぎをしていたというわけでありますな。それも、わざわざこのタイミングで発覚するようにっ!!」

「いくらなんでも趣味が悪すぎるっ!!　ここまで馬鹿にされるとは思わなかったっ!!」

　三人とも全身から隠すこともなく怒気を放っていた。

　これ以上は何も話をする気はないとばかりに立ち上がり、その場を立ち去ろうとする。

「まっ、待っていただきたいっ、なにがあったというのですかっ!?」

「何を白々しい。たった今、うちの金庫から金が消えたという連絡があった。それもきっちり、そちらとの取引で得た売り上げと同額がな」

「なっ!?」

「あぁ、まったく、今回のことはこちらの完敗だよ。調べさせるが、どうせ証拠は何も挙がらないだろう。これでこちらは君のところとの取引に使った貨幣を失った上で、先程の契約を履行しなければならなくなった」

「あぁーもうっ！　ただでさえ今回の魔力嵐の影響で、ギルドに格安で品物を卸したばかりだっていうのにっ！　赤字どころじゃないですよっ！」

「この損失を埋めるのにどれだけの時間が掛かるか……」

「そんなっ、お待ちくださいっ、私の話を……っ!!」

「しつこいですぞっ!!　もう顔も見たくないっ、顔を合わせるのも今回が最後でしょうな！」

　吐き捨てるように、最後に部屋を後にしたフギネ商会の会頭がそう叫び、バタンッ、と大きく音を立てて部屋の扉が閉まった。

「…………」

　私は、まるで氷ついてしまったようにその場に立ち尽くすしかなかった。

「か、会頭……」

「……出ていけ」

「……は？」

「出ていけと言っているんだこのウスノロがっ!!」

　叫ぶような声をあげると、まるで堰せきを切ったように感情が溢あふれ出してくる。

「ひっ、も、申し訳ありませんっ!!」

　追い出した部下が、慌てて部屋から外に出ていく姿にすら苛立ちを搔き立てていた。

「ぐらぁあぁああぁらぁああぁああらあああああっ!!」

　ただ心の苛立ちを鎮めるために手に付く調度品を壁へと投げつけた。

　金貨何枚もの価値をした陶器の置物が、ガシャンッと大きく音を立てて粉々に砕け散った。

「はぁ、はぁ」

　チチチッ、と、ネズミが鳴く声が聞こえる。

　どこからか入り込んできたネズミが、視界から走り去っていくのが見えた。

「くそが、はぁ、はぁぁああああ～……」

　私はソファに座り込み、両手を組んで深くため息をついた。

（思考はフラットに。とにかく次の対応を取らなければ）

「旦那様、至急お話ししたいことがあります」

「おお、フェグナー。私もお前に確認させたいことが……」

「……いえ、一歩遅かったようですね。こちらをご確認ください」

「……？　これは、被害のリストか？」

　確認を取らせようと考えた情報を、指示を出すよりも先にフェグナーが持ってきたことに驚く。

「一枚目がうちが手に入れていたもの、そして二枚目が私が独自のルートで手に入れたものです」

「!?　な、なんだこれはっ、まるで内容が違うじゃないかっ!!」

　ザァとそのリストを上から目を通していく。

「アーリー商会、ビード商会に……、先程の三商会までっ、どういうことだっ、全部うちと取引があったところだけではないかっ!!」

「それからもうひとつ悪い知らせです」

「まだ何かあるのか！」

　私は呻うめくように言葉を吐き出した。

「先程の三商会からも金銭がなくなったそうですが……」

「それは知っている。たった今、その知らせのせいで交渉がオシャカに……」

「いえ、話はそこからです。その件を受けて、役所が重い腰をあげました。おそらく、近日中に査察にやってくるでしょう」

「なんだと!?　この時間が惜しい時に……っ!!」

　役所の査察を受けている間は後ろ暗いことはしにくくなる上、表側での取引も中止させられてしまう。

　この状況で手足に枷かせを嵌められたようなものだ。

「あぁぁっ、クソッ、なんだってこんなことに……っ！」

「……取引をまとめている部署の担当者の様子がおかしかったので調べたところ、何かしらの魔法薬を飲まされていたようです。本人には何をされたのか記憶がないようでしたが、そこから情報が漏れたのでしょう。おそらく、今回のことも、例のグロンド商会を狙っている者たちの仕業かと」

「ゴ、ミ、む、しっ、めぇえええええっ!!」

　グシャリと怒りのままにその紙を握り潰す。

「ノノリックはどうしたッ、その連中を見つけ出せたのかっ!?」

「……いえ、それが、先日から姿を見つけることができず……」

「なんだとッ？　あいつぅぅぅッ、肝心な時に何をやっておるのだっ!!」

　苛立ちのまま、握りしめた手をテーブルに叩きつける。

「あいつはもういいっ、フェグナー、お前が見つけ出せっ！　そして俺の目の前に這はいつくばらせろっ!!」

「旦那様、落ち着いてください。今すべきはそんなことではないでしょう」

　しかし、フェグナーは私の命令に従わず、逆に諫いさめるように声を掛けてくる。

「今すべきことをなさってください。あなたはグロンド商会の会頭です。そのお立場として何をするのが一番正しいのか、お考えください」

「それは……っ、ぐっ、くそがッ」

　反発する怒りに対し、フェグナーの言葉の正しさを理性が肯定する。

　その怒りを嚙み下すように咀そ嚼しゃくし、飲み込んで、私は息を吐く。

「……フェグナー、まずは在庫の出荷を至急やめろ。それから、役場連中への応対を頼む。私は、この街の連中からどうにか先取り契約を交わした品数を仕入れられないか試す」

「かしこまりました。在庫を保持するために、少々金子を使う許可をいただけますか？　消えているのは商取引で扱った金銭分のみという話です。そう囁いて個人に金を握らせれば、欲に倒れるものもいるかと」

「あぁ、頼む。この状況が改善されず、契約済みの品物を手に入れられなければうちは終わりだ」

　フェグナーは静かに礼を取った後、素早く部屋から退室する。

　契約を反故にした場合、たいていが違約金を支払うことになる。しかし、本来これは事後にとるべき処理ではない。契約を片方のみの都合で反故にするのは、商人として資格なしとして、最悪、その街の商人ギルドから資格を剝はく奪だつされ、以後その街で商売をすることができなくなってしまう。

　だから、違約金として相手方に金を渡すことで先に話を済ませるのが、通常のやり方だ。しかし、いま、うちが支払った金はなぜか忽然と消えてしまうという事件が起こっている。

　これでは、違約金を受け取ろうとするはずもない。

　つまり、現状で契約を反故にしてしまえば、私はこの街で商売を続けられなくなってしまう。

　もちろん、何らかのやむを得ないと判断できる事情があれば別だが、それに該当しそうな魔力嵐はすでに収束しかけていて、街道を塞ぐ魔物たちもギルドの討伐戦で解決されてしまうだろう。

　取引物品の支払いは、貨幣改鋳の権益を得てからと考えていたため、まだ先の話になっている。

　これでは魔力嵐による一連の事態が原因という言い分は通るはずもない。

　これからも後遺症として多少街道の魔物の出現率は上がるだろうが、その程度では、やむを得ない理由と見なされはしないだろう。

「どこのどいつか知らんが、この借り、容易たやすく返せると思うなよ、ムシケラァ……!!」

　私は屈辱を飲み込み、状況を打開するために外出用の服へと腕を通すのだった。







「えぇ、ですから、普段の取引値の倍の値段でかまいませんので、追加の契約を……」

「はぁ、グロンドさんねぇ。どんだけうちを馬鹿にすれば気が済むんですか。いくらで売ったって消えちまうんじゃ意味がねぇだろっ！　帰ってくれっ!!」

「で、ですから、それは根拠のない噂で……っ」

「根拠もないも何もあるかっ!!　実際にうちは被害を受けてんだっ！　さぁ帰ってくれっ、残ってる契約分の品物を納品したらあんたのところとの取引は最後だ！」

　さぁ帰ってくれと、半ば無理やりに私はその商会から追い出された。

「くそっ!!」

　これで交渉を断られたのは五件目だった。

　納品に必要な量の品数を揃えるため、あの三つの商会からの仕入れが破談になった分を仕入れようと商会を回っていた。

　だが、交渉はどこも上手くいかず、それどころか違約金を払うからと、もともと決まっていたはずの取引をやめたいとまで言われる始末だ。

　『今回の魔力嵐の影響で魔物が街道を塞いでしまったため』と言われてしまえば、断れないものもあって状況は更に悪化していた。

（クソがクソがクソがッ!!　相場の倍近く出すと言っておるのにっ、どうして誰一人売ろうとせんっ!!）

　まずい、まずい、まずいっ!!

（このままでは本当にこの街で商売を続けられなくなってしまうっ！）

　募る焦燥感が、ジリジリと遠火に理性を焼くような苛立ちと不安を積み上げる。

　取引に関して、冷静さを失って感情を吐き出しても事態が好転するわけもない。だからこそ、吐き出して消化できない怒りが、自分の中で水底に溜まる澱おりのように降り積もっていく。

「ちっ、やけに今日は暑いな」

　照りつける日差しに、汗を拭ぬぐう。

　そういえば、今日は朝から何も腹に入れていない。

　私は小腹を満たすために、手ごろな食堂の暖の簾れんをくぐった。

　普段なら入るようなレベルの店でないことは外観から見て取れたが、今は自分の腹を満たすために遠い場所に足を運ぶ時間が惜しい。

　そして、美味いものは得てして調理に時間が掛かるものだ。

（……？　なんだ？）

　店に入った途端、おかしな視線がこちらに向くのを感じた。

　何かおかしな点でもあったのかと体を見回したが、そういうわけでもない。

（……気にしすぎか。ちっ、疲れているのかもしれんな）

　いろいろあって、神経が過敏になりすぎているのかもしれない。だが、そうそう休んでもいられない状況だ。さっさと食事を済ませ、また他の商会への交渉に出向かなければならない。

「おいっ、注文を……」

「出ていってくんなっ!!」

「なっ!?」

　バシャリッ、と、突然水をかけられた。

「アンタのとこのせいでこっちは得意の仕入れ先が大損こいてんだっ、アンタから受け取った金はみぃんな盗んでくんだろ？　勘定を払わない客は客じゃないよっ!!　とっとと出ていってくんな!!」

「…………」

　その時の私は、きっと相当間抜けな顔をしていただろう。だがすぐに怒りの声をあげた。

「ふっ、ふざけるなっ!!　私を誰だと……っ」

「盗人ぬすっと商会の頭かしらだろっ!!　ほらほらっ、これ以上店を汚すんじゃないよっ！」

「ぐあっ!?」

　そして私は強引に店を放り出されてしまった。

「き、キサマアアアッ、この程度の店ッ、私の商会なら簡単に潰せるんだっ!!　金にものを言わせて貴様の店に圧力をかけることぐらい……」

「はんっ、何言ってんだいッ、この街じゃもうっ、アンタの持ってる金なんて銅貨一枚の価値もありゃしないよっ!!」

　吐き捨てるようにそう叫ばれて、私は一人、店の外に取り残された。

『アンタの持ってる金なんて銅貨一枚の価値もありゃしないよっ!!』

　その言葉が、耳奥で木霊こだまする。

　価値がない？　金に？　私の金に、価値がない？

　たしかに、食べ物は買えない、飲み物は買えない、品物は仕入れられない、ちょっとした圧力すらかけられなく……、

「あっ、ありえんっ!!」

　意識が否定するよりも早く、それを肯定しかけた思考を振り払うように言葉を吐き出した。

　金が価値を失う？　そんなこと、あるはずがないっ!!

　金だっ、金だっ、金なのだっ！　世界を支えているのは金の力だ。

　今は多少困難に直面しているが、金がその力の本質を失ったわけではない!!

「そう、そうだ。金、私の手には金がある、それがある限り、問題はない……」

　ギシリギシリと軋む音がするのを感じながら、私は再び歩き出した。

　と、前から変わった風体の三人組が歩いてくる。

　街中、それもカンカン照りの昼間だというのに、頭まで深くフードをかぶった三人組。

　人通りの多い時間であるため、誰も気にしていないようだったが、なぜか私の目についた。

　とはいえ、何があるというわけではない。

　そのまますれ違おうとした、まさにその瞬間だった。

「まだまだだ、まだ、終わらせねぇぞ」












「…………なっ!?」

　振り返った時には、その三人組の姿は既にない。

　声に聞き覚えは全くなかった。

　だが、なぜか耳に残る印象的な声に湧き上がる、この嫌な予感はいったい何なのか。

　答えは出せないまま、私はその場に立ち尽くしていた。







　そして、三日後。

　フェグナーが、預けた金庫の中の金と共に、グロンド商会から姿を消した。

　私の耳の奥に聞こえた幻聴は、ジャラジャラと積み上げた貨幣の塔が崩れる音のようだった。






第四章　意い想そう外がいの会かい遇ぐう






「…………あぁ、分かった。フェグナーさん、アンタには世話になったこともあったからな。仕入れの依頼は違約金で手を打つ。うちは、例の消失事件の被害にあったわけでもないしな」

「ご配慮のほど、感謝いたします。それでは、私は失礼いたします」

　これで七件目。

　私はグロンド商会のとしてではなく、普段から個人的に親しく付き合いのあった商会を中心に仕入れの契約の取り消しを打診して回っていました。

　そして、また一つの商談をまとめ終えて、世間話もそこそこに、その場を立ち去った。

「七件中、違約金の話を受けたのは三件だけですか。少々厳しいですね」

　現状を考えるのなら、違約金で契約を反ほ故ごにするなど到底受け入れてもらえるはずもない。断わられるのが当然の中、むしろ、三つもの商会が要望に応えてくれただけでも僥ぎょう倖こうといえる出来事でした。

（しかし、どう計算しても用意しなければならない物資が、グロンド商会にある在庫分を超えてしまいますね……、とすると、馬と馬車、道具袋はどうにか確保しておかなければなりませんか）

　契約違反で訴えさせず、違約金で残った契約の話を済ませるのはなかなかに厳しい。

　ならば、足りない分はどこからか調達してこなければなりません。

　運送量や手間賃を考えれば完全に赤字ではありますが、ほかの街で必要な代物を揃そろえて戻れば、少なくともこの街での商業権を失うことはなくなります。

　ちょうど昼時だったこともあり、私は近くにある行きつけの食堂へと足を踏み入れました。

　店の中は相も変わらず、昼飯時であるのに人はまばらでした。

「おお、フェグナーさん。昼飯かい？」

「えぇ、少しお邪魔しますよ」

　顔見知りの店主と軽く挨拶を交わし、指定席のようになっているいつもの席へと腰を下ろす。

「さて、何にしましょうか……」

「今日は焼き魚の定食がおすすめだ、食ってくといい」

「焼き魚ですか、いいですね。ではそれをいただきましょう」

「あいよっ、焼き魚定食だなっ！」

　しばらくして、魚の焼ける良いにおいと共に、王国ではあまりなじみのない『コメ』という穀物の食事が盆に乗って出される。

　食事をとっていると、目の前の席にドカッ、と店の主あるじが腰を下ろした。

「こらこら、店主がお客と一緒に食事をとってどうするのですか」

「いいんだよっ、ちょうどこっちも飯食ってなかったからなぁ。常連連中はもう今日は全員来たし、新規の客もこの時間じゃ来ねぇし」

「そういう問題ではないと思いますが……、まぁ、今更な話ですね」

　もう長いこと似たような忠告をしてきましたが、本人は一向に気にする様子もないので諦めました。

「フェグナーさん。あんたんとこの商会、なんかやばい噂うわさが出回ってるぞ」

「…………噂ですか？」

「あぁ、なんでも、グロンド商会と取引した商会から金が消えるとかなんとか……、うちみたいな寂れた店にまで聞こえてくるってことは、相当な範囲で噂が出回ってるぞ？　もちろん俺は信じちゃいないが、大丈夫なのか？」

「根も葉もない噂ですが、楽観はしていられませんので、こうして老体に鞭むちを打ってるわけですよ」

「……なぁ、フェグナーさんがあの商会の先代の会頭に恩を感じているのは知っているが、もういいんじゃないか？　隠居して何か趣味でも見つけてもいい頃合いだと思うぜ」

「おや、あなたから忠告をいただくとは、珍しいこともあったものですね」

「馬鹿っ、俺は本気で……」

「だめです、というより、もう無理なのですよ」

　その言葉はするりと口を出た。

「私は、もうすでに自分の生き方を『こういうもの』と定めてしまいました。今更それを覆してしまったら、今までの全てが無為な選択になってしまいます。そちらの方が、今の私には恐ろしい」

「…………ったく、出会った時から変わらねぇな。なんでもできるくせに相変わらず死ぬほど不器用なままだ」

「褒め言葉として受け取っておきましょう。それに……」

（今回のこと、おそらく、一番初めに騙だまされてしまったのは、私でしょう）

「それに？」

「いえ、なんでもありません。ですが、まぁ、隠居はともかく、後進の育成に力を注ぐ頃でしょうか。生涯現役と思っていましたが、ここまでの失態を犯すことになるとは……」

　まだ確証は摑つかめていませんが、まず間違いなく、今回の騒動の起点は、あの時。

　まさかと思わざるを得ない部分も多いですが、黒幕を暴き出せばその確認もとれるでしょう。

「それでは、また来ます」

　私は老いたと認めざるを得ない自らの衰え、そして、おそらくまんまと騙されてしまった自分の間抜けさを呪いながら席を立ちました。

　自らの失態を穴埋めする意味でも、私は働かねばなりません。

　全てのことが落ち着いた後、私の進退はどうとでも決めればいい。

　そう言って帽子をかぶり、代金を置いて店を出ました。







　私が動き始めてから今日で三日。

　この三日で付き合いのあった商会どころか、完全に傘下として取り込んでいた商会もそのほとんどが強引にグロンド商会から離れていきました。

「はぁ、しかし、本当に老いたものですね」

　交渉の合間を縫って今回の件の黒幕と、なぜか姿を隠されたノノリック様を探していましたが、そのどちらも所在を知る手がかりを得ることはできませんでした。

　黒幕を引きずり出して、貨幣消失の絡から繰くりを証明することができれば……。

　と、そんなことを考えていた時でした。

「チチチッ」

「？　ネズミ？」

　足元にすり寄るように現れたのは一匹のネズミでした。

　それも普通のネズミではなく、一応魔物に分類される種類のネズミ。

　能力にも見た目にも違いはないですが、それでも魔物であることに違いはありません。

　人にすり寄ってくることなど、ありえないはずでした。

「これは、手紙？」

　そのネズミの背に取りつけられていたのは、四つ折りにされた黒く小さな紙片。

　そして、そこには『フェグナーへ』と宛名が記されている。

「…………『街の西にある遺跡で待つ。誰にも知らせず、夜までに一人で来い』ですか」

　黒地の紙に銀の文字。

　書かれた文字と紙の色はどんな仕組みなのかすぐに溶けるようにして消えていき、真っ白な紙へと変わりました。街の西というと、隣の街へ行く街道を少し外れた場所のことでしょう。

　木々に囲まれた遺跡とは名ばかりの、崩れた瓦が礫れきの山と化した廃はい墟きょがあったはずです。

「やれやれ、鉄火場を離れて久しいのですがね」

　私は今日で何度目かのため息をつきながら、冷静に計算し始めました。

　これは、この状況では起死回生の一手ともなり得ます。

　このチャンス、逃すわけには参りません。

　…………たとえ、それが見え透いた罠わなだったとしても。

　私はそっと紙片をしまい込むと、指定された場所に向かって。再び歩き始めました。

　街を出た後はある程度街道を進んでいき、そこから脇道に逸それて目的の場所にたどり着く頃にはすっかりと夜も更けてきていました。

　荒涼としたその場所は月影に照らされています。

　そして瓦礫にもたれかかるようにして三つの人影がそこにありました。

「あなた方ですか、私を呼び出したのは」

「あぁ、その通りだ」

　私の問いかけに、中央に立った男が答える。耳に届く声は、とても無機質に聞こえました。

　そして両端には、いつだったか街中で知り合った二名の少女。

「やれやれ、世の中は合縁奇縁と申しますが……」

　確かに、予感はなかったわけではありませんでした。

　コトの成り行きに感じたネットリと絡みつくような憎悪。そこから、この少女たちを連想したこともあります。

　それでもこの時この瞬間に至るまで、その感覚を排除して思考をしていたのは、老いによる耄もう碌ろくか、それとも、戦場を離れすぎた弊害か。

　なんにしても、褒められた話ではありません。

「せっかくの月夜ですので、晩酌に付き合っていただきながら、といきたいところですが。あいにくと私も忙しい身でして、早速本題に入っていただけますか？　あなた方なのでしょう、グロンド商会を嵌はめたのは」

「…………」

　言葉に返事はなく、ただその問いに歪ゆがんだ笑みを浮かべるだけでした。

「『どうして』や『どうやって』を求めさせていだたいても？」

「『どうやって』の方は面倒だから教えるつもりはないが、『どうして』の方なら教えてやる。グロンドが、お前らが絶望の底に沈む顔を見たいからだ。一から十まで全部が全部、そのためだけにやったんだ」

「っ!!」

　それは、予想していた答え。

　しかしそれは、予想していたよりもずっと暗く、深く、黒く、純度が高い。

「そうですか、まぁ、そう簡単に種明かしはされませんか」

　一瞬の驚きは、しかし、それをすぐに心の奥に鎮めて精神を立て直す。

「では、せめてあの手紙の偽造をどうされたのかだけでも、お教え願えませんか？」

「あぁ、貨幣改鋳を知らせる手紙のことか？　優秀だな、あれが偽物だって気が付いたのか」

　名も知らぬ彼は、笑いながら『気付くのが遅い』と嫌味を吐きました。

「えぇ、全ての起点はあの魔力嵐と貨幣改鋳を知らせるあの手紙。魔力嵐もダンジョンコアを破裂させた疑似的なものだったというわけですか。随分と博識な方のようですね」

「そりゃどうも。ちょっとばかり濃い人生を送ってきてるんでね」

　彼は否定もせずにそんな風に嘯うそぶく。

　ですが、考えていた可能性はこれで証明された。

「あのインクは、ダンジョンコアをすり潰つぶした粉末を混ぜ込んだものです。文章の内容も、取り決めた暗号が使われておりました。どちらも、私の唯一の血縁者にしか教えてもいなければ渡してもいないものです。…………どうやって、その情報とインクを手に入れました？」

「そいつはもちろん、秘密だよ。でも、なぁ、分かるだろう？」

　ニヤリと笑みを浮かべながら、彼は言いました。

「…………そうですか」

　私は湧き上がる感情を飲み込むようにして言葉を返す。

「それで……、だとしたら何のために私をここに呼び出したのですか？」

「復ふく讐しゅうのために決まってるだろ？」

　そう言って、名も知らぬ彼は、より一層、凶暴に身をやつした笑みを浮かべる。

「だから、アンタにはここで死んでもらうんだ。苦しんで、泣き叫びながら」

　嘯く声は、どこか道化師の笑い声のような不安定さを抱えながら、まるで悪魔の炎のように貪欲な熱を吐き出していました。

「…………あんまり、調子に乗るんじゃねぇぞクソ餓鬼」

　私は思考は冷静なまま、心から湧き上がる激情を体に巡らせる。

「確認しておきたいことはもう聞いた。あとは、テメェらの手足をもぎ取ってから全部ゆっくりと聞き出してやる。覚悟はできてんだろうなぁっ!!」

　ザワリと湧き上がる肌の表面がチリチリと焼けつく感覚。それは強者の証。

　相手は三人、こちらは一人。だから、それがどうした？

　そんなもの、欠片かけらも奴らの有利を証明するものではない。

　両腕を振り、服の中に仕込んである道具袋から、肘ひじから指先ぐらいまでの長さの小剣を二振り引き出して握った。

　そのうち、左手の剣だけをすぐさま逆手に持ち直す。

「全員バラしてやるから並べ、餓鬼ども」

「ははっ!!　いい殺気してやがる。さすがは腐っても『戦場の血まみれ鬼』か」

「……今となっては錆さびついた通り名だが、久しぶりにそう呼ばれてもいい、最低で最悪の気分だ」

「くくくっ、そうだ、それでいいっ。すまし顔のまま殺してやるほど甘くは、っ」

　その瞬間、耳をつんざくような甲高い金属音が鋭く宙を引き裂いた。

「あはっ、アハハハハハッハッ!!　凄すごいっ、凄いよ君っ!!　ねぇねぇなんでノノが斬りかかるの分かったの!?　このタイミングなら絶対に対応できないと思ったのにっ!!」

「ちっ、本当に嫌なタイミングで出てきやがったな!!　邪魔だぁああっ、ノノリックゥッ!!」

　ノノリックの手には刃から握り手まで白く染め上げられた白剣。

　その斬撃を受け止めた少年の手には対照的な、血の赤が混じる黒一色の黒剣。

　私の目の前で、ギリギリと高笑いをあげるように切り結んだ二振りの刃やいばのもとで、一人の野性と一人の復讐者が静寂を切り裂く叫び声をあげた。





　　　　☆






　ノノリックの気配の消し方は本当に完璧だった。口に出すつもりはないが、「さすが」と褒めざるを得ない。

　瓦礫の陰から飛び出してきたノノリックが、低い体勢から俺を刈り取るようにしなる斬撃を振り下ろしてくる。

　スローモーションのように迫る白剣を【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】で受け止めることができたのは、来るならきっとここだろうと踏んでいたためだ。

「っ、ぎっ、んにゃ！」

「らぁあっ!!」

　上からの斬撃に対応するため、下から合わせた剣。

　俺は鍔つば迫ぜり合いから弾はじき飛ばすように心剣を振り抜いた。

　ノノリックはこちらの力を利用して、自ら後ろへと飛んで距離を取った。

　猫のように体をしなやかに扱って、地面に足を擦することもなく、ストッ、と降り立った。

「アハハッ！　凄い凄いっ!!　押し返されちゃったっ！」

　ノノリックは一瞬たりともこちらから視線を外すことなく、ネコ科を思わせるギラついた金の瞳に喜悦を浮かべている。

　体勢を崩すなら追い打ちを、と思っていたが、そんな隙すきは欠片も存在していない。

「さてと、まぁ予測してたが……。はぁああっ、しゃあねぇな。フェグナーは完全に二人に譲るしかないか」

　ガリガリと頭を搔かきながら息を吐き出す。

　最初から多少予測していたとはいえ、テンションを上げてきていたところで水を差されて少しだけ気分が萎なえてしまった。

「カイト様、欲張りは駄目なのですよ。最後の美お味いしいところをほとんど独り占めするんですから、前菜くらいはミナリスさんとシュリアで楽しませてくださいなのです」

「その通りです、ご主人様。こんなところで小出しにすることはありません。何より……、そこの老人は、私の獲物ですよ、ご主人様」

「……まぁそうだな。それじゃあ、話した通りにな、ミナリス、シュリア」

　さすがに、ノノリックと戦うには今の二人では力不足だろう。

　フェグナーが苦しむ様子を見られないのは残念だったが、仕方がない。本当に残念でならないが。

「ねぇねぇーっ、お話はもういいでしょ、お兄さぁーん。ノノ、もう我慢できないよぉー！」

「うるせぇ、変態の戦闘鬼が。すぐに相手をしてやるから待ってろよ」

　別にノノリック相手には何の隔意もないが、復讐の邪魔をするなら、俺たちの敵だ。

　キッチリと仕留めてやる。

「勝手に話を進めるなクソ餓鬼！　ノノリック、テメェは手を出すんじゃねぇよ。そいつら全員、私の獲物だ！　何ならお前からぶち殺すぞっ」

「ふぅ～ん？　羊の皮をかぶってるとは思ったけど……。でもざぁんねぇん、せっかく本物がいるのに、かぶり物ばかりの紛まがい物をつまみ食いなんてしないよ？」

「あぁ……？　どいつもこいつもケツの青い餓鬼のくせに、偉そうに囀さえずってんじゃねぇぞクソがっ!!」

　フェグナーの低く怒りを滲にじませた声が響く。

　だが、口元に手を当てて前かがみになったノノリックは、柳に風と口の端を吊つり上げて蠱こ惑わく的に笑うだけで、気にした様子もない。

「それに、どっちにしろ萎しおれかけに興味はないんだぁ。やっぱり楽しむならジューシィな方がいいじゃない？　ノノとやりたいなら、もうちょっとだけ早く仕掛ければよかったのにね？」

　そう言ってノノリックは更に笑みを深める。

（……チッ、気付いてるのか。相変わらずどういう感覚してやがる。これだから本物の天才って奴らは手に負えねぇんだよ）

　なんにしろ、余計なことを話される前にこの場を離れておくべきか。

　まぁ、もう仕込みは終わっているので、この段階でバレたところでどうということもない話だったが、わざわざ教えてやることでもない。

「おい、場所を変えるぞ」

「きゃっ！　お兄さんったら、ノノと二人きりになってなにするつもりなの？　いやーんっ、野獣の眼つきでこわぁーい！」

「黙れよ、こちとらお前のその無駄な娯楽に付き合うためにせっかくの舞台を見逃すことになるんだ。さっくり殺して、見学に戻ってきてやる」

「ん～んぅ、その反抗的な態度。ふふふっ、きーめた！　壊れない程度にいっぱい虐いじめた後に、たっぷりと甘やかしてあげる。ノノにしか興奮できないようにしてあげるよ」

　子供のような小柄な体で、まるで男を誘うサキュバスのように上気した喜悦の笑みを浮かべるノノリック。

　手にした剣をしまって自らの体をかき抱く姿は、本当の女の子のような、いや、それ以上に色めいた艶つやを持っていた。

「……………本当に、今すぐこの場でその気色の悪い脳みそ晒さらして野垂れ死ね」

　本当、なんでこんな変態を相手にしなければならないのか。

　復讐のテンションが下がるからマジで勘弁してほしい。

　まぁ動き出せば、テンションは勝手についてくるだろう。

　これ以上話して戦闘のテンションまで落ちるのは頂けない。

「待てつってんだろうがクソ餓鬼共がっ、っ!?」

　ギッ、ギンッ!!　と再び金属音が鳴り響く。

　歩き始めた俺と、一定の距離を保ち続けるノノリックに仕掛けようとしたフェグナーの剣を、ミナリスと、シュリアの操る鎧よろい人形が受け止めた。

「どけこの小娘がっ!!」

「あらあら、上から目線の適当なご高説を謳うたっていた相手と同一人物とは思えませんねっ」

「言葉も薄っぺらなら、かぶった皮まで薄っぺらなのですっ」

（あぁ、ミナリスもシュリアも本当楽しそうにしてんなぁ、くそっ！）

　欲張りといわれても羨うらやましいものは羨ましい。

　俺だってフェグナーを甚いた振ぶってやりたいのにっ！

　ノノリックを相手にしても、俺は一個も楽しいことがないのにっ!!

「じゃあ、あとは二人に任せたからな。おらっ、とっとと行くぞ」

「いいよ？　けど……」

　フッ、と何の予備動作もなくノノリックが加速する。

「その場所まで、ノノの攻撃に耐えきれたらね？」

「……んにゃろっ！」

　ギリィ、ギギンッ、と合わせた刃が再び鳴く。

「っ、ご主人様！」「カイト様っ!!」

「気を逸らすなっ二人ともッ!!」

「「っ!!」」

「ハァアアアッ!!」

　二人の意識がこちらに逸れたその瞬間を狙って、フェグナーがミナリスとシュリアを弾き飛ばした。

　だが、それで二人も目が覚めたらしい。二人の意識が完全にフェグナーへと向いた。

「っ、っと!!」

「アハハハッ!!　よそ見しちゃイヤなのはノノもだよ？」

「くそがっ、上等だよこのド変態が」

「やんっ、あんまり抵抗しないでほしいなぁ。後で治るように斬るのって大変なんだよ？」

「知るかっ、テメェが死ね」

「〇〇○してから、×××して堕おとしてー、たっぷり△△△してあげてー、フフフッ、楽しみだなぁー。鎖に繫つないでいろんなところに連れまわしてあげるからね」

「……もうやだ、ほんとやだ」

　ぞわぞわと感じる、いろいろと意味が違う寒気に若干泣きそうだった。

　この手の奴らってなんでこう、人の話聞かねぇの？

　ガキンガキンッと鳴る剣けん戟げきの中、遺跡の周囲の森へと潜り込む。

「うんうんっ！　わっけ分かんなーいっ、なんで？　お兄さんっ、レベルっ、その色じゃ絶対一桁でしょ!?　どうしてこのスピードとパワーに対抗できてるの!?」

　ギンギンギンギンッと刃の交わされる音が、木々の間で響き渡る。

　まるで試すように少しずつ剣戟の合間で、ドンドンと喜悦を深めながらノノリックが笑う。

「うるっせぇな、ステータスだけが実力じゃねぇだろうがッ!!」

（あの目っ、一度目の時から予想はしてたが、相手のレベルを見抜けるのか）

　鑑定の下位互換、とも言いきれないか。なんせ、こうして何の情報も見抜けない俺と違い、少なくとも俺のレベルを見抜くことができているのだから。

「ステータスが力量とイコールじゃないことぐらい知ってるけど、それだけじゃ説明つかないよ？　お兄さん本当に人間なの？」

「正真正銘、純度百パーセントの人間だってのっ!!」

　剣戟を交わしながら、こちらも相手の力量を測り続ける。

（……戦闘中なら覗のぞけるか？　『鑑定』）

　まだこちらの力量を少しずつ測っている、いや、味見して楽しんでいる段階だ。

　こちらも余力をほかに回す余裕もある。だが……、












　一度目の時と同様、案の定ステータスは闇やみの中だ。

「っ!!　ちょっ、えっちぃ。無理やり乙女の秘密を覗こうとするのはマナー違反だよ？」

「ちっ、なんだ性別不明って!!　男だろうがテメェっ!!」

「あれっ？　なんで知ってるの？　むぅ、女の子だって信じてる相手に本当のことを教えるのが面白いのにぃ」

　余裕の表情で俺の鑑定をごまかしながら、ノノリックがそんなことを嘯く。

「でもでもっ、それだけ余裕があるならもう一本増えても全然余裕そうだね？」

　ノノリックの白剣が俺の剣を上に弾き上げ、その隙をつくようにノノリックは道具袋から、もう一本の白剣を振り上げた。

「っ、っとぉ」

「ほらっ、やっぱり受け止められちゃった」

　ギンッ、と金属音が鳴り響く。

　一度目の経験で何が来るか知っていた俺は、その剣を【始まりの心しん剣けん】で受け止めている。

「ふふふっ、思ってたより、ずーっと、楽しめそうっ!!」

　ペロリッ、とノノリックが唇を舐なめる。

　それがスタートの合図とばかりに、森の中に響く剣戟はその鋭さと数を増した。

（ちっ、シクったな。もう少し出し惜しみしていてもらいたかったんだが……、こんな障害物の多い場所でアレを使われたら厄介だ）

　正直、ただの剣技だけならまだまだこちらに分がある。

　俺がくぐり抜けてきた死線はこの程度じゃない。こいつと一度目の時に戦った時ほどのステータスは今の俺にはないが、その程度で覆されるほど甘っちょろい経験の積み方はしていない。

「ったく、やれ、やれだっ!!」

「っ!?　本当になんなのお兄さん。ノノと会ったのって街ですれ違った時が初めてだよね？」

「『夢の中で会いませんでしたか？』ってか？　ナンパにしては古すぎる謳い文句だな」

「だったらさぁ、……なんでそんなにノノに似た剣の使い方してるの？」

（……まぁ、そりゃ分かるか）

　ノノリックの言う通りだった。

　俺の二刀流はノノリックとの戦いの中で目に焼きついた技術をもとに、自己流で磨いたものだ。

　生きるか死ぬかのやり取りの中、自分の体格と戦い方、その他に使える技術との相性に合わせ、手数を増やすための効率性などを求めて練り上げてきた。

　今ではまず別種の剣技といえるレベルで我流に改造してはあるが、基礎となった動作がノノリックのそれだ。本人に見抜けないはずもない。

「さぁな、お前に言う義理はねぇよっ!!」

「あーんっ、いけずーっ」

　そんなことを言いながら、二振りで二対の四本の剣が火花を散らす。

　そして、ついに、事前に目をつけていた場所にたどり着いた。

「っ、らぁあっ!!」

「っ!!　っとぉ」

　大きく距離を開けるために軽く一度剣を弾いた後、鋭さよりも重さに重点を置いた横よこ薙なぎの一いっ閃せんを振るう。

「あぁーあ、結局耐えきられちゃった」

　高くそびえたつ崖と森の境界にある開けた空間。

　柔らかな下草が生えるだけのこの場所はあの遺跡からそう遠くはない位置にある。

　なのに、たどり着くのに長いこと掛かったような気分だった。

「でも、ウォーミングアップにはちょうど良かったし、それじゃあそろそろ本気で始めよう、お兄さん。あ、その前に名前聞いておいてもいい？」

「……海かい人とだ」

　答えない選択肢も確かにあったはずなのに、返事はするりと口をついた。

　剣術が似ていることを指摘され、一度目の世界でたった一度の斬り合いを何度も反はん芻すうした修行の日々を思い出したせいかもしれない。

　礼のつもりなのか、変な情を抱いているのか、自分の心の動きはよく分からなかった。

　だが、どうせやることに変わりはない。

「ふぅーん、カイトかぁ。だったら呼び方はカイちゃんね？　つける首輪にもちゃんと名前を書いてあげる♪」

　ぺろりと艶やかに唇を舐め上げるノノリック。

　まぁせめて苦しまないように、殺す時は一太刀で終わらせてやる。

「いいから黙ってかかってこい。……こっちも遠慮はしねぇから」

　ダッ、と地面を蹴り上げる音が響いたのは同時だった。

　ギンッガガギッ、ギンッ、ギガギギュラッ、ギリリィと、剣戟が爆発的に音を立てる。

　息をつく暇もなく空気を切り裂く音がする。

　障害物に邪魔されて、縮こまった動きは、まさしくただの準備運動だったとはっきり分かるレベルの激しさ。

　あとはただ、戦闘に集中すればいい。

　そう、意識を切り替えれば、湧き上がるのはただ復讐とは違う、弾けるような愉悦。

「クッ、ハハハッ!!　おいっ、手を抜いてんじゃねぇよっ!!　まだ速くできんだろ!!」

「アハハハハハハハッ!!　まだまだまだぁ!!」

　どんどんと体を巡る血が熱を持つ。

　技術も何もなくステータスを振り回すだけの敵とは違う。

　コンマの合間に掬すくい上げた判断で一気に乱れてしまうような細い糸の上の綱渡り。

　十、二十、三十、四十。

　重なる剣戟の音に『もっともっと』と叫ぶ本能が壊れてしまったように騒ぎ出す。

　溢あふれ出すようなアドレナリンが感覚を遮る余計な全てをそぎ落として、体を走る全神経がむき出しになるような感覚。

「っ!!　傷っ、ひさ、しぶりっ!!　ふふっ、ははは!!」

「俺もっ、だっ!!　ハハハハッ!!」

　俺の頰ほおに一筋の、ノノリックの右肩と左腕に二筋の赤い線が引かれる。

　ピッ、ピッ、と互いの血が互いの頰へと飛んだ。

　肌に触れる滑ったその液体が、まるで火がついているかのように熱く感じる。

　「「アハハッ!!」」

　振り上げ、振り下ろし、横に薙いで、下から突き上げ、手首を返して剣を受け止め、首を逸らして刃を避よけて、急所に迫る白刃をすべるように受け流す。

　耳を貫く金属音と、紙一重を走る空気を裂く音が興奮を煽あおり続ける。

　ゼロ距離とさえ言えるほどの高速戦闘。

　まるで食事をしているかのように、戦闘の空気を貪り喰らう本能の命令のままに剣を振るう。

　何が問題という話でもない。要するに、俺もノノリックも戦闘鬼に片足程度でなくどっぷりとつかっているという話だ。

　その感覚を利用する俺と、どっぷりつかって楽しんでいるノノリック。

　違いがあるとすればそれくらいで、それだけしか違わない。

　二度目の世界に来てからどうにも錆びつきかけた、ピアノ線のように細い刃の上に立つ感覚。

　乱れたようにギリギリスレスレを掠かすめて走るそれが、余分に纏まとわりついた全てを薄く削り剝はがしていく。

　そう、これだ、この感覚だ。

　理性と判断が乖かい離りしていく感覚。

　心は熱く、思考は冷静に？　ありえない。

　それじゃ足りない、届かない。

　頭の中は煮立って沸騰するぐらいに熱く熱く、ひたすらに熱く。

　フェイントも駆け引きも、理解するよりも早く判断して。

「「アハハハハハハハハハハハッハハハッ!!」」

　雁がん首くびを晒し合うような剣戟の哄こう笑しょうは、赤黒い血を燃やす炎のように曲を奏で続ける。

　復讐者ではないこの戦場では、俺もただの戦闘鬼でしかない。

　乱れて乱れて、踊るように剣を振るって、俺たちはどこまでも深く落ちていく。





　　　　☆






　ご主人様とノノリックがその剣戟の速度を増していた頃。

　フェグナーと向かい会う私とシュリアもまた、戦闘を続けていました。

「うっ、らあぁあああああっ!!」

「っ、ふっ!!」「くぅぅ」

　私とシュリアの二人がかりで振るう剣をフェグナーは、たった一人で完全に受けきっています。

　いったいどこにそんな膂りょ力りょくがあるのか、若干短めの小剣を扱っているのに、その一撃一撃が大剣を振るわれているかのように重い。

　受けた剣の重さに耐えきれず、私は後方へと吹き飛ばされました。

　その隙を狙うようにシュリアの操る鎧人形が剣を振り下ろしますが、その剣も難なく受け止められてしまう。

（ならっ、これならどうですかっ!!）

「『氷針アイスピック』!!」

　フェグナーの背後と左右から腕ほどの太さの鋭い氷ひ棘とげを伸ばす。

「甘いんだよ小娘がっ!!」

　左右の棘を囮おとりに、確かに死角から伸びたはずの氷棘は、しかし、かすり傷をつけることすら叶かなわずにスルリとかわされてしまう。

「『風撃ウィンドショット』！　『風伸刃エクステンドウインド』」

「っ、ああっ、お気に入りの鎧だったのに!!」

　フェグナーの放った魔法の風が横殴りにシュリアの操る鎧人形の体勢を崩し、同時に風の魔法で刀身を伸ばしたフェグナーの斬撃が反対側から人形の胴体を一刀両断する。

　ですが、ただでやられるほどシュリアも甘くはありません。

「このぉっ、許さないのですっ!!」

「ちっ!!」

　二つに分かれた鎧人形が、最後のあがきとして、腕と足の関節を最大限に稼働させてフェグナーの体へと組みつく。

「ミナリスさんっ!!」

「分かっていますっ！　『毒霧ポイズンミスト』っ!!」

　ふぅっ、と限界ギリギリまで息を吸い込み、フェグナーたちを押し包むように毒の煙を吐き出す。

「っ!!　『風鎧ブルームアーマー』、『昇嵐アップストーム』っ!!」

　しかし、フェグナーは風の魔法で組みつく鎧人形を振りほどく。

　私の放った毒煙は効果を上げる前にフェグナーの風に吹き散らされてしまいました。

「はぁ、はぁ、どけやクソがッ!!」

　晴れた視界で重力に引かれ落ちる鎧人形の上半身をフェグナーが蹴り飛ばす。

「くぅっ!!」

「っ!!」

　ガゴンッ、と金属を打つ音と共に吹き飛ぶ鎧人形が、私に向かって飛んできました。

　シュリアが鎧人形を操り、剣を地面に突き立ててその速度を殺そうとします。

　もろくなっていた鎧の稼働部が限界を迎え、腕の部分がもげてしまいましたが、おかげで同時にこちらに駆け出したフェグナーへの対応に余力ができました。

「はぁ、っ、うらぁあっ!!」

「はぁああっ!!」

　再び鳴り響く金属音。

（っ、やりにくい剣筋ですね）

　フェグナーの順手持ちと逆手持ちの剣は、同じように振られているのにまるで違う軌道を描く。

　そしてそれ以上に老練な剣筋が隙を見せません。

　何枚も上手の剣術を使うフェグナーを相手取ることができているのは、普段からずっと格上の相手と訓練を重ね続けてきた成果です。

『いいか、ミナリス。まずは何よりも目だ。相手の攻撃を捉えられないうちは話にならない。攻撃を見切れたところで避けきれるとは限らないが、少なくとも数枚上の相手でも防戦することぐらいはできるようになる』

　と、ご主人様との訓練で視認速度ギリギリで振るわれる剣を見てきました。

　だからこそ、誘いや囮の一撃にも対応することができています。

「『傀かい儡らい憑つく代よ・ネコ、クマ、メタル』ッ!!」

「っ、ちぃ、なんだこいつらはっ」

　一斉に襲い掛かるのはシュリアの従者たち。

　鎧人形の力を強化するために回収していた魔力を与え直したようです。

「そこですっ!!」

「くそがっ、っ!!」

　しかし、シュリアの従者たちの攻撃も、その隙をついた一撃も、ギリギリのところで防がれてしまいました。本当に、確かに強い。

　万全の体調でやり合っていたら、確実に負けてしまっていたでしょう。

「はぁ、はぁっ、っ、はぁ」

「ふぅ、あらあら、どうしました？　先程から随分とお疲れのようですねぇ」

　そう、もし、このしわがれた老人が本当に万全の体調だったら、の話でしたが。

「く、くそ餓鬼ども……、私の体に何をしたッ!!」

「くふふっ、もう分かってるんじゃないですか？　……『毒』ですよ」

「ありえないっ!!　貴様らが魔法薬を使うと分かってから、商会関係者の毒への対策は万全を期しているッ、もちろん私もだっ!!」

　反射的に叫ぶその顔は、薄々と気付きかけていた事象から目を逸らすために歪んでいました。

「ああ、いい表情なのです、その顔。毒になんてかかってないって思うなら、ステータスを見てみればいいのですよ」

「っつ、……そんな、馬鹿なッ!?　いったいどうやったっ!!」

　シュリアの言葉に自分のステータスを確認したらしいフェグナーの顔が驚きょう愕がくに歪む。

　そして、焦って血走った眼を見開いてこちらに向かって叫ぶ。

「ふふふっ、やっとかぶり物の底が見えてきたのです」

　嬉うれしそうに、楽しそうにシュリアが笑う。

　きっと今の私もそんな顔をしているはずです。

「くふふっ、さすがはご主人様です。チュウスケ越しに確認はしてありましたが、素晴らしい毒性ですね」

「はぁ、ぐっ、はぁ、いいから答えろっ!!」

　そういうフェグナーは随分と苦しげに息を吐いていました。

「教える義理も何もないですが……、いいです、答えてあげましょう」

　……その方がコイツにとっては屈辱でしょうから。

「光り輝く銀水をご存知ですか？　錬金術の触媒に使われる、人の体温ほどの熱で溶解する金属です。あれは、水銀と呼ばれる金属なのだそうです」

　私はご主人様にいただいた小こ瓶びんを取り出し、その中の無色の液体を晒して見せた。

「この中に入っているのはその水銀から作られるジメチル水銀というものだそうです。招待状に書かれた文字はこれに着色したインクで書かれたものでした」

「ジメ……、すい、ぎん……？　はぁ、っくぅ、それがなんだというんだ」

「それが、今あなたを犯している毒の正体です」

「ふざけるなっ、液状でもそれは鉱物なのだろうっ？　鉱物が毒になるわけがない!!」

　そう、それがこの世界の常識です。

　鉱物は生き物ではなく、生命のないものは生命あるものと交わることはない。

　体に取り込まれないのなら、毒は毒たりえない。

『つまり、この世界に存在する毒は、人や動植物が生成する魔力由来のものでしか意味がないのです』と、シュリアが言っていました。

　私自身、金属が毒になるなんて聞いたこともありませんでしたが、ご主人様が【吸きゅう着ちゃく剣けん】でかき集めたそれは、ほんの少しでも低位の魔物を殺してしまうだけの毒性が存在しました。

「あの手紙に書かれた文字は、全てその毒で書かれていました。空気に触れて蒸発したそれを、あなたは吸い込んだでしょう？」

　鉱物が毒になるはずはないというフェグナーの主張を置き去りに、私は話を続けました。

「手紙の文字が、鉱物が……、毒に？　馬鹿なっ……、それにたったあれだけの量で……」

「無味無臭で、重さを感じないほどの少量で内臓を徹底的に壊す毒です。くふふ、『毒への対策は万全を期している』のでしたか？」

　私はわざと相手の神経を逆さか撫なでするように大おお袈げ裟さに笑ってみせました。

「それで、あなたは、魔力に依よらない毒に対する術すべはありますか？」

「……くぅ」

　その言葉に顔を強こわ張ばらせるフェグナーを見つめ、私はもう一つ笑みを深くするのでした。

「くそ……っ、姑こ息そくな……っ、小娘がッ」

「グロンド商会の汚れ仕事に一役買っていたあなたがそれを言いますか。やはり、ただの紛い物ですね、自分だけは正攻法で来てもらえると思っていたのですか？」

「はぁっ、はぁっ、……くっ、かはっ」

　毒が回り始めてからは、一方的な展開になりました。

　今もフェグナーは咳せき込むのと合わせて吐き出した血の塊を口元で拭ぬぐっています。

　私たちは攻めるのをやめ、守りに徹するだけで、ジワジワと弱り続けるフェグナーをじっくりと観察することができました。

　段々と焦りと苦痛に顔を歪ませていくその姿は、大変楽しい見世物でした。

　ですが、それもそろそろお終しまいのようです。

「がっ、げほっ、げほっ!!」

　より一層激しい吐血の後、フェグナーが地面に膝をつきました。

「むぅ、もう終わりなのです？　もうちょっと頑張ってほしかったのです」

　ガシャッ、と鎧人形が音を立てて剣を下ろしました。

　壊された鎧人形とシュリアの従者たちに代わり、シュリアが新たに出した二体目の鎧人形です。

「シュリア、最後の仕上げは、私に任せてもらっても構いませんか？」

「…………大きな貸し一つなのですよ？」

　少し考えてからそれでもシュリアはちょっぴり残念そうにそう言ってくれました。

「感謝します、シュリア」

　私はゆっくりとフェグナーのもとへと歩み寄りました。

「ぐぅ、その目で私を見るなぁあああっ!!」

「くふふっ、それじゃあもう届きませんよ」

　最後の死力を振り絞るように右手で振るったフェグナーの剣を、掬い上げるようにして宙に巻き上げる。

　キンッ、と小さい音を立てて宙を舞った剣は、遠く離れた場所でザクッ、と地面に突き刺さった。

「はぁ、はぁつ、くそがぁ……」

「あぁ、やっと、初めてお話しした日と逆の立ち位置になりましたね」

　初めてこの老人と出会ったその日。

　あの日、勝手に私たちを見下ろして、同情したような視線で話しかけてきた。

　何ひとつ知らないくせに。

　私たちの何かを分かっているような顔をして。

　上から目線で、理想の自分を守るための自分勝手な善行と言葉を投げる。

　軽々しくて、空々しくて、どこまでも私たちを馬鹿にした言葉。

「……善人を気取る割に、悪事を行うことも躊躇ためらわない。本当に、吐き気がします。その出来の悪い他人の真似は、とてもとても不愉快です」

　そう言葉を投げかけると、諦めたのか、取り繕う余裕もなくなったのか、表情から溶けるように力が消えていく。

「うる、さい、ですね……、あなた方だって、私と同類でしょう」

　そして、全身から力が抜けたフェグナーの言葉遣いが、元の様子に戻る。

（あぁ……、やはり、どこまでも醜悪な紛い物）

　年を取って耄もう碌ろくしたのか、かぶり物をしすぎて中身が腐ったのか、それとも最初から全部偽りを重ねたものでしかなかったのか。

　なんにしても、模倣にすら届いていない、ただの紛い物。

　粗雑な口調も、怒った様子も、ただのかぶり物。

「……本当に、苛いら立だたせてくれますね。だからあなたは紛い物だというのです」

　それゆえ自然と、私の口から洩もれる声は静まり返った墓土のような暗さと重さと冷たさを持つ。

「あなたは同類どころか、猿さる真ま似ねですら満足にできていませんよ。あまり、調子に乗るな」

「ぐぁああっ、ぐっ、がはっ!!」

　私は、フェグナーが地面についた手を骨を砕くように踏み潰しました。

「あなたと私たちに何の共通点もありませんよ。例えば、身内なんてどうでもいいくせに、出来の悪い怒ったフリ。それどころか、あなた、喜んでいたでしょう。何がどうしてそんな思考に行き着くのか知りませんが」

「ぐぅぅうううっ!?」

　そしてそのままグリグリと手を踏みにじる。

「復讐を諦めた方がいいなんてことも言いかけていましたね。この気持ちを本当に知っている人間が口にできるはずがない言葉です。もしそれを口にできるのなら、たとえどんな怒りと憎しみを身の内に抱え込んでいても、私たちの同類と呼べるものではありません」

　手の痛みと、毒の責め苦に血を吐きながら、フェグナーの虚うつろな目が私を見る。

「さぁ、フェグナーさん。ここで一つ問題です」

「っ、もん……だい……？」

「えぇ、そうです。あなたは今、たくさんのお金を持ってこの場に来ていますね。私たちはあなたが死んだ後、あなたの遺体ごとそれを処分します。すると、あなたの評価はどんなふうに街に広がると思いますか？」

「……そ、れは」

　既に意識は朦もう朧ろうとなり始めているでしょうが、それでも若干の間の後に、答えにたどり着いたようです。

　苦しげに細められていた目が小さく見開かれる。

「そう、それで大正解ですよ。『商会の危機に金を持ち逃げした、裏切り者のフェグナーさん』？」

「やめろ……っ、かはっ、それは、それだけは嫌だはっ!!」

　血の飛沫しぶきを吐き散らしながら、フェグナーがやっと本当の表情を曝さらけ出す。

「あぁ、よかった。そこには本当に執着しているのですね」

　これさえもどうでもいいものだというなら、本当にどうしようかと思いました。

「ふぅっ、ふっ、がっ、ゴハッ」

　今まで一番勢いよく吐いた血に、フェグナーが左手に残された最後の剣を零れ落とし、体を地面へと横たえた。

　それでも、まるで苦痛を忘れてしまったようにフェグナーが叫ぶ。

「まだっ、全てが終わっでじま、ゲハッガハッ!!　全部をなぐじでじまうっ!!」

「くふふっ、あぁ、ようやく底が見えてきましたね」

　余裕振った善人のかぶり物。

　怒ったフリをした人情に溢れたかぶり物。

　それを引き剝がした後には何が残っているのでしょう。

「さぁ、見せてください。上塗りに上塗りを重ねて、張りぼての底に何を隠しているのですか？　あなたの底にある願いは何ですか？」

「ぐぅぅぅうううっ、いやだ、がえる、まぢに、ワダジば……」

　回りすぎた毒に、もうほとんど意識が混濁し始めているようでした。

　うわごとのようにフェグナーが言葉を漏らし、仰あお向むけに転がっていた体をうつ伏せに変えて、ズリズリと地面を這はい始める。

「はぁ、はぁ、私が、私が生ぎてきた意味は、生ぎるだめの意味を……やっと見づけだんだ、グロンド商会を大ぎく、それが、ぞれ、だげが……」

　フェグナーは水底から空気を求めて、もがくように言葉を吐き出しました。

「いやだ、わだじだって、あにのように、兄以上になれるんだ……、ただ、ただほんのずごじ早くうまれだ、だけで……、ドウジで、ワダジバ……」

「…………」

「空っぽなのば……、ガハッ、ゲホッ、嫌なんだ……。空っぽでは、いだぐないんだ……」

　もう目の前の現実すら見えていないのかもしれません。

　混濁した意識の底でその口から零れ落ちていくのは、空虚を厭いとう言葉。

「ワダジは、ただ、私に生きる意味を与えてほしかっただけなのに……、ようやく、手に入れたのに……」

　全てのかぶり物を引き剝がして、最後に現れたのは中身が空っぽの虚ろな枯れ木。

「あぁ、なるほど、かぶり物の中は、ただ空っぽだっただけですか。それでいくつもいくつも他人から拝借したかぶり物を重ね続けて、多くの屍しかばねを築いてきたんですか」

　だから……、私は嘲あざけり笑う。

「よかったですね。あなたが生きて振りまいた不幸の種で、きっと大きく暗い炎を手に入れた人たちがどこかにいるはずですよ。まぁ、そこまでしても、あなた自身は猿真似にしても三流な、外側だけの道化師にしかなれなかったみたいですけれど」

「アッ……、うっ……」

　なんて中途半端と、最後に私が零した言葉は、きっと眼の光を失った老人に届いたようで。

　最後に一筋流れ落ちた涙だけが、きっと本物でした。

　そうして息を引き取った老人を前に、私は両手を合わせて本当に存在しているらしい、神様とやらへと祈りを捧ささげます。

「……ああ、最後に、あなたのその涙が見られて本当によかった。できれば死後の世界でも、あなたが生んだ涙の数と同じだけの苦しみを与えられますように」

　何よりも真しん摯しに、そう願いを込めて。










「ひゃっ、はぁあっ、はっ!!　アハハハッ！」

「ふっ、らっ、食らえおらっ!!」

　鳴り響く剣戟が心地よく、その場を支配している。

　この短い間にいったいどれほどの剣戟を交わしたのか。

　数え切れないほど打ち鳴らした剣の悲鳴が、自分の剣技から錆さびを落としていくのを感じる。

　ステータスを十全に発揮するための技巧ランクと違い、剣の技術は鍛えなければ錆びついていく。

　二度目の世界では一度目の世界の時ほど身に危険を感じることがなくなった。そのせいで知らず知らずのうちに俺の剣術も鈍なまり始めていたのだろう。

「「っ!!」」

　そして、ガギンッッ!!　と、音そのものが破壊力を持ちそうな轟ごう音おんが空気を震わせ、互いにズザアアアアアアアアッ、と地面を削りながら距離が離れる。

「あーぁ、剣の使い方には自信があったんだけどなぁ。ノノより何枚か上手かぁ」

　ノノリックの言葉通り、どちらも致命傷は一つもないものの、俺とノノリックが互いにつけた傷の深さと数は俺の方が多い。

「くぐった修羅場の質と数が違うもんでな」

　一度目の世界、戦い続けた四年間の日々は伊だ達てではない。魔族と本格的な抗争に入る前の奴らとでは、経験の密度と量が違う。

　死線にとどまり続ける日々が磨いた、技巧ランクＳＳＳと思考反応速度ＳＳ。

　それに支えられて、流れ出す血を積み上げた剣技はステータスが劣ってなお、ノノリックを超える戦闘力を俺に与えていた。

「それに、自分の顔をかばいすぎるからだろ」

「そうそう、カイちゃんも鬼畜だよねー。こんな可愛かわいい顔に傷をつけようとするなんて」

「言ってろっ、それからその呼び方もやめろっ気色悪い」

「やーだよぉー。ふふふっ、十分楽しんだし、そろそろ本気でやろ？」

　ゾクリと、一段と深い場所にノノリックが落ちていく。

　凶暴的な熱に影のような色が混じる。

「二本じゃ負けちゃうからぁ。四本でいくよ？」

　ノノリックは両手に手にした白剣を地面に突き立てる。

　道具袋の紐ひもを緩め、まったく同じデザインの白剣を二本取り出した。

（っ!!　来たかっ!!）

　フワリとノノリックの手にした白剣と、地面に突き立つ白剣が宙に浮かぶ。

　もともと手にしていたノノリックと合わせて四つの白刃が揺れる。

「早いところギブアップしてね？　傷は少ない方がいいでしょ？　いっくよー」

「ちぃっ!!」

　ビュゥと空気を裂いて、四つの白線が宙に描かれる。正面から時間差で襲い掛かってくる白剣を手にした二刀で擦こするように弾く。

（くそっ、こいつが出てくる前に殺せれば一番よかったんだが、そう甘くはねぇか）

　そのまま宙に滞空した白剣は、ノノリック自身の手で振るわれる剣ほど、速度も力もなかったものの、圧倒的な手数で俺に襲いかかる。

「アハハハッ凄い凄いっ、すぐに対応されちゃった。ねぇねぇやっぱりノノの戦ってるところ見たことがあるんだよね？　そうじゃなきゃ、そんなに的確にノノのスキルに対応できるわけないもん」

「知らねぇよバァカッ!!」

「んもうっ、まだそんなこと言ってぇ。こうなったら、後でベッドで虐めて聞き出してあげるね♪」

　剣戟を抜けるような隙もなく、立場は一転、防戦に力を裂くことになった。背後を取られないよう動き回りつつ、一つ一つ剣を弾いていく。

　まだまだ余裕はあるが、このままではジリ貧だ。

（これ以上増やされる前に、叩たたく、っ!?）

「づぁっ、ちぃっ!!」

　余計な思考に気を取られ、弾いた剣に隠すように更に飛来した二振りの白剣への反応が遅れた。

　一振りは弾き飛ばしたが、もう一方を交わしきれずに、かすり傷というには多少深い傷が首に近い肩口に刻まれる。

「むむ～ん、やっぱり二本増えたくらいじゃビクつかないかぁ。でも、今の顔、ちょっとエッチぽくていい感じだよ？」

　ピッと飛んだ俺の血をノノリックが、ペロリと舐める。

「んにゃろ……っ」

　四本から六本になったから、戦闘力もそれに応じて高くなるわけじゃない。

　数が増えた分、振るわれる剣の動きも多少単調に、ほかの剣とぶつからないように動きが制限される。だが、それでもなお、俺に余裕はなくなってしまった。

　防御に集中しなければ、いくら俺でもどうなるか分からない。

（ちっ、こりゃ、本格的にまずいか……っ？）

　ここから無理やり捻ひねり潰つぶす手段はある。必要条件はノノリックが満たした。

　だが、その手をここで使うわけにはいかない。アレはグロンドに使うために取り戻した力だ。

　ここで使えばその力の代償に、グロンドを貶おとしめる手を緩くしてしまう。

　そんなことは許容できない。

（手応えはある。もう少しッ、もう少しで……）

　こいつが本格的にスキルを発現させる前に使える剣は六本。つまり、これ以上数が増えれば……。

「それじゃ、もう六本追加ね？　────駆け裂いて舞い散れ」

　ノノリックはばら撒まく前に再び六本の白剣を地面に転がした。そして、その白剣を小型化した短剣ナイフを、道具袋をひっくり返すようにして周囲にばら撒いた。

　優に百を超える短剣が、俺を取り囲むようにノノリックのそばの空中に整然と並ぶ。

「……『飛翔白舞ランプルホワイト』」

　宙に浮いた十二の剣が宙を駆けるように襲い掛かってくる。

　そして俺を取り囲む短剣のうちその数本が俺に向かって飛んでくる。

「『オーバーリミット』っ!!」

　俺は躊躇うことなく【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】を呼び出して腰に吊るした。

　魔力を流して肩口の傷を癒すと同時に、ユーミス戦でも使った切り札を切る。

　その瞬間、十二の剣と数本の短剣がほぼ同時に俺に襲い掛かってくる。

　先程までより重い金属音が、一瞬たりとも途切れない、いや、先に響いた音を押し潰すように、貪欲に速度を求めて獣のような唸うなり声をあげる。

（っ、やっぱり厄介だなこいつはっ!!）

『飛翔白舞ランプルホワイト』。

　その詳細は俺も分からないが、おそらく固有スキルか念動力系の系統外魔法。

　特徴的な十二本の剣を自在に操作して操り、小型化したナイフを投剣するように走らせる、ノノリックが本気を出した時の戦闘方法だった。

（首を右に握りこぶし二つ分で短剣を二本処理、右の斬撃は右下から掬い上げた後に鋭角に落として、短剣三つと白剣二つを払い落して、左後ろに三歩下がる……）

　ようやく思考反応速度に体が追いついてくる。

　俺がしたいと思う動きの通りに体が動く。

「っ！　頑張るなぁ、でも、そんな動きいつまで続けられるの？」

「うるせぇよ」

　抑え気味に発動したオーバーリミット。

　こうして剣を合わせ続けられるのは、俺の今の魔力だと五分がいいところ。

「ほらほらっ、もうへばっちゃった？　避けきれずに傷ができちゃってるよ？」

「っ、くっ、つっ!!」

　ピッ、ピッ、と皮膚を裂いた部分が少しだけ熱い。

　脳内に溢れるアドレナリンが、感覚ばかりを鋭くして痛みを消している。

　集中、集中、集中。

　思い通りにコトを運ぶために、全神経を集中して剣を振るう。

（……、っ、来たっ!!）

　そして、俺が待ちに待った手応えが、剣から響いてくるのが分かる。

　ノノリックはまだ自分の優位は動かないと余裕をかましている。

　なんせ、未いまだに俺を即死させるための攻撃を放ってこないのだから。

「ハハッ、なぁひとつだけ、お前に言っておきたいことがあったんだ」

「ん？　なぁに？　ノノのものになる気になった？」

　…………だが、おかげで俺は本当の切り札を切らずに済む。

　必要な布石は、十分に打ち終えた。

　だから先程の手応えは、触れれば切れる刃の上を裸足はだしで駆け抜けるような戦いの報酬。

　安全よりも復讐を取った、俺が取り得る最高の結末。

「お前から盗み取った技術のおかげで、お前に一度負けたおかげで、俺は一度目の世界で生き抜いてこられた。多少筋違いだが、礼を言っておく。だから────」

「え？」

「一瞬で殺してやる」

　バギンッと、金属が砕ける音がした。それは、戦闘中に積み上げた布石が鳴らす音。

　振り抜いた俺の剣が白剣を砕く音だった。

「……ふっ!!」

　続けて三つ、バキッ、バキバキッと金属の砕ける音がした。

　戦闘中、ずっと同じ一点だけに刃を当て続けられた白剣は、折れることのない俺の心剣と違い、蓄積させたダメージにその身を崩した。

「うそっ!?」

「噓うそじゃねぇよっ!!」

　驚愕の声をあげるノノリックを置き去りに、動きの止まった白剣に今度はこちらから仕掛ける。

　その間に更に手にした心剣で二本の白剣を打ち砕き、一本を回し蹴り気味の踵かかと落おとしで圧へし折る。

　ダメージが蓄積され、動揺から制御の甘くなった白剣は耐えられずにガラクタと化す。

「くっ!!」

「遅いっ!!」

　何本もの短剣が周囲から襲い掛かってくるが、数に任せただけの攻撃など何の脅威にもならない。

　逆にその短剣を足場に宙を駆けて、上空で浮かんでいた三本の白剣に狙いを定める。

　剣を逆手に持ち替えて、腕をクロスさせる。

　そのまま大おお鋏ばさみのように斬撃を振るって、三本をまとめて金属片へと変える。

「しんじゃえっ!!」

「誰が死ぬかバーカッ」

　ドッ、と地面に着地すると、そこを狙って全方位から飛来した短剣を心剣で切り払いながら、前へと駆けて距離を詰めていく。

「これで残りの白剣は四本だ、その首綺き麗れいに刈り取ってやるよっ!!」

　短剣の嵐を抜け、ノノリックのもとへと一目散に足を走らせる。

　だがノノリックはそれを待ち受けるように残った四本のうち二本を放ってきた。

「調子に、乗るなぁっ!!」

　残った二本の白剣が俺に襲い掛かる。

　ノノリックの制御を集中させたその二振りに対応しきれず、右腕と左耳をザックリとやられた。

「ってぇな!!　けど、これで弾切れだろっ!!」

　腕の傷だけを【翠緑の晶剣】で癒すと同時に両手の心剣を宙に置き、そのまま、白剣の柄つかを握って地面に叩きつけて砕いた。

「あーもぅ、大人しく倒れてよっ!!　バカーッ!!」

「バカはテメェだろうが変態野郎がっ!!」

　地面スレスレまで落ちた心剣を再び手にし、低く地を這うように駆け出す。

　距離を詰めようとする俺から、ノノリックは逃げようとするでも待ち構えるのでもなく、残された二本の白剣を自らの手に迫ってきた。

　重なり合った刃が、再び耳を貫く甲高い悲鳴をあげる。

「くそっ、やっぱこの二振りは砕けねぇか」

「あったりまえだよっ、なんたって気合の入れ方が違うもん」

　それは最初に二刀流で戦い合った時に使っていた代物。

　おそらく自分の手で扱うために特別に鍛きたえたらしいその剣は、見た目は同じでも、ほかの白剣とは比べ物にならないほどに頑丈だった。

　最初から刃を交えているはずの二本だったが、それでも一度の戦闘で破壊できるほど脆もろくはない。

　だが、この白剣二本を相手にするまで追い詰めれば、あとはもう、詰みまでは残り一手。

　間違えられないのはタイミングだけ。

「ふっ!!」

「はぁあああぁああああっ!!」

　そして再び二刀流での剣戟が始まる。

　ノノリックの顔には、すでに余裕の二文字はなくなっていた。

　手負いの獣のように苛か烈れつさを増した剣技と合わせ、隙を狙って短剣が飛んでくる。だが、オーバーリミットを使っている俺に、純粋な剣技で今のノノリックが敵かなうはずもない。

　振るわれる白剣も短剣も全てをいなし、ノノリックを追い詰めていく。

「はぁっ!!」

「くうぅっ!!」

　数合ももたずに劣勢に立たされたノノリックの首を刈るように心剣を振り抜く。

　間一髪のところでそれを受け止めたノノリックだったが、持ちこたえることもできずに背後へと吹き飛ばされた。

「っ!!」

　直感的にここだと判断し、地面を蹴ってノノリックへと追撃を掛ける。

　その時に、ノノリックがかすかに笑ったのが見えた。

「────翔かけ走れ」

　それは、ノノリックが隠し持つ、本当の奥の手。

　一度目の時はその手にまんまと嵌まってしまった。初見ではおよそ対応不可能な最後の一撃。

「なっ!?　なんで!?」

「透明な獲物を扱うのが自分だけだと思ったか？　ノノリック」

　今度こそ本当に驚愕の表情を浮かべたノノリックの視線は、俺の背後へと向かっている。

　傍はた目めには何も見えないその場所に、しかしそこに何かがある証拠に硬質なものがぶつかり合った音と、小さく火花が散っていた。

　それはノノリックの操る不可視の剣と、俺が背後に作り出した『天てん駆く』の足場がぶつかり合った結果として生まれたもの。

　勢いを失ったその不可視の剣は、既にその姿を現していた。

　それがノノリックが最後まで伏せる奥の手。

　操る剣が全て白く塗られているのも、どこでも目立つその色で伏せ札を覆い隠すためだろう。

　だが、一度目の時に知ったこの奥の手は、俺にとって既に大きな脅威ではない。

　これは伏せているからこそ脅威となる一手なのだから。

「悪いがな、お前の言う通りにちょっとしたズルで知ってるんだ。……見透かされた奥の手はもう、奥の手じゃないぞ、ノノリック」

「かはっ!!」

　剣を受け止めた『天駆』の足場を使い、更に加速した俺を止める手段は、もうノノリックにはなかった。

　そして、驚愕に目を見開いたノノリックの喉を、俺が手にした【始まりの心剣】が切り裂く。

　切断する細胞の一つ一つまで伝わってくるような感覚。

　その時間が止まったような感覚を抜け出した途端、操り手を失った剣たちが重力に引かれて地面に落ち、ガラガラと音を立てる。












　ズサッ、とその音の中で倒れたノノリックの手から白剣が零れ落ちた。

「ふぅ、なんだろうな、師匠を乗り越えた時って、こんな気持ちなのかな。いや、正々堂々ってわけじゃないせいで、すがすがしさが全然ないから違うか」

「……」

　朦朧とした様子でノノリックがこっちを見た。

　だが、幾許いくばくもしないうちにノノリックの目から光が消え、虚ろなそれへと変わるのだった。

「……あぁ、やっぱり、お前を殺しても何も嬉しくないな」

　俺はその場から踵きびすを返し、元の場所へと足を向ける。

「はぁ、もうフェグナーは死んじまってるだろうなぁ。有機水銀で毒殺なんて一度目の世界じゃやったことなかったけど、思った以上に耐性がないんだよなぁ。本当にツイてない、っていうか俺の人生そのものが大概ツイてないけどさ、けどさー。うぅー、フェグナーはやっぱり俺も手を下したかったなぁ」

　ノノリックと戦闘に入る前のフェグナーの様子を思い出し、毒の進行具合と経過した時間から、もう間に合わないのは分かっていた。

　毒の回り方はそれぞれだが、あのジメチル水銀と似た回り方をする毒なら扱ったこともある。

　あそこからじゃ、もうほとんどもたないだろう。

　まじ萎える。いろいろ怠だるくて気分も落ち気味である。

「あぁ、これ、落ちる方に魔力酔いが入ってるよ。あーだる、疲れた、もう早くお家うち帰って寝たい」

　直し切っていない傷がキリキリ痛んだりするが、回復させるのもだるい。

　まぁ致命傷はないのでいいや。

　結局傷だらけの体のまま、ため息をついて歩いていく。

　無理やり流し込んだＭＰポーションは、なぜかいつもより少しだけ苦く、鈍化したような口内に、鮮烈な味覚をもたらしていた。

　進む夜闇は深く、太陽は未だ昇らない。





　　　　☆






　フェグナーが消息を絶ってから二週間が過ぎた。

　冒険者たちによる魔物の討伐も順調に終わり、街は以前の活気を取り戻している。

　だが、グロンド商会を取り巻く状況が好転することはなく、街道を行き来しやすくなって入ってきた物資もごくわずか。

　大量の物資搬入は本当に街道の安全が確保されるまで行われることはないだろう。

　そのような切迫した状況に、この街はないのだから。

　そして更に分かった知らせは、貨幣改鋳の話がただのでまかせだったということだ。それについてはどちらにしても今更どうしようもない。

　契約済みの取引を完遂するために、ありえないような額で品物をかき集めた。そのせいでかなりの金額を吐き出している。権益など夢のまた夢だ。

　フェグナーについては、状況から考えて商会の金を持って逃げたのだろうと断定するほかにない。

　行方が気にならないわけではないが、今はそれに関わっている暇はない。

「グロンド様、役所からの査察が終わりました。責任者を含め、先程引き上げていかれました」

「……そうか、分かった。通常業務に戻れ」

　在庫の流出を止めるため、ほとんどの店を閉じている現状で通常業務も何もあったものではなかったが、それでも、報告に来た部下にはそう言うしかなかった。

「かしこまりました」

　その部下は特に何かを言うこともなく、返事をすると静かに部屋を出ていった。

（役所の犬どもめ、この私に挨拶の一つもなしだと？　舐めおって）

　一人になった部屋で、苛立ちを抑え込むように淹いれられた緑色の茶を飲む。

「ちっ、濃く淹れすぎだ。これではただ苦いだけではないか」

　口に広がる苦さに更に顔をしかめる結果になった。

　やはり、茶の淹れ方の注意点を告げても、紅茶類が一般的な王国の人間では上手にこの茶を淹れるのは難しいらしい。

　フェグナーが香りと苦みをいい塩あん梅ばいで両立させられていたのは、多くの国を渡り歩いた経験がなせるものなのだろう。だが、そのフェグナーは今ここにいない。

「…………フェグナーめ、親父おやじが拾ってやった恩を忘れおってっ、クソがッ!!」

　仕事に追われて考えないようにしていたことが思わず口をつく。

　そんな感情にとらわれている場合ではないと、そう理解しながらも抑えつけてきた怒りのまま手にした湯ゆ吞のみを部屋の壁に叩きつけた。

　ガシャンッ、と大きな音が響き、まだ残っていた中身がぽたぽたと壁を垂れる。

　もうこの街での商売はお終いだ。

　この状況ではダートラスの街での再起は望めない。嵩かさ張ばる銅貨や銀貨は、少しでも身軽になるために金貨と大金貨と同じ程度だけ残して、そのほとんどを払い出した。

　煩うるさかった役所の連中も、うちの粗あら探さがしの成果を上げられないまま、今日で最後の調査を終えた。

　うちは何もしていないのだから当たり前の話だ。

　あとは、この手に残った金を持ってこの街を離れるだけだ。

「……帝国の王都、いや、帝都と呼ぶのだったか。ちっ、また一からやり直しか。実力主義者の国というなら、金の力も通りやすいだろう。王女の代わりも見つけなければならないし……、フェグナーにやらせようと思っていた私兵の調教も、代役を見つけねばならんな」

　今回の件で多くのものを失い、やりたかった計画はいくつも延期せざるを得ない。

　だが、それでも凡百では手が届かないだけの力が私にはある。

　金、金、金。

　やはり、私を満たし、肯定する力はそれだけだ。

「しかし、皮肉なものだな、フェグナーの裏切りのおかげで私の迷いが諭されるとは……」

　ふと、言葉が零れた。

　フェグナーは金を持って逃げた。それは、金に力があるからこその行動だ。

　だから、思い出した。

　金がその価値を失うことなど、ありはしないのだ。

「帝都で再出発する時には、従業員は全員奴隷で固めるか……」

　そもそも、親父の代からの使用人だからといって、金で手に入れたわけでもない相手を信用しすぎていたのだ。

　従業員など、私の指示通りに動くものがいればそれでいい。

　実力主義の帝国は、その反面として多くの奴隷を生み出している。奴隷の調達はとても容易たやすい。

「ふぅ、そうだな。フェグナーにやらせるはずだった私兵の育成計画も、金をケチって孤児を対象にするより、元の考え通りに奴隷を使うのがよいか」

　適当な養護院を潰し、孤児どもを買い上げて、裏の仕事をさせる調練を行うための計画。

　最初は奴隷を使おうと考えていた私を止めたのはフェグナーだった。

　幼い頃から鍛え上げた方が育てやすく、洗脳と調教を組み合わせれば奴隷よりも働く忠実な駒を生み出せ、なおかつ、奴隷を買うよりもずっと安上がりになるとフェグナーは言っていた。

　私もそれを了承したが、今思えばなんと軽率だったことか。

「どちらにしろ、そのための準備も無に返るわけだからな。一度計画を練り直さなければ」

　孤児の調達先として街の養護院を追い詰め、ゆくあてをなくした孤児を容易く手中に収める予定だった。フェグナーが必要というので、洗脳と子供ゆえのステータス不足を補うために、依存性が強く、身体を強化できる薬物である『ラムネ』を手に入れた。

　まぁ、これは私がこの街を出る前に潰されてしまったが。

　私兵を収容するのに、街からほど近く、建物を建てても人目につきにくそうな場所の見当もつけていた。本当ならもう少し資金が貯まってきたら行おうと考えていた。しかし、金かね儲もうけの片手間にこの街でいくつも打っていた布石は無に返った。

（本当に無駄な金を使わされた。やはり、信用できるのは金だけだ）

　私は一息ついて、窓の外を眺めた。

　遠く視線の先には、帝国の都がある。

　個々の書類を処理すれば、あとは金を道具袋に詰めて、馬車で帝国へと向かうだけだ。

　金を使えないこの街に、グロンド商会の看板を掲げ続ける意味はない。

「……」

　そして、視線の下にはいつも通りの街並み。

　結局、うちの商会を嵌めた人間も、その背後についているだろうこの街の商会も分からずじまいだった。そのことを思うだけで腸はらわたが煮えくり返る思いだが、その正体については結局手がかりすら曖昧なままだ。

　肝心な時に戻ってこないノノリックも、下手をすれば敵に寝返っているのかもしれない。

　そもそも、敵の人物像の情報を持ってきたのもノノリックだ。私が手を切ろうとしていることを察して、どこかの商会に乗り換えた可能性は十分にある。

　もしそうなのだとしたら、いったいどこから仕組んでいたというのか。

　いや、貨幣改鋳の情報を持ってきたフェグナーも、あるいは……。

「あのビチグソゴミ虫どもがぁ……。俺が商会を立て直したら真っ先に捻り潰してやる」

　ギシギシと音が鳴りそうなほどペンを強く握りしめながら、怨えん嗟さの言葉を吐き出す。

　俺はこの街を出る。次にこの街の土を踏む時は、俺の商会が、この街の全てを飲み込む時だ。

　その時は一滴も残さずに、この街の金を搾り取ってやる。

「俺の商会を嵌めた奴らも、俺を蔑さげすんだ目で見た馬鹿共も、全員同罪だ。必ず地獄を見せてやる!!」

　いつか訪れるその日のことを思えば、ペンの進みも早くなるというものだった。

　出立は三日後の夜、どうにかして道中の護衛も取りつけた。

　まずは【葉は石せきの剣つるぎ】を手土産に、帝国の貴族へと取り入るところからだ。

　私はつい、身に付けている小さな道具袋の紐を緩めた。

　その中には五十枚程度の白金貨、もしもの時のための隠し財産とでもいうべきもの。

　そこには親父から商会を引き継いだ金は入っていない、純粋に私の手で稼ぎあげた利益から作り出した隠し金。

　誰にも見せたことはないそれは、私が積み上げてきた軌跡そのものだった。

　普段は誰にも晒さぬよう、屋敷の金庫に厳重にしまい込んでいたが、ここ最近は常に肌身離さずいつも身に付けている。

　白金貨に使われている高純度のミスリルは、金属そのものの性質として抗魔・解魔の力がある。

　これだけの量があれば、たとえ道具袋越しでもそこそこの魔法や毒は無効にできる。

　だが、今の私にはそんな特性よりも求めるものがあった。

「そう、この感触、この感触なんだ……」

　自分の心を満たす価値の象徴。

　チャリッと指先に触れるソレは、冷たく、何物も寄せつけないほどに輝きを放つ。

　そこに確かにある金の感触が、極上の甘さで心を満たす。

「そうだ、私はやれる。金がある限り、私は大丈夫だ……」

　口を閉じた道具袋を服の中に戻すと、服の上からその道具袋を握りしめるのだった。







「それでは、良い旅を」

「……」

　皮肉めいて感じる定型句を聞きながら、私は闇夜にまぎれて馬車を出した。

　引き連れるのはごくわずかな使用人や部下と、裏稼業の護衛。

　使用人たちはこの状況でもうちの商会を離れない、いや、離れられない者たちだ。

　グロンド商会の部下、あるいは使用人という肩書で甘い汁を吸いすぎて、商会の庇ひ護ごをなくせば街に残ることができないと理解している者たち。

　今回のことで多くの人間が商会を離れたが、経歴を隠さなければダートラスの街でまともに暮らすことは叶わないだろう。

　それほどまでに、グロンド商会の名は悪名として広がってしまった。

　たとえギルドを通しても護衛を雇えないほどに。

「まぁ、どちらにしろ、今回の護衛は裏の人間でなければならなかったが……」

　裏の人間というのは、表で仕事を取れなくなったからこそ裏へと落ちぶれることが多い。

　それはつまり、もう後がないということ。契約を破り、信用をなくせば仕事をなくしてしまう。

　だからこそ、金さえきちんと払えば、むしろ表の人間よりも後ろ暗い場面では役に立つ。

（出ていく国に税を収めるなど、冗談ではないからな）

　資産を街の外へと持ち出すのには税がかかる。

　これだけの資金を普通に持ち出したら、大量の税金を掛けられることになる。

　証拠が残る商取引で危険な橋を渡ることはできないが、税金をごまかすなど、遠く帝都まで行ってしまえばこちらのものだ。

　昨日買収した門番の協力を得て私は人知れずに街を出た。

　正直、現在の状況ではうちに金銭を奪われたと思っている商会が報復に出てもおかしくはない。

「まったく、この私がまるで夜逃げのような真似をしなければならなくなるとは……、っ、おいっ、御者っ!!　この揺れはもう少し何とかならんのかっ!!」

「それは無茶ってものですよーお客さん。こんな暗い夜道を、それも新街道ならともかく、ろくに整備もされてない旧街道で走らせるんですから」

　貴族でもなかなか乗ることはできないだろう豪華な馬車だが、使うのは人目につかない旧街道。

　帝国までずっとというわけではないが、綺麗に整備された街道と比べると乗り心地は最悪の一言に尽きる。

「それとも、新街道に出ますか？」

「ちっ、とにかく気を付けろ」

　どこか皮肉めいた吞のん気きそうな声が御者台から聞こえてくる。

（こんな状況でなければもっと有能そうな者を雇ったものを……）

　現状では護衛を選ぶような余裕がなかった。

　裏の人間だからといって易やす々やすと雇えるわけでもない。確かに彼らは仕事にあぶれ、いつでも金を求めている者がほとんどだが、それゆえに警戒心も人一倍である。

　うちの噂を知っている相手ならよほどのことがなければ、現在のうちの商会からの仕事を受けるはずもない。裏商売で交流のあったスラムの顔役の仲介でどうにか護衛を見つけられたぐらいだ。

　スラムの顔役には、うちの商会があった土地を建物ごと差し出す代わりに、契約を履行するための物資の提供をさせた。

　その契約の中の一つに、この街を出る際の護衛の仲介をする条件を付けたのだ。

（うちの使用人や部下どもだけでは道中の不安が大きい。やはり専門の人間を雇う必要があったのは確かだが、それがあんな三人とはな）

　男一人と女二人の三人組。

　私が乗る馬車にはリーダーらしい男が御者台に座り、残り二人は後方の馬車で待機している。

　凡庸そうな黒髪の男に、ウサギの獣人と褐色肌の少女。

　年齢が若いことも気になったが、どうにも浮ついているような感じがして気に食わなかった。理由は分からない。いや、立て続けに起きた問題に知らず知らず神経が昂たかぶり続けているのか。

（まぁいい。数日もすれば十分王国から離れられるか）

　帝国にもうちの商会の話は広がっているだろうが、顔まで知っているものはごく少数だ。

　ここまで警戒しなくとも、軽く変装してしまえばそれで済む話。

　そうなれば、適当に名前を偽って帝国のギルドで、正規の護衛を雇えばいい。

　ちらりと飾り窓から後ろを見て、ガタゴトと三台の後続の馬車がついてきていることを確認し、再び椅子にもたれかかって腕を組む。

　馬車は私が乗る馬車を先頭に、中央に貨幣と手元に少しだけ残った宝石類の詰まった道具袋を乗せた馬車、最後尾には使用人や部下が詰め込まれた馬車がついてきているはずだ。

　ひとまず落ち着こうと目を閉じてみる。

　夜も更けてきたが、気分が高ぶって眠気がやってこない。そもそもこの揺れの中で眠れるかという問題もあるが……。

（……？　甘い、匂い？）

　と、ほんのかすかに鼻先をかすめるような甘い匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

　そう、それは例えるならば野に咲く花のような……。

　その匂いを自覚した途端に猛烈な勢いで眠気が襲ってくる。

　その安らかな匂いとは裏腹に、明らかに不自然な眠気に思考が警鐘を鳴らす。

「へぇ、眠る前に気が付いたか」

「きさ……、ま……」

　とっさに首から下げた道具袋を握りしめるが、虫に食はまれるように警鐘を鳴らす思考さえも食い潰されていく。

　必死に開いた目で最後に見えたのは、馬車の窓から顔を覗かせて嗤わらう黒髪の男の姿。

「ま、気が付いたところでもう遅いけどな」

　暗い笑顔で嗤う声に、必死でしがみつこうとする意識は奪い去られていった。





　　　　☆






「さすがは白金貨、ミナリスの毒も抜けるのが早そうだな」

　ミスリルと金の合金である白金貨。

　普通の金属鎧に十枚程度溶かし込むだけで、初級の解毒薬程度の浄化効果がある。

　ただの商人であり、さほど強きょう靭じんな体をしていないグロンドがわずかの間でも意識を保っていられたのは、首から下げている道具袋の中身のおかげだろう。

「……そうそう、大事に握りしめておけよ。お前の、大事な大事な宝物」

　それはまだお前の手の中に残しておいてやる。

　だから、まだ、死んでくれるな。

　絶望に焼かれる感触は、まだまだこんなもんじゃない。こんなもので済ませたりしない。

「さてと、それじゃあ行動を始めましょうか」

　時間は有限である。キリキリと動いていこう。

　馬車を端に寄せ、御者台を下りる。

　打ち合わせ通り、ミナリスとシュリアは御者の首筋に刃物を当てて、馬車を止めさせていた。

「よっと、お前らは街に戻るなり、野生に還かえるなり好きにしな」

「「ヒヒィイイン」」

　馬車に繫ぐ留め具を外して、馬を森へと放す。

　そして、あとに残るのはグロンドの手元に残ったいくらかの商品と、金が詰まった道具袋。

　馬車ごとまとめて丸袋に収めて、使用人たちが詰め込まれた馬車のもとへと向かう。

「ミナリス、シュリア。御者は荷台に放りこんだか？」

「はい、ご主人様」「大丈夫なのですよー」

「さてさて、それじゃあとっとと移動するとしますかね」

　俺は空になった御者台に乗った。

　ミナリスとシュリアも馬車の後ろに回ろうとしたのだが、そこで面倒が起こった。

「あ、ほらほら、逃げ出しちゃメーなのです」

「ヒギャァアああっ!!」

「時間も押しているので、面倒なことは起こさないでいただけますか？」

「や、やめっ、ギャァアアアッ!!」

　考えなしに逃げ出そうとする輩やからを二人が馬車へと押し戻す。

　まぁ、ちょっと手首が折れたり足首が折れたりする手荒な手段ではあったけれども。

「こらこら、あんまりはしゃぐなよー」

「かしこまりました、ご主人様」「はーいなのです」

　まったく、いつの間にか返事ばかり上手になって。

　あぁ、ほら、この馬車、後で処分するつもりなのに血がついちゃってるじゃないか。

　……俺にしても、あんまり厳しく言えるような立場でもないんだが。

「ほら中に戻れ」

「ぷぎゃっ!?」

　馬車は典型的な幌ほろ馬ば車しゃで前後にしか抜け出せる場所がない。

　後ろからミナリスとシュリアに押し戻されたから、前から出ようとでも思ったのだろうか。

　だとしたら短絡的にもほどがある。

「あ、しまった。力入れすぎた」

　逃げ出そうとしたので裏拳で顔を殴った男は、顔面が陥没して鼻血を垂れ流していた。

　ああ、ほら、また血のシミが増える。

「ったく、お前らもちょっとは大人しくしてくれよなぁ」

　こちとら、浮つく感情を抑えるだけでも精いっぱいなのだ。

　細かい力加減にまで気を回すような余裕などない。

「さて、出発しようか」

「ええ、行きましょう」「出発なのです」

　馬車に繫がれた馬に鞭を打ち、グロンドの眠る馬車を残してその場を走らせる。

　気分はそう、ハーメルンの笛吹き男だろうか。

　童話の中でその男は、約束を違たがえた村人たちへの復讐として多くの子供を連れ去った。

　そして今、俺は分別のつかない餓ク鬼ズ共を引き連れて移動している。

　約束を違え、裏切った親グロンドのもとから奪い去って。

　ま、こいつらはさほど価値がある相手ではないのだろうから、あいつにとって子供に当たるのは馬車に積んであった金貨だろうが。

「そうだな、笛はないが、鼻歌くらいは歌ってもいいかもな」

　こんな時に歌うのならどんな歌がいいだろうか。

　まぁ、どうせ深い意味などないのだし、適当で構わないだろう。

「ふん、ふんふ～ん、ふふ～ん」

　ガタゴトと鳴る馬車の音と鼻歌は、暗い街道に響いていくのだった。







「ようこそ、俺たちが作り上げた舞台の上へ」

　旧街道の途中で馬車を止め、再び馬を野に返した後に馬車のクズどもを下ろし、馬車を丸袋へと収納した。

　そうして上う手まく獣道へと偽装された道をたどって、せっせと用意した舞台へと連れてきたのだ。

「あぁ、いや、まだ完成してないから、ようこそと言うには少し早かったか」

　そこは、グロンドを貶めるために用意をした舞台。

　忌いま々いましい『学校』とやらが建っていたその場所。

　多少開けているとはいえ、グロンドの手が入る前のその場所は、そう広くはない。

　俺たちが掘った穴もあるせいで、連れてきた三十人を入れるとだいぶ手狭な様子ではあった。

　最終的に完成した穴には今は木の板で蓋ふたをしてある。

　この後、グロンドを血祭りにあげる舞台としてはいささか殺風景に過ぎる光景だった。

　ま、それはそれでふさわしい舞台かもしれないが、あっさりとしすぎなのは俺の好みじゃない。

　復讐のついでに飾りつけもできるのなら、一石二鳥というものだった。

「こ、この場所は……、あなたたちは、何が目的ですか」

「ん？」

　進み出てきたのはそこそこ歳のいったババアだった。

　着ている服が旅のための軽装なので多少印象は変わっているが、フェグナーと共にメイドのまとめ役をしていた気がする。

　唇をきつく引き締めながら話す様子からして、ここがどういう場所なのか知っているようだ。

「何が目的かぁ。そうだな、一つは地味だったから飾りつけだな。ほら、ここ、殺風景だろ？」

　俺はちょうどいい大きさの岩に腰を掛けると、足を組んで話し始めた。

「もう一つは、より深く絶望を味わってもらうために、グロンドには必死に逃げ回って、恐怖を味わってほしいから。それから最後に……」

　クスりと、思わず笑みが零れる。

「お前らにも、絶望しながら死んでほしいからだよ」

『ひっ!!』『うぐっ、げぇええええっ!!』『あ、あぁ、あああぁ』

　別に戦闘の手段として扱うように殺意をばら撒いたわけじゃなかった。

　ただ、どうにかこうにか抑え込んでいた感情の枷かせを外しただけ。

　意識しないようにしていた『憎い』という感情を表に出しただけだ。

「うわ、この程度で気絶しちゃうのですか」

「まぁ基本的には街の中で威張り散らすだけのゴミクズですからね、ほら、寝るのは許しませんよ」

「ぎゃっ!?」「ひぎっ!?」

　ミナリスが気絶した奴の指の関節を、起きるまで一つずつ丁寧に砕いていく。

「さて、夜も短いからな。今から呼ぶ奴は前へ出ろ」

「今度は言うことを聞いてくださいね。無駄な相手を傷つけることは、あまりしない方針ですから」

　くふふ、とミナリスが笑う。

「行くぞ？　オロウリー、レディア、アードロン、シヴィ、ボーディ、ジュド、モニカ……」

　それは、燃え盛る火の中で、心に直接ナイフで刻みつけるようにして憶おぼえた名前だ。

　子供たちを薬漬けにしてきたゴミクズども。

　口から零れる名前の一つ一つが、まるで呪じゅ詛そのようだった。

　ミナリスの脅しのおかげか、名前を呼ぶたびに一人、また一人と前に出てくる。当然、鑑定での確認も忘れない。

　読み上げたのは全部で二十一人。

　一度目の時に見覚えのある顔もチラホラと。

「んじゃ、残りは好きにするといい。邪魔をしないならここに居残るでも、立ち去るでも勝手にしてくれて構わないよ。用があるのは、こいつらだけだから」

「え？」「あ、ぇ？」

　名前を呼ばれなかった集団から困惑の気配が伝わってくるが、そいつらに関してはもうゴミよりもどうでもいい。

　見物するなり逃げ出すなり好きにすればいい。

「それじゃあお前ら、とりあえずはさ、……跪ひざまずいてもらおうか」

　言葉の意味を理解する必要はこいつらにはない。

　こいつらが行動するよりも早く、俺たちが実行に移させるから。

「ヒギャァアアアッ!?」「イデェエエエエエエッ!!」「グァアアア!?　い、いたいいいっっ!!」

　俺とミナリスとシュリア。

　三人で放ったナイフがそいつらの足元を切り裂いた。

「アハハハッ、本当、自分の痛みには弱い奴らだなぁ」

　気分がいい。多少なりとも、耳にこびりついた子供たちの悲鳴が上書きされていくような気分だ。

「ひ、ひぃいいいいっ!!」「あ、た、たすけてぇええっ!!」「あ、あぁああ」

　好きにしろと放り出した集団は、半分が少しだけ飛び散った血に弾かれたように駆け出し、残った半分がその場で腰を抜かしたように呆ぼう然ぜんとしていた。

「あらあら、だらしがないですね」

「しょうがないのですよ。きっと、街の中で威張り回ってただけで碌ろくに危ない目にあってこなかったのです。そうじゃなかったら、こんなにちょっぴりの血を見た程度で驚いたりしないのです」

　呆あきれたように言うミナリスとシュリア。

　ちょっぴりの加減が普通とは変わっている感はあるが、まぁそんなものだろう。

「そら、無駄口叩いてないで飾りつけを始めるぞ」

「そうですね、やるとしましょうか」

「急げ急げなのです」

　地面に転がる屑くず共の足を縄で縛り上げ、ちょうど穴の向こうにズラリと並ぶように木の枝からそいつらを吊るしていく。

　数分としないうちに、いい具合に舞台の仕上げの準備は整った。

「こんなことをして、一体どうするおつもりなんですか？」

「おや、強気に戻ったね。やっぱり年の功ってやつかな」

　厳しい目つきで先程のババアメイドが声をあげる。

　怪我した足を縛って逆さ吊りにしているのでかなり痛いはずなのだが、ババアはその痛みを冷や汗を滲ませる程度にしか態度に出さないのは褒めるべきところだろうか。

　実際、その周囲に吊るされている奴らは、啜すすり泣いているか呻うめき声をあげているかで、まともに会話できるような状態ではなかった。

「どんな恨みを持っているのかは知りませんが、私たちを鞭打ちにでもして楽しむつもりですか？　あなた方が先程逃がした者たちが援軍を連れてくるかもしれませんよ？　そうなれば、あなた方は逆に鞭に打たれることになりますよ」

「おいおい、自分でも説得力がないと分かってても、もう少し上手く演技しなきゃダメだろう？」

　逃げていった奴らも一応はグロンドの一味。

　賄賂を使って巨額の脱税をしたばかりの立派な犯罪者諸君だ。

　そんな奴らが連れてこれる援軍なんて、ねぇ？

「ま、そもそも逃げていった奴らが、援軍を連れて助けにこようと考えるかどうかは別だけどな」

「無理なのですよ。どいつもこいつもチキンやろーばかりなのです」

「そうですね。それぐらいの気概があるなら、そもそもこんなことにはなっていないでしょう。排水溝に溜たまった泥以下の存在です」

「別に殺してもよかったが……、今回は関係ないのがほぼ確実だからな。俺たちが直接手を下すのは、信条に反するってやつだ」

　俺は軽く肩をすくめて、視線を戻す。

「というかさ、鞭打ち？　あはは、ないない、いくら何でもそこまで手て温ぬるいことで済ませたりなんかするわけないだろ？　なぁ？」

「っ!!」

　安心できるように笑いかけるようにして、くだらないことを言う口を黙らせる。

「確かに時間的な制約はある。これからグロンドを殺す時間も必要なんだ。お前たちにそこまで手間を掛けてる時間はない。けどな」

　口調はゆっくりと諭すように、囁ささやくように。

「だからって、テメェらへの復讐に手を抜くつもりは欠片もねぇんだよ」

　俺がそう言いながら取り出したのは、先が尖とがり中が空洞になっている金属製の杭くい。

　太いマジックペン程度の長さのその杭は無骨さに加えヤスリのようにザラついた表面をしていた。

「お前たちの足にこれを突き刺す。出血が致死量になるまで、せいぜい一時間ぐらいかな？　自分の体からどんどんと血が滴っていくのを感じながら、恐怖に叫びながら死んでいけ」

　吊り上がる口の端が、醜く歪んでいくのが分かる。

「ひっ!?　普通じゃない……っ、何なんだよお前……」

　普通じゃないか。二度目の世界が始まってからいったい何度言われてきただろうか。

　でもまぁ、異常だと言うならそれもいい。

　結局やることに変わりはないのだから。

「変質者には言われたくないなぁ。その年で小さい子供にしか興奮しないって、気持ち悪いことこの上ないよ？」

「うぐっ、そんなことまで……」

「それに、お前らにはかなり優しく、甘めにしてやってるだろ？」

　残念ながら、ここにいる面々はあのリストに載っていたというだけ。一度目の時に燃える校舎の中で読んだフェグナーの日誌に記載されたものから、こいつらが何をしたか類推するしかできない。

　この世界では一度目の時に、具体的にこいつらがどう関わっていたのかまでは分からないままだった。だから、もし万が一この中に子供たちを害さなかったものがいた可能性の分だけ、少しだけ手を緩めたのだ。

　ま、たとえそんな輩が混じっていたとしても、ほかのところで既に迷惑をまき散らしているクズなので、欠片も心は痛まないが。

「お前らが死ぬまで、俺は嗤ってここでお前たちを見ていてやるよ。罵声を浴びせてもいい。命乞いをしてもいい。祈りを捧げてもいい。懺ざん悔げをしてもいい。なんの邪魔もせず、ただ嗤って聞いていてやる」

「そ、それのどこが甘いのですかっ!?」

　一人が引き攣つった声で叫ぶので、普通に答えを返す。

「何言ってるんだ、最後の最後の瞬間まで、お前らは自分の意志で言葉を紡げるんだ。それだけで十分すぎるくらいの譲歩だろう？」

「そ、そんな、そんなことが……っ、ぎぇあああ!!」

「もう、先程からペチャクチャとうるさいのですよ？」

　シュリアが痺しびれを切らして、手にした杭をそいつに突き刺した。

「あぁ、やっぱりそっちの声の方が、ずぅっと素敵なのです」

「あ、こら、まだ話してる途中だったのにさぁ」

「いい加減、シュリアも我慢の限界なのですっ!!　そうじゃなくても今回は頭が痛くなるお話ばっかりだったのです。痛いのって割と好きですけど、あーいうのはちょっと違うのですっ!!」

　プンプンと怒りながらシュリアが更にもう二本の杭を突き刺した。

「ひぎぃっ、や、やめ、いだぃいいいいっ」

「まぁ、シュリアったら。堪こらえ性のない子ですね」

「ふぎゃぁあっ!?　ぎぃ、ぐ、ぁあぁっ!!　も、もうやべで……、ぐぅ、うぇ」

「……そういうお前も、もう一人仕上げちゃってるじゃん」

「あら、いつの間に♪　不思議ですねぇ……、くふふ、くふふふふ」

「ふぐぅぅううっ、ぁあが、がぎ、がぎまわざないでぇえええっ!!」

　嗤いながら白々しいセリフを吐いたミナリスは、六本目の杭を突き刺してグリッと動かしていた。

「ここまでワザとらしいと怒る気にもなんねぇ」

「ほらほら、ご主人様も早く楽しんじゃいましょう！　早くしないと私とシュリアで全部やってしまいますよ？」

「はぁ、そうだな、俺もそろそろ手を動かすとするか。でもミナリス、そうやってグリグリ動かすのはやめとけ、痛みで気絶しかけてるぞ」

「ぎゃぐぁああああっ!?　ぎげぇ、ぎげぇええええああああっ!!」

　ミナリスに注意をしながら、時間もないのでザクリザクリと俺もまた杭を突き刺していく。

「あら、気をつけないといけませんね。どうも痛覚の鈍いゴブリンで試した時の感覚が残ってしまっていて……」

「ひぎぃ、いだ、いだいっ、やめてよぉっ!!」

「ふふふんっ♪　ミナリスさんも案外おっちょこちょいなのです」

「ぎゃぁああああああっ!!　いでぇ、がぁあああっ!?」

「ほらほら、まだ四本だ。一人六本ずつだからまだ二本残ってるぞ？」

「いだいいだいいだいぃぃいいいい!!　もうゆるじでよぉおおおおおっ!!」

　血の匂いに淀よどみ始める空気。

　そして響き渡る悲鳴、悲鳴、悲鳴。

　重なり合って、より深く、より重く、夜の森を木霊する。

「最後はお前かぁ」

「ひいっ!?　よ、寄るなっ、寄るな寄るな寄るなぁああっ!!」

　別に狙ったわけではなかったが、最後に残ったのは一度目の世界で俺が殺した男だった。

　子供たちの死に際も遠目に観察していた男。

「こ、このっ、あ、悪魔めぇっ!!　俺がなにしたっていうんだよぉぉ!!　ただちょっと女を抱いただけじゃねぇかっ!!」

「そうそう、無理やりに薬で抵抗できなくした相手をな。……本当に反へ吐どが出る」

　まず、一本。

「ぎゃぁああぁああぁあああぁああぁっ!!」

　ブチブチブチッ、と杭が肉へと食い込んでいく感覚と、苦痛に歪む男の顔。

　一度目の時はただ怒りに任せて消し炭にしてしまった。苦痛を与える暇もなく、ほとんど一瞬で命を奪ってしまった。

「さぁ、それじゃあ、二本目いってみようかぁ」

　そして、二本。

「ぎぐっっ!?　ぐぅうううっ!!」

「まぁ、でも、反吐が出るのは確かだけど、俺にとってはそんなのどうでもいいんだよ」

　三本。

「ひぎゅううっ!!　があぁっ!?」

「残念ながら、お前がしたことを自覚させる術は俺にはないけどな」

　四本。

「イデェエエッ!!　ぎぃアアあアぁァアあぁ!?」

「俺は、覚えてる、覚えてるんだよ。何一つ、なかったことにはさせないっ。全部全部全部、お前たちの何もかもを俺は許さないっ!!」

　五本。

「もう、ヤべ、やべデぇ……っ、ぎぃイィイいっ!?」

　手に残るのは最後の一本。

　だから最後は、慈愛にも似た最高の微笑ほほえみで。

「だ、ダレが、ダズゲてぇぇぇ……」

「あの子たちがそうだったように、この地獄の底で死んでいけ」

　静かに笑って奈落の底まで突き落とす。

　そして、最後の一本をその足に突き立てた。

「ぎァアあぁあアぁァああ……っ!!」

「ハハッ、ハハハッ、アハハハハハハハッ!!」

　グシャグシャに苦痛で歪む醜いその顔。

　垂れ伝う、その血が汚い涙と交じり合って地面を小さく汚していく。

「いでぇっ!!　ふざけんなぁああっ！　俺をいったい誰だと思ってやがるっ、放せよぉおおおっ!!」

「あ、あ、あ、血がぐぅうっ、ううぅ、止まって、止まってよぉ……っ」

「ギェエエエッ、いでぁあああぃウェアダくぁ!!」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ、謝るからっ、何でもするから許してくれよぉっ!!　イギャァアアアアアッ!?」

「やだやだやだっ、まだ死にたくないよっ!!　誰か助けてぇ……っ、ひっぐっ、えぐぅ、もう悪いことなんてしないからぁ、いだいのやだぁ、死にたくないぃ……、うぇぇ……」

　ようやく全員分の仕込みが終わる頃には、これだけでもなかなかに見栄えのする見世物になった。

「うんうん、さすがミナリス。ちゃんと毒も効いてるようだな」

「ありがとうございます、ご主人様」

　杭にはいつものようにミナリス謹製の毒が塗ってあった。波のように、痛覚を鋭敏化させては鈍化させ、鈍化させては鋭敏化させるというのを繰り返す毒だ。

　痛みと恐怖。

　その二つを余すことなく味わってから、死んでもらおう。

　そして、タラタラと滴り落ちる血は砂が少しずつ落ちるようにゆっくりとその命を攫さらい奪う。

　苦痛の悲鳴と、恐怖の悲鳴が混じり合ってその場に響く。

「そうだ、それでいい。ほんの短い時間でもあの子たちの絶望の欠片を味わえ」

　喚わめいて、泣いて、無様に恐怖して、死にたくないと叫んで、

「…………何一つ叶えられずに、死んでいけ」

　それを許してやることだけが、俺がお前たちに向けるほんの少しのやさしさだから。





　　　　☆






「うっ、くぅ、何が起こった……？」

　ヒュウゥッ、と差し込んだ風に私は身を震わせて目を覚ます。クラリとする頭を押さえ、ゆっくりと身を起こした。

　周りを見渡すとそこは馬車の中。

「ここは……、そうだっ、薬を嗅がされ……っ、っ!!」

　次第に輪郭を取り戻す思考に、慌てて立ち上がり馬車から這い出るが、そこに望むものは既になかった。

「あ、ぁ、ぁ、ああああぁあぁあぁあぁああっ!!　あのクソ虫どもがぁああぁあああぁあああっ!!」

　ない、ないっ、ないっ!!

　私の、グロンド商会の財産を乗せた馬車が、どこにもないっ!!

　周囲を見渡せど、残されたのは今しがたまで寝かされていた馬車と、その馬車に繫がれた馬だけ。

「クソがクソがクソがッ!!　あーっあああっ!!　何もかも俺の邪魔ばかりしやがってぇえええっ!!」

　経緯も手段も状況も、何もかも判然としていないが、俺の金が奪われたということだけは分かる。

　無一文。

　そんな、何よりも忌むべき言葉が脳裏へと浮かぶ。

「っぅが、あぁ、こんな、こんな……っ!!」

　ジワリと滲んで浸しみ込んでくるような暗闇。

　いったいいつから？　どこかで何かを掛け違えてしまったように暗い方へ暗い方へと沈み込んでしまっているような気がする。

「ぅうううっ、何でだっ、なぜ、なぜこうなる……っ!!」

　どれだけ振り払っても逃げ切れないその闇が、暗い眼下で嗤っているような、そんな……。

「っ、いや、大丈夫だ。俺には、私にはまだこれがあるっ！」

　ギュッ、と首から下げた道具袋を握りしめる。

　おそらく、私が今生きているのはこれのおかげだろう。

　あの甘い花のような匂い。毒を扱う魔法を使われたのだろうが、命拾いをしたらしい。

　それに、この中に入っているだけでも、木っ端な商会の総資産を軽く上回るだけの額がある。

　とにかく冷静に、今は無事に帝国にたどり着くことだけを考えるべきだ。

「……すぅー、はぁー。この私が御者の真似事をすることになるとは……」

　深く息を吸って吐き出して冷静さを取り戻すと、急いで御者台へと座った。

　御者の経験などなかったが、技術としての軽い知識はある。

　本来なら馬車を捨てて馬に乗って移動するべきだったが、知識だけでは乗馬は危うい。

「走れこの駄馬どもっ!!」

「『『ヒヒィインっ!?』』」

　感情任せで必要以上に強く振るった鞭が馬の背を叩き、再び馬車が走り出す。

　逸はやる気持ちと共にガタゴトと馬車は音を立てながら道を行く。

　ちらりと空を見上げれば、煌こう々こうと月が輝いていた。

「ちっ、街からもう少し離れたら休むつもりだったが、こうなれば宿街まで一気に駆け抜けた方がいいか」

　この馬車一台なら多少は無茶をしても問題ない。

　眠らされていたからか、それとも怒りからかは分からないが、不思議と眠気は感じなかった。

　軽く酔っているような火照りを感じながら、ひたすらに鞭を振るう。

　その時だった。

「『『『ギュルルピピッ!!』』』」

「っ!?　魔物の群れっ!?」

　ギリギリッと弾き鳴らすような泣き声に合わせ、魔物が街道へと飛び出してきた。

　特徴的な水色の半透明のボディを持つ魔物。

「『『ヒヒィンッ!!』』」

「す、スライムっ、なぜこんなところに……」

　驚いた馬が足を止め、馬車も動きを止める。

　だが、そんな疑問の答えを探している余裕はなかった。

「『ブヒヒヒンッ!?　ヒギィッ』」「『ヒヒィンッ……ッ』」

「なっ、やめっ!!　っ、くそっ!!」

　私はどうすることもできず、スライムの集団が馬へと襲い掛かった。

　馬車に繫がれて身動きの取れない馬は、碌な抵抗もできずにそのジェル状の体に包まれる。

　ジュァアアアアァアッ、と肉の溶ける音と煙が上がる。

　私は急いで御者台から飛び降りると、森の中へと分け入っていった。

　スライムという魔物はガルムやゴブリン、オークなどの魔物とは違う。

　奴らに満腹という概念はない。

　馬車を引いていた馬を喰くらった後は、確実にその矛先を私へと向けるだろう。

　とにかく、今のうちにできるだけ離れておく必要がある。

　だが、不運には不運が重なるものだった。

「『ギュピラァッ！』」

「またスライムだとっ!?」

　絶望的な気分になりながら、慌てて進む方向を変えて魔物から逃げ出す。

「ひぃ、ひぃ、くそっ、くそっ、クソガァアアアアアア!!」

　焦燥、怒り、戸惑い、疑念、困惑、苛立ち。

　ガサガサと草木の茂る森の中を、次から次へと湧き上がってくる感情を吐き出すように叫びながら駆けていく。

「はぁ、んぐっ、はぁ、私はっ、俺は、グロンド商会の、会頭、なんだぞ……っ」

　いったいどれほど走り続けただろうか。

　木陰に身を隠しては現れる魔物から逃れるために走っていく。

　そんなことを繰り返すうちに、大分森の深いところにまで追いやられてしまった。

　日ごろの運動不足も祟たたり、すっかりと息は上がり、足は悲鳴をあげていた。

「くそっ、ふざけ、やがってっ」

　そして再び、木の幹に背を預け、周囲から身を隠す。

　スライムは話に聞くよりもずいぶんと足が遅かった。急いで走ればどうにか振り切れないほどではない。

　迷いにくい森であることと、月の明るい晩だったおかげで、どうにか逃げ回ることができていた。

　だが、森にいる魔物が多いのか、それとも同一個体が何らかの方法で追跡してきているのかは分からないが、振り切っても振り切ってもスライムがまた現れる。

「『ピギギィイィッ!!』」

「っ、ええいっ!!　なぜスライムばかりっ!!」

　だが、休む暇は与えないとばかりに再びスライムが姿を現す。

「ひっ、ひぃ、ひぃ、ひぃ」

　スライムの気配が遠ざかったところで、喘あえぐように息を吸いながら低木の陰に身を潜める。

「はぁ、ぜぇ、はぁ、ぜぇ」

（どうする……？　このままではいずれ……）

　間かん隙げきを縫うように休憩で息を整えながら、焦りと恐怖でじりじりと神経を削られる。

　今更ながら短絡的に森に飛び込んだことを後悔していた。

　森の中は魔物たちのテリトリーだ。同じ逃げるにしても整備されていない旧街道の方が森の中よりはまだ逃げやすい。

「っ、あの煙は……、冒険者かっ？」

　と、見上げた空に、木々の切れ目から立ち上る煙が見えた。

　まさに天の救いだっ!!

　弾かれたように立ち上がり、私は駆け出した。

「『ギピッピィィッ？』」

「っ、またスライムかっ!!」

　そのまま追い立てられるように煙の立ち上る場所へ向けて走る。

　走る、走る、走る。

　そして、ようやく森の切れ目が見えてきた。

（あそこ、あそこまでいけば……っ）

　もつれかける足を必死に動かして、その先を目指して……。

「た、助けてく……っ、は、ぁっ!?」

　飛び出した先で見た光景は、言葉にすることすら憚はばかられるような有様だった。

　まず目に入ったのは、正面奥にある大きな穴から煌々と燃え上がる篝かがり火び。

　その穴の縁に沿うようにして火が燃え上がり、バチバチと音を鳴らしながら煙を上げている。

　そして、その火に照らされるのは、幾人もの死体だった。

　恐怖や苦痛に押し潰されたような表情と、体に突き刺さる杭。

　木に逆さ吊りにされた死体から滴り落ちる血が、地面に赤黒い海を作っていた。

　夥おびただしい死体の数と血の匂い。

　もはや悪趣味すぎて非現実的ですらあった。

「なっ!?　な、ぁ……、えぁ……？」

「…………なぁ、お前はいったい何に助けてもらうつもりだったんだ？」

「っ!?」

　ゾッ、と腹の底を摑み上げられるような暗く響いた囁き声。

　勢いよく振り向いた先にあったのは、無感情な笑みを浮かべ、一振りの刃を振り上げた黒髪の男の姿だった。

「思い出せ、お前を助けるような輩は、ここにはもういねぇよ」

「まっ、待てあぁァアアアアアアッ!?」

　振り下ろされる剣が深々と胸へと突き立った。

「ぎぃああぁあぁつ、頭がっ、ぐうぅああっ、なんだこれはっ、私は、お前は、勇者？　違うっ、勇者は追い込んだと連絡がっ、なぜ？　フェグナーは？　王国と帝国からの税の免除を受ける契約が……、違う違う違うっ、俺は帝都に逃げ……、がぁああぇぁあらぁらっえあ!?」





　　　　☆






　俺の前でグロンドが悲鳴をあげている。

　突き立てた【八やつ目めの透とう本ほん剣けん】がグロンドの記憶を取り戻させ、宙に溶けるように消えていく。

「あぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

　崩れ落ちるように頭を押さえながらグロンドが膝をつく。

「…………」

「貴様ぁ……、私に何をしたぁ、この状況はなんだっ!!」

　ギリィッ、と食いしばる歯の音すら聞こえてきそうなその形相でグロンドが俺を睨む。

「答えろっ!!　勇者あああああああああああっ!!」

　響き渡る怒声が不自然なほど静まり返る森に響き渡った。

「くっ、クククッ」

　こちらを見上げるグロンドの目には、状況への戸惑いはあっても、俺の敵意に対する戸惑いは消えていた。

「あぁ、おかえり、おかえりなさいだよっグロンドッ!!　ずっとずぅっとずぅうううっと!!　会いたくて会いたくて会いたくてたまらなかったぞっ、なぁ、なあっ、なああああああああっ!!」

　見たかった、会いたかった。

　どうしようもなく、どうしようもなく。

「アハハハハハハッ!!　何度も何度も何度も何度も夢見てきたっ、焦がれて焦がれて焦がれて焦がれてどうしようもないくらいに焦がれてたんだっ!!　ようやく会えた、ようやく会えたっ、アハハハハハハハハハッ!!」

　殺してやるっころしてやるっコロシテヤルっ!!

　一片の救いも、ヒトカケラの希望も、ほんの少しの癒しも届かない、ズタズタに引き裂かれた苦く悶もんの海に突き落としてやる。

「笑うなっ、クソッ、ふざけるなよ勇者ぁあああああっ!!」

「これが笑わずにいられるかっ!!　いったいどれだけこの時を待ったと思ってんだっ!!　もう何一つ我慢なんかできねぇっ!!　一度目はお前の舞台で俺が踊ったんだっ、今度はお前が、踊って踊って踊って」

　だからそう、俺は今、

「───絶望の底で、壊れるように死ねっ!!」

　お前を最高の笑顔で、嗤ってやるから。






終章　四色の無価値な墓穴






　金が足りないことはあっても、金で買えないものなどない。

　積んで、積んで、積み上げて、私は必ず金の塔を築き上げてみせる。

　この世界は、誰よりも高く金を積み上げた人間だけが勝者になれるのだ。

　そうして、私は今まで生きてきた。

　だから、勇者、貴様は私の敵だ。

　貴様の知識は役に立った。だが、貴様という存在そのものが、私の信念に土をつけている。

　帰りたい帰りたい帰りたい、いつもそればかりで、この世界を見下し、馬鹿にしている。

　この世界に執着しない、この世界の金に執着しない。

　私が必死でかき集める力の全てを否定している。まるで価値のないゴミであるように、見向きもしない。

　そんな行動に対する私の苛いら立だちにすら気づかない無神経さが。

　強者独特の驕おごりとも違う、本当の意味でのこの世界の金への無関心さが。

　私の心に何度も何度も苦い泥を吐きかけているんだよ。

　…………貴様の望みなど、誰が叶かなえさせてやるものか。

　追いつめて追い詰めて、貴様が愚ぐ弄ろうした金の力で屈辱を味わわせてやる。







　そうして、長く長く蓄積されてきた思いを晴らせる時が来た。

　やっと望んだ光景を目にすることができた。

『…………んだ、これは。なんだこれはァアアァアアアァアアアアアアアアアアアっ!!』

「クククッ、アハハハハハッハッ!!　無様だなぁっ、勇者っ、そんなにそのガラクタ共が大事かっ、アハハハハッ!!」

　勇者の悲痛に満ちた声が耳に心地よく響く。

　思わず私は声をあげてバンバンと机を手で叩たたいた。

「グロンド様、行儀がよろしくありませんよ」

「これが笑わずにいられるかフェグナー、見ろっ、この勇者の無様な姿をっ!!」

　遠くから現場を観察している部下に持たせた魔道具から送られてくるその映像。

「くくくっ、今はどんな気持ちだろうなぁ？　勇者、変わり果てたガキどもに命を狙われて……、実に惨めだなぁ」

　愉快で愉快でたまらない。

　もっともっと苦しむ姿を見せてみろ勇者っ!!

「あぁ、愉快だ。本当に愉快でたまらないっ!!」

　やがて、捨て駒として出した部下が勇者に殺され、同時に魔道具からの映像も途絶えた。

「貴様が悪いのだぞぉ、勇者ぁ。クククッ、アハハハハッ」

　全てが計画通り。

　さすがにあのガラクタどもを使って殺すことは叶わなかったが、あの映像だけでも十分だ。

　どちらにせよ、いずれ勇者は朽ち果てる。

　確かに勇者は強大な力を持っているが、魔王と違い、個人なので勢力があるわけではない。

　何より、どこか異常なぐらいに勇者を毛嫌いする王女が、いずれ勇者を殺すだろう。

「いや、今はもう勇者ではなく魔王だったか。今夜は美う味まい酒が飲めそうだっ、アハハハハハ……」

　心の底からあげる笑いは、とても気持ちがいいものだった。

　理想に驕り高ぶる強者を、金の力で屈服させる。たまらなく最高なひと時だ。

　そうして、白っぽい灰色に染まるようにその記憶が私の中へと同化していく。

　分かる。この記憶は、絶対に偽物ではない。

　いや、偽物なのかもしれないが、不思議とそうは思えない、心を無理やり毛羽立たせられたような不快感。

　そして、いま目の前にはおかしくてたまらないと何度も何度も笑い声をあげ、ゾッとするような眼で、見下して嘲ちょう笑しょうする、

「今度はお前が、踊って踊って踊って、────絶望の底で、壊れるように死ねっ!!」

　…………勇者の姿があった。





　　　　☆






「笑うなっ、笑うんじゃない、貴様っ、いったい何のつもりだっ!!　何の記憶だこれはっ!!」

「うるせぇよ、豚野郎」

「ぐあぁっ!?」

「あはははッ、無様だなぁ、グロンドぉ」

　俺がグロンドを軽く蹴り転がしてやれば、そのまま無様に転がる。

　体中汗だくのうえ、薄暗い森の中をがむしゃらに駆けてきたせいで服は泥や土で汚れている。

　今日この日、この場に至るまで、じっくりじっくり痛めつけてきた甲か斐いがあった。

　まるで病にでもかかっているかのように頰ほおはこけ、目は落ち窪くぼんでいる。

　その姿は奇くしくも最後に見た、養護院の子供たちの姿に似ていた。

「はぁ、ぐぅっ、その、気持ちの悪い笑みを消せぇっ、クズ虫がぁあっ!!」

「囀さえずるんじゃねぇよっ、今のお前にこそふさわしいだろ、その言葉はさぁ」

「うるさいうるさいうるさいっ、それよりも答えろ貴様っ!!　なんだこの記憶はっ、なんなんだこの状況はっ!!　だからその薄気味悪い笑顔をやめろ勇者ぁあああっ!!」

　辛つらそうに頭を押さえながら、グロンドはギョロリとした目をこちらに向けてくる。

　グロンドの叫び声があがると同時に冷たい夜風が草木を鳴らし、まるで人の気配が消えたかのように、不自然な静寂がほんの少しの間その場を支配した。

「…………復ふく讐しゅうだよ」

　そして、その声は囁ささやくように。

「復讐、だと……？」

「あぁ、そうだ。詳しい経緯も理屈も知らなくていい。ただここは、この場所は、あのどうしようもなく腐った地獄の続きなんだよ」

　そう、ここはあの暗くて冷たくて苦しくて熱い、血みどろの世界の先なんだ。

　お前につけられた傷は、今も少しも乾かないまま、あの子たちの血で濡ぬれている。

「は、はははっ、復讐だとっ!?　お門違いもいいところだっ、あれは貴様が間抜けだっただけだろうがっ!!　貴様が『利益は子供たちに対して使ってくれ』と言ったから、私はその通りにしただけのことではないかっ」

　罪悪感の欠片かけらもなくグロンドが叫ぶ。

　俺はその言葉に黙って耳を傾ける。

　今すぐにでも口を塞ふさいでやりたい嫌悪感を抑え、耳が腐り落ちそうなその言葉を聞き続ける。

「金の力を侮るからそういうことになるんだっ!!　金は力だっ、どんな人間でも金の力には逆らえんっ、あの餓鬼どもも金のない弱者だから、全てを奪われたのだっ!!」

「…………」

「金が人の価値を決めるんだっ、それを、平和のために使う？　養護院を建てるのに使う？　誰がそんな溝どぶに金を捨てるような真似をするかっ!!　だからあの結果は当然のことだっ、ゴミに金を掛けろなどと言った、貴様が悪いっ」

「…………」

「貴様が悪いんだっ、貴様さえいなければっ!!　いつもいつもいつもいつもっ、金を儲もうける知識をひけらかすくせにっ、金に興味の欠片も示さないっ!!　帰りたい帰りたいとっ、まるでこの世界の金に価値がないかのようにっ!!　ふざけるなあああぁっ!!　金は血だぁっ、金は命だぁっ!!」

　ギッ、と地に伏せるグロンドがこちらを睨にらみつけてくる。

「……あぁ、きっと、俺にお前のその考えが理解できないように、お前にも俺の考えは一生伝わらないんだろうなぁ」

　グロンドに対して、だからこそ、俺は続けて告げた。

「お前の言う通りだよグロンド。お前がかき集めようとする汚れきった金なんて、俺には何の価値もない。だけど、安心したよグロンド。そうでなくっちゃ、そうでなくっちゃいけないよなぁ」

　よかった。本当は少し、不安だったんだ。

　お前には、縋すがるように金への執着を持っていてもらわなければ。まだまだ絶望されたら困るんだ。

　だって、お前に対する仕上げはこれから始まるんだから。

　もっともっと深く絶望させてやる。

「さぁ、これがお前の最後の舞台だ、グロンド」

「ぐぁああああっ!!　は、離せっ!!」

　跪ひざまずいているグロンドの髪を摑つかんで無理に引き摺ずり、囂ごう々ごうと炎を上げる穴のそばへと近づいていく。

　グロンドは復讐対象だったが、ただの商人だ。

　鍛え抜かれた戦士ではない以上、俺を相手に抵抗できるほどの力はない。

「ぎっ、ぐぁ」

　ズザッ、と穴の前でグロンドを手放す。

　そこではミナリスとシュリアが冷たい微笑を湛たたえて待っていた。

「な、なんだ貴様らは……っ」

「私たちですか？　ご主人様の共犯者ですが？」

「とはいっても、シュリアたちのことは気にしなくてもいいのですよ。この後はたまにちょっかい掛けるだけなのです」

「そうですね、もう下準備の段階は通り過ぎました。あとは存分に遊ばせてもらうだけです」

「下準備、だと？　……そうかぁ、貴様らかっ、この俺を嵌はめたのはっ!!」

「ふぇ？　今更なのです？　気付くの遅すぎなのです」

「……してやる、殺してやるぞ貴様らぁっ!!　ふざけるなふざけるなふざけるなっ!!　全員っ、あの餓鬼どもと同じようにっ、がはっ!!」

「…………おい、グロンド、お前、今なんて言った」

　理性で判断するよりも早く、反射のように、俺の口からは怒りに冷え切った声が漏れ落ちる。

　考える間もなく振り上げた足でグロンドの背を踏み潰つぶす。

「お前、俺の大事な共犯者を、よりにもよってどうするって言ったんだ？　なぁ」

「ぐぁああああぁあっ!!」

「ふざけるなよ、グロンド。お前に、お前らにこれ以上なにひとつ、俺のものを傷つけさせるつもりはないっ。調子に乗るなよ、お前に……」

「ご主人様、落ち着いてくださいっ、こんなところで楽にしてしまうおつもりですかっ」

「そのままだと死んじゃうのです、もったいないどころじゃないのですっ」

　と、急に腕を引かれて、ようやく我に返る。

　そして、ゆっくりとグロンドを踏みつけにしていた足を退どけた。

「っ、あ、あぁ、悪い。助かった」

「がはっ……、ゲゴッ、ゲボッ」

　ガシガシと何度も蹴りつけたグロンドは口から血を吐き出していた。

　アバラが折れて内臓を傷つけているのだろう。

　少しだけ冷静になってもいい気味だとしか思わないが、確かにこのまま殺すわけにはいかない。

（……まったく、これだから俺はダメなんだよなぁ）

　自分の情けなさに内心ため息をつきながら、【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】でグロンドの体を癒す。

「うぅ、ううう……」

「おいこら寝るな、そんなこと許した覚えはねぇぞ」

「っ、ぷはっ!!」

　気絶しかけていたグロンドの顔に水をぶちまける。

「それじゃあ、始めようか。この穴が、お前の墓場だ」

　グロンドの靴だけを切り落とし、裸足はだしにした後に首根っこを摑み上げる。

「なぐっ、ぐぉおおおおっ!!」

　『天てん駆く』を使って宙を駆け、燃え盛る炎が縁ふちを彩る穴の中へとグロンドを放り落とした。

　穴の中は二段階の深さがあった。

　穴には円の縁に沿うように幅が残されている。一段階目は、三メートル程度の深さまで掘られ、その円の内側に正方形の角と中心の位置に五つの足場だけが残されている。

　そこから更に六メートル近く掘り下げられている。

　その深く掘られた穴の底には大量の水が満たされていて、細い鉄柱を組み合わせた少し目の粗あらい金網が、一段階目の三メートル程度の深さで残された足場の縁に食い込むようにして固定してある。

　グロンドは穴の中に残された五つの足場、その中央へと落とした。

　落差的に怪我はしてないだろう、わざわざそうなるように『天駆』を使ったのだから。

　この後のことを考えれば、足でも挫くじかれたら興ざめだ。

「っ、ぐっ、なんだ、何をするつもりだっ」

　周囲を取り囲む炎のせいで、その場は悪あく辣らつな熱気に満ちている。

　熱された空気は肌を焼き、息をするのも辛いだろう。

「なに、ちょっとしたゲームだよ」

「なっ!?　わぶゅっ!?」

　俺はそう言うと、グロンドから取り上げた全ての金をその穴の中にぶちまけた。

「ぐぅっ!?」

　銅貨、銀貨、金貨。

　ギャラギャラッと滝のように雪崩落ちる大小合わせて数十万枚もの金属の欠片が降り注ぐ。

「やっ、やめっ!!」

「ほらほら、大切な大切な、お前の金だぞ。その汚れきった手で必死にかき集めてきたんだろうに」

　金属の擦こすれあう音が響き、金網の目をすり抜けて水底へと沈んでいく。

　がなり立てるような音がやむ頃には、周りを囲む火で、水面とその底の貨幣がキラキラと輝く光景が出来上がっていた。

　それはきっと、グロンドにとっては実に心躍る光景と言えるだろう。

　ただし、この状況で楽しめるかはまた別の話だったが。

「き、貴様ぁ……、虫けらの分際でぇ……っ」

「言っただろ？　お前には、踊ってもらうって」

　じわじわと消耗させる第一幕はこれで終わり。

　もう十分、幸せな夢は見られただろう。

　絶望の中でも縋すがれる希望も味わっただろう。

　だから、ここからはもう、痛みと苦しみだけを味わってくれ。

「よっと」

　俺は宙から穴の縁へと降り立った。

　そこでキッチリと正座したミナリスと体育座りしたシュリアが、敷物を敷いて待っていた。

　穴を覆う炎の檻おりが一ヶ所だけ途切れたその場所は、俺たちが苦しむグロンドを見るための鑑賞席だ。

　俺は道具袋から水みず瓶がめを一つ取り出すと、【水みず妖よう精せいの雫だ刃じん】を手にする。

　水瓶にあらかじめ溜ためておいた水を心剣の力で操り、宙に直径五十センチ程度の水球を生み出す。

　そして、もうひとつ、道具袋から取り出したのは、特徴的な焼き印の入れられた大きな革袋。

「そ、それは……」

「ハハハッ、金にしか興味のないお前でも、さすがのお前でも、この印くらいは覚えてたか」

　中に入れられているのは粉末状の青い色をした薬。

　『スラッグス』を壊滅させた時に手に入れた『ラムネ』だ。

　袋の紐ひもを緩め、その全てを水球の中へと入れる。

　水球の中の流れを操り、一気にその粉を混ぜ合わせた。

　グルグルと渦巻く水球は綺き麗れいな水色に染まり、チロチロと舌を蠢うごめかせるような火の光に煌きらめく。

「なぁグロンド。この『ラムネ』、原材料が何だったか、お前、覚えてるか？」

　そうして俺は一枚の金貨を取り出す。

「原材料だと……？　確か、『早生強薬』にいくつかの……っ、まさかっ」

「そうそう、それだよ。強烈な依存性にステータスの上昇効果。それから……」

　キンッ、と手にした金貨を水球の中へと弾はじき入れる。

「───どんな金属もボロボロの土塊つちくれに変える強力な風化作用」

　ジュァアアアアアアッ、と熱した鉄板に水を落としたような音と共に、金糸色の輝きはブクブクと淡く緑色に色ずく細かな気泡を上げて、くすんだ土となった。

「さて、この濃度なら半分程度の量でも底に沈んでる金、全部こうできるわけだが」

「なっ、き、貴様ぁっ!!」

「はいはい、罵声もワンパターンだと楽しめないだろ。もうちょっと工夫しろ？」

　やれやれと肩をすくめて馬鹿にする。

「さぁ、ここからがゲームの始まりだ。この水、そのまま底に落としてやってもいいんだが……」

「やっ、やめろっ!!　あれは私の金だぞっ!?」

「そう、あれは、お前の金だ。だからさ、お前にチャンスをやるよ。この水を全部飲み干せれば、もう手出ししないでやる。これだけの量を飲み干せば、まず間違いなく薬の中毒から抜け出せなくなるだろうが……。まぁ、すぐに死にはしないだろうよ。一年くらいは生きられるんじゃないか？」

「なんだとっ!?」

「逆に、全部投げ出してその足場で見ているだけでもいい。お前の積み上げてきたその金がボロボロに崩れて消えていくのを見ているだけでもいい。金属が風化する時に出る緑の気泡で全身の皮膚が爛ただれる程度で終わるだろうが、お前の苦しむ姿と『商人グロンドの死』を見られるなら、お前が惨めに生きていくことぐらい許してやる」

「ぐっ、ぐぅうううっぅううっ!!」

「ゲームの結末は簡単だ。全ての金を失って、これまでお前が蔑さげすんできた何の力もない弱者に落ちるか。その金を守り切ってお前の思う強者のまま残りの短い人生を苦しみ続けるか。さぁ、ゲームスタートだ、頑張ってくれよ？」

「っ!!」

「さて、この水球、お前に飲み干せるかな？」

　俺はとびっきりの笑みを作り、グロンドが全て自分の意志で選択できるよう、水流をか細く操作した。

「ばぶっ、ごっおっ、おっ」

　チョボチョボという表現が正しい勢いで水は流れる。

　グロンドはそれを一も二もなく飲もうと口を開けた。当然、いきなりそんな飲み方できるわけもなく、口から零れた液体がグロンドの服の金飾りに触れて煙を上げた。

「ぐぉっぼっ、ぐっ、がぼっ!!」

「おー、頑張るねぇ。そこそこ痛いだろうに」

　ほんのわずかだが、金属が風化する時に発生する気体がグロンドの肌を焼いていた。

「ぐぅううっ、うううっ、うううっ!!」

　グロンドもそのことを理解したのだろう。金飾りのついた服を脱ぎ捨てた。

「あははっ、いい間抜けづらだなぁおい」

「ずいぶんとハシタナイ姿を見せる豚ですねぇ。見世物としてそちらの方が上等ですけども、くふふ。あら、思ったよりも美お味いしいですね、このお茶」

「ウマウマなのです、やっぱり見世物の演目がいいと食も進むのですよ」

　文字通りの見世物として愉快そうにミナリスとシュリアが笑う。

　そして、大分普通に飲めるようになってきたところで一度水流を止める。

「んぐっ、はぁ、はぁっ、き、貴様ぁ」

　グロンドが口にしたのは水量的にさほどの量でもない。コーヒーカップ一杯分程度だろう。

　周囲を囲む熱気にグロンドがかいている汗の量の方が多いはずだ。

「あははっ、そうそうそんな感じで頑張ってくれよ。それじゃあ、これでチュートリアルは終了だ」

　口の端を釣り上げて、俺は、そう告げた。





　　　　☆






　『全ての金を失う』か、『金を持ったまま早死にする』か？

　なんだそのあり得ん二択はっ。

　クソ勇者にそう反論する余裕もなく、私はただ落とされるその水を飲むしかなかった。

　周囲を取り囲む熱気のせいか、酒に悪酔いした時のようなぼんやりとした思考。

　穴の縁では勇者とその仲間が吞のん気きそうにお茶をしながらこちらを嘲あざ笑わらっているのが見える。

　そこで、水の流れが一度途切れた。

（バカめ……っ、こんな水、いくら飲んだところでどうなるものか）

　私には首から下げた『白金貨』がある。あの薬の毒性もこれが散らしてくれる。

　実際、あの水を飲んでも、薬の効果の異様な多幸感と感覚の鋭敏化は起こっていない。

（だから貴様は甘いんだ勇者。ここで生き残りさえすれば、潜伏して再び力を蓄えて……、捻ひねり潰つぶしてやる）

　残る問題は、あれだけの量の水を飲み切れるかだが、周囲を囲む火の熱気で体の水分が失われるから、どうにかなるだろう。

「あははっ、そうそうそんな感じで頑張ってくれよ。それじゃあ、これでチュートリアルは終了だ」

「なんっ、っんん!?」

　一度途切れた水が不意打ち気味に再開する。

　が、先程と違い、その水流が落ちる位置を少しずつ移動していく。

「んぐっ、んぐっ!?」

「精一杯、踊ってくれよ？」

　忌いま々いましい勇者の声と共に、移動し続けるその水流は、やがて、足場の外側へと、そして、

　…………穴を囲む火に炙あぶられて、十分に熱された金網の上に。

「んぬぐぅっ、んがぁあぁあああぁああああっ」

「アハハアハハハッ!!　そうだ頑張れ頑張れっ、踊れ踊れ踊れっ!!　頑張らないとお前の大事な大事な金が、ただの土塊に変わっちまうぞ!!　アハハハハハッ!!」

　ジュッ、ジュッ、という音がして、自分の足から激痛が走る。

（私の靴を脱がせたのは、このためかっ!!）

　直接炙られているわけではなく、間接的に熱されているし、靴を履いたままだったらこうはならなかっただろう。

　詳しい温度など分からないが、裸足で歩くには耐え難いほどに熱いことに変わりはない。

「んがっ、ぐぐ、ぐぅうっ、うううっ!!」

　大口を開けて落ちる水を受け止める音と、自分の足の焼ける音が耳元で重なる。

　物理的な外傷までは白金貨も助けてはくれない。

「っ、ぷはっ!!」

　そしてやっと水流は次の足場の位置まで移動した。それと同時に水流も一度止まる。

「はぁ、はぁ、がはっ」

「くくくっ、よく出来ました、第一ポイント到着おめでとうっ！　でもまだまだ休んでる場合じゃないよ？　第三ステージまでちゃんと頑張って！」

「ま、まてっ、っ、ぬがぁあああっ!!」

　そうしてほんの十秒の休みもないまま、水流は再開して次の足場へと動き出す。

　慌てて踏み出した金網に心構えもできずに足を焼かれる。

（痛い痛い痛いっ!!　ぐぞっ、ごの私が、なぜごんなっ!!）

　そうしてやっとの思いで次の足場にたどり着く。

　そこでも前と同じように一度水流が途切れた。

「ぐはっ、はっ、た、たのむっ、少し休ませっ、んぐぅううう!!」

「おいおい、まだ半周だぞ？　ギブアップにはまだまだ早すぎるじゃないか」

　だがそこでもろくな休みは与えられず、十秒あるかないかぐらいで再び灼熱の網の上へと飛び出すことになる。

「さぁ、第一ステージも後半だ、ちょっとだけレベルアップするぞ？」

「んぐあっ!?　んぐぅっ、んぐっ!!」

　嗤わらうような声が聞こえ、落ちる水流がそれまでとは異なり、左右に波打ち始めた。

「ほらほらっ、ちゃんと集中しないとお前の大事な金が大変なことになっちゃうぞー、くくくっ」

（くぞぉっ、ふざけおってぇえええっ……）

　勇者たちは実に楽しそうに嗜し虐ぎゃくの笑いを浮かべているようだった。

　そうして私は正方形の周りをたどるように一番初めの足場へと戻ってきた。

「おめでとうっグロンド！　第一ステージはこれで突破だ」

「はぁ、はぁ、…………っ!!」

　パチパチと勇者が手を叩く。

　熱気に伝う汗を手の甲で拭ぬぐい、ニヤニヤと笑いを浮かべる勇者を睨みつける。

　すでに足は熱さではなく痛みだけを訴えていた。その痛みと周囲の暑さで思考も千切れ千切れに霧散する。

　顔は既に上う手まく受け止められなかった水と涙と鼻水で、ぐしょぐしょになっている。

　だが、見上げた勇者の作り出した水球は、少しだけその大きさを縮めている。

「おいおい、そう睨むなよ。そんなに怒ってると、目測を見誤って上手く水を受け止められなくなっちまうぞ？」

　クスクスと勇者は嗤い、言葉を続けた。

「さて、もう十分休んだだろ？　続きましては第二ステージだ。頑張ってくれ」

「っ、までっ、もうずごじやずまぜ……っ、んぐっうぅ!!」

　そして、また金網の上へと落とされる水流のために、足を踏み出さざるを得なかった。

　だが、第二ステージという勇者の言葉は、考えるよりも先に体で理解させられた。

「ぐっあっ!?　ごほっ!!　がぼっ!!」

　唐突に右腕に走る衝撃と痛み。それに驚き、咽むせそうになるのをなんとか抑え込む。

（なっ、なんだっいったい!!）

　何かをされたのは確かだが、何をされたのかは分からなかった。

　しかし、その衝撃と痛みはそこで止まらない。

「うぐっ、ごぼっ!?」

　左肩、右手の甲、背中と、次々と走る衝撃。

　それに続いて何か金属のようなものが金網に落ちる音。

「あ、外しちゃったのです」

「だめですよ、ちゃんと狙わないと。お金がもったいないですからね」

「シュリア、そういうのは手首の振り方が大事なんだ。投げナイフと違って、投げるために作られたわけじゃないからな」

（これは、金を投げつけられているのかっ!?）

　水流を受け止めようとしているため、限定された視界の中では簡単に確認は取れなかったが、聞こえてくる声から、そうなのだろうということは容易に想像がつく。

　そうしてまた次の足場にたどり着き、また小さな休憩が訪れる。

「ぎざまらぁあああああっ、どこまでがねを、私をバガにずればぎがずむんだあぁああぁっっ!!」

「いいねぇ、まだまだ元気じゃないかっ！　ほら二人とも、追加の弾だぞ」

「次こそ絶対に当ててやるのですっ、百発百中なのですよ！」

「その意気ですよ、ちゃんとよく狙いましょうね、くふふ」

　勇者が嗤い、ざらざらと積み上げる貨幣の山に、二人の女が嬉き々きとして嗤い声を重ねる。

「よぉーく狙えよ、二人とも。簡単にステージクリアなんてさせられないからなぁ」

「ほら、こうして丁寧に投げるんですよ」

「ぐっ!?　ごほっ!!」

　女の声と共に首に衝撃が入る。

　水を嚥けん下げしている最中にそんなことをされれば、当然のように咽むせかえりそうになる。

　それでも流れ落ちている水を飲み続けるため、体の反応を無理やり抑え込んだ。

　そのあとも実に楽しげに、二人の女は貨幣を投げつけてくる。

「んー、上手く狙ったところに当たらないのです」

「まぁでも一応外れているわけではないのですから、いいのではないですか？」

（くそっ、くそっ、くそっぉおおおおおっ、ふざけおってぇええぇえっ……）

　そうして何とか次の足場へ、そのまた次の足場へとたどり着き、苦痛に満ちた二周目が終わった。

「はぁ、はぁつ、ぐっ、はぁっ」

　頭上の水球は先程よりも更に小さくなって減っていた。

　大分量を飲んだはずだが、体はむしろ更に多くの水分を望んでいる。

　だが、それ以上に全身がボロボロだった。

　痛い、いたいっ、イタイ……、ただひたすらに痛い。

　痛みと熱気にどんどんと余計な思考が削そぎ落されていく。

　残されているのは無駄に鮮明に感覚を伝達する足の痛覚と、体中から噴き出す汗の不快感、奴らにぶつけられた金で出来た打撲から伝わる鈍い響き。

　顔面は汗と涙と唾液と、受け止めきれなかった水でひどいことになっているだろう。

「ほら、ここが第二ステージの最後の山場だ。気合を入れて、行ってこい」

　そして、穴の中心にある足場へと再び水は流れ始めた。

「うぐぅつ……、んんっ……、ぎぃ……」

　やけに重たく感じる体を引きずるように踏み出した足は、既に金網の熱に触れようが触れまいが変わらず痛みの悲鳴をあげている。

　と、そんな時だ。

「えっと、手首手首っと……こんな感じなのですか？　えいっ」

「なぐっ!?　がっ!?」

　金が今までの比ではない強さで足元へと投げつけられた。

　その勢いに耐え切れずに、体はバランスを崩して……。

「ギャアアァアアァアァアァァアアア!!」

　熱いっ、熱いっ!!

　未いまだ無傷だった顔と手が焼けた金網に押しつけられて、ジュウッ、と音を立てている。

　慌てて立ち上がろうとし、手をつこうとした金網がボロッと崩れ落ちてしまう。

　私の体に当たって落ちた水がその金網部分を土塊に変えてしまっていたのだ。

　当然、何の仕掛けもなしに宙に手を置くことなどできるわけもなく、少しだけ持ち上がった体は再び金網に押しつけられる。

「ぎぃういいいあぁあぇええっあ!!　イダイイダイィィィィッ!!」

「アハッ♪　やったのですっ、大当たりなのです！」

　それでも何とか体勢を立て直す頃には、いくらかの水が穴底に落ちてしまった。

「アァああアァアアぁああァアあァアアッ!!　わ、ワタシノ、ガネガァアあアァあアぁァアあッ!!」

　落ちた水はコップ一杯が関の山だったはずだが、たったそれだけの量で穴の底の水面はぽつぽつと気泡が立ち始めていた。

「あはっ、あははははっ!!　もっとだグロンド。もっともっと無様に足あ搔がいて、俺たちを満足させてくれ」

「アぅっ、アウウッ、ウうウッ!!」

　立ち上がろうにも上手く足が動かず、立ち膝になって零れ落ちてくる水を飲み干す。

「ククククッ!!　面白すぎるぞグロンドっ、アハッ、アハハハハッ!!」

「無様ですねぇ、くふふふっ、まるで溺れかけの魚のようです」

「ふふふんっ、シュリア大活躍なのです！」

　バンバンと地面を叩きながら、大笑いする勇者と嘲笑交じりに笑いを浮かべる女たち。

（ぐぞっ、ぐぞっ、ぐぞぉおおっ、ぜっだいにゆるざんがらなぁ、ゆうじゃぁああっ!!）

　立ち上がれないまま、服越しでも火傷やけどしそうな金網の上を這はいずるようにして何とか足場までたどり着く。

「ぐっ、はぁ、ぜぇぜぇ」

「第二ステージクリアおめでとう、グロンド。あぁ、よく頑張った、よく頑張ってくれたよ。さて、次が最後だ。最終ゲームの第三ステージになるわけなんだけど……」

　ちらりと勇者の視線が使い物にならない私の足を見る。

「最後は、その足場で残りの水を全部飲み干せればゲームクリアだ。そうしたら晴れてお前は自由の身だ」

（っ、くくっ、だから貴様は甘いというんだ、勇者ぁああっ）

「み、ミズゥ……、はやくっ、ソノミズヲォォ……!!」

　苦しい、熱い、痛い、暑い、辛い。

　これまでの人生でこんな思いなどしたことはなかった。

　だが、それももう少しで終わる。

　焼けた金網を渡ることも、高速で投げられる金の痛みに耐えることもないのなら、もう終わったも同然だ。後はあの水を飲み干してしまうだけ。それでこの場を切り抜けられる。何の問題もない。

（『ラムネ』の毒性は道具袋の白金貨が解毒してくれる。私にとってはただの水なんだよ、勇者ぁ）

「の、ノミボゼバ、おわるがら、だがラぁ……」

「……さぁ、第三ステージの始まりだ。積み上げて積み上げて積み上げて、ようやくここまでたどり着いたんだ。だから、最後まで頑張ってくれよ？」

「ミズゥウウウッ、アァッ、ゴグッ、ングッグッ!!」

（今はいくらでも笑っていろ勇者ぁああっ、必ず生き地獄を見せてやるぞ虫けらぁ）

　中毒になりかけている様子を演じながら、内心で勇者を嘲あざけり笑う。

　そうだ、この白金貨が私を守ってくれる。

　落ちてくる量が多くなった水をどんどん飲み干していく。

「おぉおぉ、いいねぇ。いい飲みっぷりだ」

「んぐぁああ、ぐっ、ゴグッ、んぐっ」

　勇者がとても穏やかな顔でこちらを見ている。

　これだけやったことで、どうせ『もう十分だ』とでも思っているのだろう。

　だから、貴様は間抜けなのだっ、どうしようもなく考えの足りない虫けらなのだ。

　そう、心の中で笑おうとして、次の瞬間、ゾクリと襲った寒気に一瞬思考が止まった。

「────だから、そろそろかな？」

　穏やかに見えていた勇者の笑顔が、一瞬で悪魔の微笑に切り替わっていた。

「っ!?」

　それは、初めて何かがズレ始めた時のような、不吉な予感。

　そしてそれは、いつでも何が起きているのかを考える暇もなく災厄を呼び寄せた。

　当然、それは今回も同じで。

（……あ？）

　ピリッ、と最初の異変は本当に小さな音。

　軽く引っ搔かいたような、そんな本当に小さな痛みが頰を走って。

「ンぐ……？　ぐっ、うぅウウウッ!?」

　それはまるで砂の城が端から崩れていくように徐々に、けれどどんどんと勢いを増して、体中に小さな切り傷が刻まれていく。

「がっ!?　ぐあぁ、あああっ!?」

（なんだっ、何をされたっ、何が起きている!?）

　全身がまるで細かくひび割れた地面のように、全身を浅い切り傷が覆っていく。

　細かな切り傷が無数に重なり、どんどんと傷が深くなっていく。

「なぁ、グロンド。ミスリルの解毒効果って、どうやって発現してると思う？」

「ぐぶっ、げがっ、がぁあああっ!!」

　金網で体を焼かれる感覚よりも強く、まるで直接痛覚をヤスリで削られるような痛みだった。

　勇者の言葉を理解しようにも、どんどんと思考が千切れ飛んでいく。

　くるっ、と勇者が剣を振るって、水流を止める。

「ぎっ、ぐっ、はぁ、はぁ」

「ミスリルが持つ解毒効果な。あれ、極小規模の解毒魔法なんだよ。さて、ここでクエスチョン！　解毒魔法を発揮する魔道具は、内蔵された魔石からの魔力を利用してる。じゃあ、そのミスリルは何から魔力を得てると思う？」

「あ？　なに、何から……？」

「ヒントその一、疑うたぐり深いお前が、どうして短絡的に『白金貨を入れた道具袋』の存在を俺に知られていないと判断していたのか」

　思考が全然まとまらない。

　痛みに気を取られているからだけでなく、これはそう、まるで酒を飲みすぎた時のような……。

「ヒントその二、魔道具に内蔵された魔石は、破損防止のセーフティを超えて魔力を吸いつくすと、最後には砕ける」

「ぐっ、なんだ、何の話をしている……？」

　勇者は私の言葉を聞かずに話を続ける。

　聞こえてくる言葉はまるで途切れ途切れの単語の羅列のように意味を理解できない。

「ヒントその三、人間には、セーフティはついていない。さぁ、答えをどうぞ？」

　にやにやと笑いながら勇者が嘯うそぶく。

（答え？　それが何だ、それはつまり、違うっ、そんなっ、そんな……）

　鈍くなる思考で、出かけた答えを必死で振り払う。

　だが、そんな様子を楽しむかのように、目の前の勇者は笑った。

「ブッブー、時間切れだグロンド。お前が大事に大事に抱えてるその金はな」

　いやだ、聞きたくない。

　聞いてはいけないと思いながら、けれど勇者の言葉は止まらない。

「お前の魔力を、そして今は命を吸ってるんだよ」

「っ!!」

「お前の体に起こってる現象はな、魔力が枯渇してるのにも関わらずに強制的に魔力を吸い上げられたことによる代償だよ。さぁ、最後の選択だ」

　そう言い切ると同時に勇者は再び水を操って落とし始める。

　金の溶ける恐怖から反射的にそれを口にした、その瞬間、再び全身に激痛が走り始める。

「んぐぅううっ、うううっ!!　うううううううっ!!」

「大切な大切なお前の金が、今、お前にその傷を刻み込んでるぞ？　ほら残りの水はまだ半分以上も残ってる。俺に見せてくれ、お前はどの道を選ぶんだ？」

　どうする？　どうするって、なにを？

（選べというのか？　この拷問と、穴の底の私の金と。どちらを？）

「答えてみろグロンド。お前は自分の命と自分の金、どちらを選ぶんだ？」

　その言葉に、もう限界まで擦すり切れていた心が、ぷつりと音を立てて切れた。

「っ、っ、っ、───～～～っ!!　うがぁああああっ!!」

　そして私は、自分の意思でその水を飲むことを拒否した。

「…………あーぁ、お前はそっちを選ぶんだ」

　がっかりしたと、わざとらしく告げるような言葉とは裏腹に、その表情は甚いた振ぶる対象を見つけた悪魔のようだった。

「それじゃあもう、こっちはいらないよな？」

「なっ、やめっ────」

「やめねぇよ、だって、ゲームオーバーだろ？」

　そういって勇者が半分程度残った水球を穴底へと落とした。

　途端っ、ジャァアアアアアアアッ、とまるで巨大な猛獣の唸うなり声のような音があがる。

　同時にボコボコボコボコッとマグマのように気泡も上がる。

「あ、あぁ、金が、私の、金が……っ」

　崩れ落ちるように膝から力が抜けてへたり込むと、どんどんと金属がその輝きを失っていくのが見えた。

　変わる、変わってしまう、私の金が、無価値な土塊に変わっていく。

　残された私の心が蹂じゅう躙りんされて、グチョグチョに踏み潰されているかのようだった。

「あぁああっ、やめっ、やめてくれっ、いやだぁああああっ!!」

　私が稼ぎ上げ、作り上げた四色の金の城は穴の底に沈んでいく。

「ああぁ、あぁああああ…………」

　本当の本当に私の金が無に帰ってしまった。

　この首から下げている道具袋の中の白金貨もきっと奪われるのだろう。

　再びここまで財を築き上げるのに、いったいどれだけの時間が掛かるだろうか。

「さてと、それじゃあ最後の罰ゲームに進もうか」

「っ、まだ何かあるというのかっ!!」

　思わずバッと顔を上げる。

　だが、そんなことを意に介すこともなく、勇者は最悪の鍵かぎ事ごとを紡ぎ始めた。

「──『私はあなたが許せない。あなたの全てを許さない』」

「なっ!?　そ、それは……っ!?」

　それは高らかに歌い上げるような女の声。

　勇者の口から発せられるそれを、私は知っていた。

「──『私の指であなたは凍る。私の口であなたは枯れる。あなたは届かず死骸をさらすの』」

「や、やめろ……っ、い、いやだっ、なぜっ、それには聖女の呪いがっ、いやっ、くそくそくそくそぉおおおおっ!!」

　その心剣を、私は一度だけ見たことがある。見たことがあった。

　今でも覚えている。いや、思い出した。

　自分に向けられているわけでもないのに、見ているだけで体の端からボロボロに崩れていくようなあの感覚。

「──『あぁ、愛いとしき華、あなたは私の腕の中。誰にも魅せられることもなく。誰にも晒さらされることもなく。永遠の泥でい濘ねいへと形を変えて』」

　魂という存在を実際に見せられて、それが朽ちていくのをただ見せられた。

　忌むべき記憶。船底に大穴を穿うがたれたように湧き出す青白く冷たい恐怖。

「────『あなたの全ては、私のものなの』」

　それは、堪こらえようもなく体の内を満たして。

　心を殺す冷たさを携えてひたひたと近づいてくる。

　そして、それは形を現してしまった。

「────【大罪の剣つるぎ・羨せん慕ぼ城じょうの魔ま女じょ】」

　瞬間、全ての音が一瞬だけ消えた。

「『キエェエエエェエアアァエァエアァェアェアアェアアェアェアッ!?』」

「ひぃ、ぁあ……!!」

　それは、剣としての、いや、武器としての姿かたちはしていなかった。

　毒々しい黒死の髪と、どす黒い血の色の目隠し。

　灰の肌をして、錆さびが浮くような汚らしい鎖を全身に巻きつけた女の姿。

　勇者の握る剣の握りから、刀身の代わりに女に巻きつく鎖が幾筋も繫つながっている。

「『あぁ、あぁ、羨うらやましい、妬ねたましい、憎らしい。久しぶりに呼び出されたと思ったら陽の光のもとにも出られないなんて、みんなみんな、滅んでしまえばいいのにっ』」

「相変わらずだな、エンビィー」

　一目見るだけで心から恐怖が湧き上がってくるソレに、勇者は変わらぬ様子で笑いかけていた。

「『ひどい、ひどいわ。私はあなたの剣なのに、どうして全然使ってくれないの？』」

「仕方がないだろ。ただでさえお前のデメリットは扱いづらいってのに、聖女の呪いで更にドギツイ副作用まで追加されちまってたんだから」

「『そんなの、私には分からないもの。ほかの子たちが使われてるのは分かるのに。嫌味みたいに変な封印まで掛けて』」

「いや、だからそれも俺のせいじゃねぇし。文句は女神さまに言ってくれよ」

「『知らないわ、私以外の事情なんて。ズルいわズルいわズルいわズルいわ。他の子たちなんていなくなればいいのにっ』」

　ゾワリと目に見える黒いオーラが女の体から漏れ出る。

「まぁ嫉しっ妬とするなとは言わないさ。それがお前の存在そのもので、お前は俺の一部なんだからな。だから、お前は、俺に従え」

「『……本当にズルいわ』」

　オーラを引っ込め、いじけるように女は言った。

　そして勇者はこちらへと視線を向けた。

「さてと、今のお前になら、こいつの能力を説明する必要はないよな？」

　そうだ、私はこいつが、この能力がもたらす結果を知っている。

　勇者の怒りを買った邪龍は、こいつの力に飲まれ、全身を内側から傷つけられて苦しみ悶もだえて死んだ。

　それは対象の物質的な絶対支配。

　肉を鉄に変え、血を沸騰させ、骨の形を自在に変える。

　魔王に比肩するほどの魔耐を持った邪龍を、その力でわずかな抵抗も許さずに瞬殺してのけた。

　そして、それはただ殺したわけではない。

　その力に支配された者は、死後さえその魂を縛られる。

　その邪龍は体が朽ちてなお、青白く半透明の霊体がその場に残され、そして、最後は────。

「いや、だ……、いやだ、いやだ」

　その時、私は陰からその様子を震えながら怯おびえて見ているしかなかった。

　片腕を食い千切られ、血まみれな姿で、邪龍の朽ちる様を平然と眺め、そして勇者はただ静かに笑っていた。

　それが怖くて怖くて仕方がなかった。

　ただ、その力の在り方が恐ろしくてたまらなかった。

　そして、今、その力が自分に向けられようとしている。

「っ、そ、そうだ、そんなものはただのこけおどしだっ!!　そいつは貴様の血を体内に取り込んだものにしか効果がないはずだっ」

「そんなの、今まで必死に飲んでたじゃないか。たっぷりと、俺の血の混ざったあの水を」

「な……なん、だと……」

　サァッ、と血の気が引いていく音がする。

　どこを見回しても、逃れる道が見当たらない。

「なんでなんでなんでっ、あの底に沈む金を藻も屑くずと変えたら許すと言ったではないかぁあああああぁつっ!!」

　恐怖のまま叫んだ言葉は、しかし何の痛つう痒ようも与えることはできなかった。

「はぁ、まったく、お前、本当に馬鹿だなぁ。契約ってのはさぁ、信用があるから成り立つんだ。俺がお前を信用すると思ってるのか？」

「あ、ぁあ、あぁああ……っ」

　その言葉は、馬鹿にするのでも、蔑むのでもなく、ただひたすらに無感動に無感情で。

「た、たのむ、謝るから、もう心を入れ替える。黒い商売はせん、養護院からも手を引く。今度こそ本当に出資を……、っ!?」

「だから、誰がお前を信じるんだ。お前が自分で言ってただろう。お前の価値をこれまで保証していたのは、お前が手にしていた金なんだろう？　じゃぁ、今のお前を保証するものは何もない」

「っ、それはっ!!」

「言っただろう、お前に俺が踊らされたように、お前を俺が踊らせてやるって。なぁ、本気でそんなことを許すと思ってたのか？　あの子たちはボロボロになって死んでいったのに。どうしてお前が生きていられるなんて思ったんだ」

「……あ、あぁ、いやだ、いやだ、死にたくない。こんな、何もないまま死ぬなんてっ、やめてくれっ、やめてくれっ、お前が言う子供たちだって、まだ生きてるじゃないかっ、私はまだ何もしてないじゃないかっ!!　私はまだなに──」

「おい、黙れ。ふざけたことを抜かすんじゃねえよ」

　ゴオゥッ、と音が聞こえそうなほどの威圧感に押し潰されそうになる。

「ひっ、あ、あ、あ…………」

　理解した、理解させられた。

　もう、助からない。もう、どうにもならない。

「グロンド、お前とはもう十分話した。お前には命乞いをする権利すら与えない。だから、まずはその声を潰そうか」

「『フヒァアアアアアアアアッ!!』」

「っ、こはっ!?」

　ヒキンッ、と喉が固まる。

　慌てて喉に当てた手には金属の冷たく硬い感触。

　声を出そうとしても息が抜けるだけで声にならない。

「ようやく、ここまで来た。さぁ、今度はお前の番だ。子供たちのように声一つあげられず、苦痛の中で死んでいけ。───歌え、エンビィー。『薔ば薇ら水すい晶しょうの氷ひょう像ぞう画が』」

　そして、勇者がジャリンッ、と鎖を鳴らした。

「『ヒェアァアアアア、ホォオオッォオ!!』」

「～～～～───っ!!　ふひぇっ、はひえぇっ!?」

　痛みは四肢の端から始まった。

　無数の針でいくつもの穴を穿たれるような痛み。

　思わず目を向けると、自分の手足から小さな赤い結晶が突き出している。

　この光景を私は見たことがあった。邪龍もこんな風に自らの血を氷の刃やいばに変えられ、針山にさせられていた。

「『ホォオオオッ、ヒエェエアアアアアアアアアッ』」

「ーーっ！！　～～～っ、ー!!」

　響き渡る悲鳴のような歌声が耳を貫く度、グジュグジュッ、グジュグジュッ、グジュグジュッと血管から伸びる血の氷が自分の肉を貫いていく。

　手が、足が、肩が、腰が、肩が。

　まるで初めからそう作られたオブジェのように血の氷に体を包まれる。

（あぁ、なんで、なんでこんなことになったんだ……？）

　痛みと苦痛に漂白された頭に、最後に浮かんできたのはそんな疑問だった。

「かっー、ふー～っ、ふぅふふ～～っ」

　すでに体は欠片も動かすことができず、こうしてものを考えることができていること自体が不思議でならなかった。

「なんでだろうなぁ。血の氷が火に照らされて、まぶしいぐらいにキラキラ輝いて、きっとこれは、綺麗な光景のはずなんだよなぁ」

　断続的に襲う痛みは気絶すら許してはくれなかった。

　金属化した喉は悲鳴すらあげられず、口からはただコォーコォーと息が漏れるだけだった。

「でもさぁ、でもさぁっ!!　どうしても俺には何の価値があるようにも思えねぇよっ!!　なんでお前が生きてるんだよっ!!　なぁっ、どうして子供たちを殺す必要があったっ!!　どうして生きることにすら精一杯だったあの子たちが、味わう必要のない苦痛を味わったっ!!」

　霞かすむ視界の先には、勇者の姿はなかった。

　そこにあったのは怒りと憎しみに顔を染め上げた魔王がいるだけだった。

「この二度目の世界じゃ、まだ何もしてないっ？　だったら一度目のあの子たちはどうなるっ!!　巻き戻ったから、何もかも忘れろとでもいうつもりかっ!!　ふざけるなよ、たとえ全てがなかったことになってもな、それを憶おぼえている俺が許さない。なかったことになんてさせないっ」

（あぁ、そうか、これが、私が、私たちが作り上げてしまった魔王か、化け物めっ、くそくそぉっ）

「だから、お前は死んでいくんだ。お前が大切にしてたものと一緒に、土塊に返れ」

　そしてその魔王の一欠片の温度も残らない最終通告が聞こえてきた。

「────歌え、エンビィー。『硬こう結けつの灰はいかぶり』」

「『ラァアアア、ラァアアアアア、ラァアアアアアアアアアアアアアアッ!!』」

　肉声とは思えない、金属音のような声が響き渡る。

　叫び声のような高すぎるその声は、けれど不思議と神聖な讃美歌のように聞こえる。

　キピッ、キピッ、と少しずつ体が金属化していくのが分かった。

　肉も、骨も、血の氷も。

（いやだ、死にたくないっ、死にたくないっ。誰か、だれか、誰でもいいっ、助けてくれ……っ!!）

　やがて、自分の全身が金属へと置き換わった。

　声も出ない、身動みじろぎもできない、瞬まばたきの一つもできない。

　なぜまだ意識があるのかも分からない。

　本当に全身が金属になったのか、痛みすらも感じなくなった。

　ただ、ただただ寒い。












「そこが墓場だ、落ちろグロンド」

　地獄の底から這い上がるような声で、その魔王が届けた最後通つう牒ちょうは、たった一枚の銅貨だった。

　飛来する銅貨が、小さくコツンと私の体を叩いた。

　抵抗することもできず、グラリと体が傾き、次の瞬間、ジャブンッと私は水の中に落ちた。

（っ!? !? !?　イタイィイイアアァアァイアィアイアァイ!!）

　溶ける、溶ける、溶けるっ!!

　ジャァアアアアアァアアアッ、と全身がぼろぼろの土塊に変わっていく。

　それは金属の痛み。

　人の身にはありえない、理解できない痛み。

「あははッ、あはっ、はははははっ!!　そうだっ、お前の望んだ夢に溺れて死ねっ!!　何も残さず、ただ土塊に変わって消えろ!!」

　水面の向こうからくぐもった声が聞こえてくる。

　一瞬のような、永遠のような、判別のつかない苦痛と共に私の全てが土塊に変わった。

　そして、全ての痛みも消え去り、魂だけで漂うようになった私を、鈍にび色いろの鎖が巻きついて引き摺りあげた。

「『ああ、なんて心地いい魂。ズルいわズルいわ。魂だけでそんなに自由だなんて。苦しまないと、苦しまなきゃ、苦しんでよ』」

「『グァアアアアアアァアアアァアアッ!?』」

　ギリギリと鎖が体に食い込む。

　痛いわけではなかった。例えるならそう、それは極限まで凝縮した不快感のようなものだった。

　ただただ苦しくてたまらない。

　存在そのものが霧散して、奪われていくような、冷たい水の底に溶け出していくような。

　痛い方がまだいいと思えるような苦痛。

「『ダメヨダメヨダメヨ、もっと苦しまなくっちゃ。私のずっとずっと下にいて。私より良いところなんて許せないもの』」

「『ぁあぁあぁああぁああっ、あ、あ、あぁ……っ』」

　どんどんと細かく千切れていって、ボロボロになって、何もなくなって。

「『ひどい……、悪魔だ、貴様は……、金も、体も、そして魂まで……』」

「悪魔？　違うだろ、お前らにとって俺は────」

　そうして勇者はどうしようもなく歪ゆがんだ笑みを見せて、私を嘲笑って、

「────人類共通の敵の『魔王』なんだろ？」

　絞首台の鎖を引いた。

「『ギァアアアアアァアァアアァアアアアアァアアアアッ!!』」

　文字通りの魂からの叫び声をあげて、塵ちりも残さずに私という存在そのものが死んでいく。

　けれど、その人生最後の断末魔さえも、

「くくっ、あはっ、アハハハハハハッ、アハハハハハハハハッ」

　……魔王の哄こう笑しょうに搔き消され、どこにも届くことはなく終わりを告げた。





　　　　☆






　ふぁああああっ、と篝かがり火びと共に上るように、グロンドの魂の欠片が宙を散っていく。

　エンビィーの鎖がジャラララと音を立てて巻き取られていった。

　終わった。終わったんだ。

　俺の復讐がまたひとつ、これで。

「さようなら、グロンド」

　流れ落ちる涙と共に、自然と別離の言葉が零れた。

「さようなら……、さようなら」

　スッ、と閉じた目を、ゆっくりと、けれど、止まることなく涙は流れる。

　先程まで荒れ切っていた心は、まるで噓うそだったかのように、どうしようもなく凪ないでいて。

　でも、なぜか分からないけれど、これは落ち着きとは違う凪なぎだ。

　篝火の灰煙と、金とグロンドの体が溶けた時に上がった緑の蒸気が、寄り添い合うように穴から天へと昇っていく。

「ようやく、ようやく仇かたきを、討てたぞ。お前ら」

　口から出る言葉は、心の中を現したように空々しい。

「『ちょっと駄目よ、私の前で【傲ごう慢まん】に溺れるなんて。そんなの許せないわ』」

「…………【傲慢】に？」

「『私はあなたの心の一部なのよ。そんな虚飾で隠せるわけないわ』」

　エンビィーの言葉が耳に響く。

　……あぁ分かってる。本当は分かってるんだ。

　子供たちが、復讐なんて望まなかっただろうってことは。

　いや、それすらも勝手な思い込みだ。俺はただ、あの子たちに復讐を望まないでいてほしいだけだ。傷ついて復讐を望むような、こんな苦しみをあの子たちが患うようなことになってほしくないだけだ。

　だから、子供たちの答えを確かめる機会はもうなくて、だから、だから？

　だったらこの感情はいったいなんだ？

「あぁ、そっか。これ、ただの罪悪感か」

　言葉にして、気づいてしまえば止まらない。

　崩れ落ちそうになる自分を支えるように、片手で顔を覆う。

　俺自身がずっと言ってきたんだ。たとえ時が戻ったって、あいつらの罪が消えないように、俺の間違いもなかったことにはならない。

　俺のせいで、殺してしまったのだ。

　直接手を下したのはグロンドでも、そのグロンドを一度目の世界で稼がせてしまったのは確かに俺で。

　救えなかった。

　苦しめてしまった。

　助けられなかった。

　あの子たちに何一つしてやれなかった。

「ご主人様………」「カイト様」

「大丈夫、大丈夫だ。後悔なんてもう何度もしてきたんだよ。今更、この程度で立ち止まったりなんかしねぇよ」

　心配げに声を掛ける二人に返事をする。

　この、絶対に消えることのない傷に、いつか俺自身が殺される日が来るかもしれない。

　けれど、それは絶対に今じゃない。

「絶対殺す。あいつら全員、地獄の底まで叩き落す。たとえこの先どんなことがあってもな」

　そう誓ったのだ。

　だから、足を止めることだけはもうしない。

　それは諦め以上に醜悪な、逃亡と裏切りだ。

「……どこまでもお供いたします、ご主人様。そこにたどり着けるまで、ずっとお支えします」

「辛いことも悲しいことも、全部全部シュリアたちが受け止めてあげるのです」

「ご主人様は私たちの……」

「カイト様はシュリアたちの……」

「「復讐の、主あるじなのですから」」

　スッ、と寄り添う二人の視線には、言葉とは裏腹に甘い響きはない。

　そこには『絶対に逃がさない』という叱しっ咤たの意思。

「あぁ、本当に、ありがとうな、二人とも」

　耳触りのいいだけの支えはいらない。

　杭くいで打ちつけるように俺を縛る鎖でいてほしい。

　だから、そう、感謝の言葉を告げた。

「さてと、エンビィー」

「『あぁ、嫌だわ。また眠らされるのね。もうずっと私だけを使ってくれればいいじゃない』」

「そんなわけにはいかないだろうが。お前らはデメリットが多すぎて使いづらいんだ。まぁお前はまだマシな方だが」

　それは強力な力の反作用とも言えるデメリットの一つ。

　【大罪の剣】の名を冠する心剣たちは、どれも困難な発動条件やデメリットがある。

　エンビィーでいえば、顕現させている間は俺のステータスが三割にまで抑えられてしまう。

　そして、エンビィーを使ってから丸三日は他の心剣とスキルを使えず、自然回復以外の全ての回復効果が無効化する。

　発動条件さえ満たしてしまえばどんな相手でも防ぐことの叶わない力だったが、その代償もまた大きい。

「その上、聖女の呪いもあった。そうそう使えるもんじゃないだろ」

　俺が扱う中でも大罪シリーズは異質で強力だ。

　だからこそ、一度目の世界において、裏切りの始まりで、俺は真っ先にその力を封じられた。

　本来は魔王の力を制限するために教会がひそかに組み上げ続けていた術式で、大きな枷を嵌められた。

　もしその枷かせがなく、力を存分に振るえていたのなら、一度目の世界の結末もまた違ったものになっていたかもしれない。

「まぁ、これからはまたいろいろ使わせてもらうさ。今度は邪龍だのなんだのを相手にすることは少ないだろうけどな」

　心剣の構成を解いていく。

　エンビィーの体が溶けるように光の粒子へと変わっていく。

「『…………そう、私はただの剣だからよく分からないけど。また呼んでくれるのなら嬉うれしいわ』」

　そういって、エンビィーがミナリスとシュリアの二人を見る。

「『私はもっと使ってほしいの。だから、主様には元気でいてもらわないと困るから、必死で助けてね。ちょっと嫉妬しちゃうけど、死なれる方がもっと困るから』」

「え？」「ふぇ？」

　ミナリスとシュリアにエンビィーが薄く微笑ほほえむ。

「？　おい、何を言って……」

　その問いに答えることなく、エンビィーは消えた。

　だが、その答えを聞く必要はなかった。

　次の瞬間、俺は全身から血を噴出して倒れることになった。

「……がはっ!?」

「ご主人様っ!?」「カイト様っ!?」

「ぐっぅああぁっ、この痛みは、まさかっ、あいつの……ごほっ!!」

　びしゃびしゃっ、と口の中に広がった血の味が地面を汚す。

「ご主人様っ、ポーションですっ、早く……っ!!」

「えっとっ、えっとっ、こっちはＭＰポーションなのですっ!!」

　二人が道具袋から慌てて出したポーションを、痛む体を動かして押し返す。

「いや、いい……、この傷はそれじゃ回復しない。後始末を、頼……ぐっ」

「ご主人様っ!!」「カイト様っ!!」

（くそっ、さすがにこれは、予定、外……）

　そこが限界だった。

　体は重力に引かれ、俺の意識は抗あらがえず、闇やみの底に引き摺り込まれた。






エピローグ






　それは、街から離れた森と崖の境目。

　海かい人ととノノリックが戦ったその場所には、今はただ一人の亡なき骸がらがあるだけだった。

　既に乾き始めている血ち溜だまりの中、喉元を深く切り裂かれた死体。

　だが、その亡骸のようなものは、すでに亡骸ではなくなった。

　月の光が傷口を照らしたその瞬間、傷口がジュァアッ、と焼けるような音を立てて塞ふさがり始めた。

「……ぐっ、ケホッ!!」

　それは確かに死んでいたはずだった。

　だが、跳ねるようにその死体は、その死体だったものは起き上がる。

「くぅーっ、ペッペッ!!」

　身を起こしたノノリックは口から血を吐き出した。

　それは異様の一言に尽きる光景だった。喉の傷だけではない、体中いたるところに走っていた傷が、月の光を受けて癒えていく。

　そして、ほんの少しの間に全身の傷を癒しきってしまった。

「うぅー、えっと、あれ、おかしいな、ノノ、死んじゃった？」

　ノノリックは混乱する頭をゆっくりと整理する。

　そして、何があったのか思い出したところで、ノノリックは声をあげた。

「あぁーっ!!　悔しい悔しい悔しいぃー!!　くーやーしーいっ!!　負けたぁあああああっ!!」

　ノノリックは再びバタバタと子供のように身を投げ出して手足を動かした。

　その姿は未いまだ物騒な様相を呈しているその場には明らかにそぐわない行動だった。だが、それを見ている人間はどこにもいない。

「ズルいズルイッ、あんなの反則だよぉっ!!　おかげで一回死んじゃった!!」

　それは、海人が鑑定を弾はじかれて把握できていなかったノノリックの奥の手。

　処女百人の生き血を飲むことで命をストックできる真祖の吸血鬼が持つ固有技能。

　そしてひとしきり暴れたかと思うと、不意に動きを止め、全身から力を抜いて大の字になった。

「あーぁ、これでまた処女の血を集めなおさないといけないのかぁ。面倒だなぁ」

　駄々を捏こねて、途中で疲れたように身を投げ出すその姿は、容姿に見合った子供そのものといった様子だった。

　ただ、そこには子供らしい善良さはなく、子供らしい冷酷な無邪気さだけが宿っていた。

「でも、いっかぁ、ますます気に入っちゃった。ぜぇーったい、ノノのおもちゃにしなきゃ」

　そこには更に純度を増した子供のような所有欲。

　その目に宿る純度の高すぎる感情は、やはり危険な刃物にしかならない。

「それにしても、あーぁ。この服、お気に入りだったのに……。もうボロボロ、直さなきゃ」

　まるで何事もなかったのようにプルプルと首を振ると、ノノリックは立ち上がって自らの体を見下ろした。

　戦闘があったのだから当然といえば当然だが、だからといって許容できるかはまた別の話だった。

　少なくともノノリックにとっては一大事だった。

　スッ、と腕を振るうと、ボロボロだった服が元に戻る。

　相当魔力を消耗しているにも関わらず、ＭＰを使うことにノノリックの躊躇ためらいはなかった。

「さてと、とりあえずここは離れなきゃ。まずは法国に行くのが一番かなぁ」

　んーっ、と背伸びをしたノノリックはやがて森の中へと歩みだす。

　ほんの少し森に入り込んだ途端、まるで待ち伏せでもしていたかのように、一匹のガルムがノノリックへと躍りかかった。

「ガゥア……ッ!?」

　ザシュシュシュッ、と走る鋭い剣けん閃せん。

　満足に断末魔すらあげられなかったそのガルムは、切断された肉片と雨のように舞う血ち飛沫しぶきへと変わった。

「んんー……」

　その後も次々とその周囲で様子を窺うかがっていたガルムたちが、仲間を殺されたことに怒って飛び掛かる。

「あぁー、やっぱり足りない……」

　体の消耗は激しかったが、高揚する気分がそんな不快感を丸ごと飲み込んでしまっていた。

　もっと、もっとと訴えかける本能をノノリックは感じていた。

「あぁ、ダメ、体が火照りっぱなし。お股またまで疼うずいてきちゃうっ」

　そこに纏まとうのは子供のような見た目にはそぐわないはずの、遊女のような色気。

　そんなノノリックに誘いざなわれるように森の魔物たちが飛び掛かっては、……殺されていく。

　それはまるで魔物たちが自らの身を供物にして捧ささげようとしているかのようだった。

「あぁ、今度はいつ会えるかなぁ。久々に本気の恋しちゃった♪　待っててね、カイちゃん。力を取り戻したら奪いに行っちゃうから」

　月の光に微笑ほほえむその姿は、見るものに恐怖さえ抱かせてしまいそうなほどの艶つややかさがあった。





　　　　☆






　オロルレア王国、王都の王城内。

　法国の聖女として訪れたこの国。

　アレシア王女たちとの接見を終えて戻った部屋で、私はどうしようもない感情を、暴れて暴れて吐き出して、気が付けばそのまま寝ていました。

「んぅ……、あぁ、ありがとうございます、ルーナリス様。やはり、それがあるべき形なのですね」

　事の解決法をお教えいただいた私は、ゆっくりと意識が浮上していくのを感じました。

　ゆっくりと目を開けば、暴れたせいでシーツがクシャクシャになってしまったベッド。

　体には侍女が掛けたのであろう肌触りのいい布団。

「お、おはようございます、メテリア様」

「えぇ、おはようございます……？」

　オロオロとした侍女の様子に、疑問が浮かびます。

　けど、そんな疑問はすぐに霧散していきました。

　一度目の世界では何度も何度も同じような姿を見せていましたけれど、今の彼女はこのような私を見るのは初めてのはずです。

（まぁ、どうでもいい話です……）

　私にはあの人がいればいい。あの人にも私だけがいればいい。

　他人の目なんて気にする必要なんてありません。それが本当にあるべき正しい姿で、そう決められているのですから。

　だから、そのようにあることができない現状がひどく苦々しい。

「…………」

　乱れた髪を軽く手で梳すいて、私は立ち上がります。

「あ、メテリア様、どちらへ？」

「湯ゆ浴あみです。介添えは必要ないので一人にしてもらえますか」

「お、お待ちくださいっ、まだ湯殿の準備が……」

「いりません」

「え？　あ、あの……？」

　傍そば付づきの侍女を部屋に残し、陽が昇り始めたばかりの静かな王宮の内部を歩いていきます。

　王族と国賓専用の湯殿は、当然のことながらすっかり湯が排水されていました。

「温ぬくもり与える水よ、潤い満たせ、『熱水波ウォーターウェイブ』」

　ザパアアアァアンッ、と手から流れ出した大量のお湯が湯殿へと溜まります。

　この程度の魔法をＭＰを気にして詠唱しないといけないのには、まだ少し慣れません。

　けれど、このレベルでもこうして魔法を使えるのは海人様と過ごした日々の記憶があるからだと思うと、心に熱い感情が宿りました。

　冷えていた浴室を白い湯気が満たし、手をつけたお湯の温かさが、ちょうどいいのを確かめてから、お湯の中に身を浸します。

「…………」

　全身に温かさを感じていると、ゆっくりと思考が回り出します。

　思い出すのは当然、海人様のこと。

　勇者と番つがうのはこの世に聖女である私だけなのに。

　それをあの魔王が歪ゆがめて縛って、そのせいで海人様は必要のない苦しみを受けることになって。

　一度目の世界での私の不ふ甲が斐いなさが、死による解放しか手段がないところまで海人様を追い詰めてしまいました。

　死を以もってでしか、来世に願うことでしか、悪あしき束縛から、救い出せなくなってしまいました。

　けれど、今は違います。

　時間が巻き戻った今なら、海人様が力の大半を失った今なら、この世界を本当の意味であるべき形へと戻すことができます。

「さぁ、何から始めていきましょうか…………？」

　だから、ぐずぐずしている暇はありません。

　それは、今度こそ世界を正しい形にするために。

　残されたままの歪みを正すために。

　海人様と、幸せに結ばれる日のために。

　今ならそれが叶かなうのですから。

　歪みを嘆くより、次の場所に進まなくてはいけないのです。

『泣いて泣いて泣いて、感情をみんな吐き出して。そしたらまた歩き出せる』

　私はそう、海人様に教えられたのですから。

「見ていてください、ルーナリス様。必ず、今度こそはこの世界で紡がれるべき物語の結末を……」

　やり直しの機会を与えてくれた神へ、感謝の祈りと共に私は新たな決意を捧げるのでした。







　決意を新たにしてすぐ、私は情報収集に奔走しました。

　一度目の世界では、海人様に救われるまで私を閉じ込める籠かごであった教会は、今は私が完全に掌握し、邪魔になる愚物たちには消えてもらいました。

　ルナリア教の信徒が各地に散らばっているおかげで私には実に優秀な手足がいることになります。

　そして、エルミアの街での異変、私の予想通り、最初に標的にされたのはユーミスでした。

　王都からの距離を考えれば、海人様が手始めに選ぶのはおそらく彼女だと思っていました。

　だからこそ、王都での最低限の滞在を終え、今はエルミアの街へと馬車を走らせています。

　現地で直接、海人様の情報を調べるために。

「…………」

　間違いなく海人様はほかの有象無象と違い、以前の記憶を保っているのでしょう。

　でなければ、あのような言葉も行動も説明がつきません。

　勇者は神から力を授けられてこの世界に訪れているのです。私が覚えているのですから海人様が覚えているのも当然といえば当然のことでした。

　まぁ、あのまがい物の王女は記憶を失っているようでしたけれど。

（王都での足取りはほとんど摑つかめませんでしたが……、海人様は私が全てを覚えていることには気が付いていないみたいですね）

　そうでなければ、ステータスもスキルレベルも低下している状況で、ここまで大きな行動は起こさないでしょう。あの言葉の通りに『復ふく讐しゅう』に動くとしても、少なくとも対外的に問題になるやり方はなさらないはずです。

「本当に……、よかった。海人様に知られていないのなら、ずっと話を進めやすくなります」

「メテリア様？　なにかございましたか？」

「いえ、そろそろエルミアの街に着く頃でしょうから、あなたも今日はゆっくりと休めますよ」

「そうなのですか？　あ、いえ、お気遣いありがとうございます」

　侍女は明らかにホッ、としたような様子を見せています。

　夕方には早すぎるけれど、お昼を過ぎて既に数時間。

　ちらりと外を行く護衛の様子を窺えば、やはりそこにも色濃い疲労の色。

（いい疲労具合ですね、予定通りです）

　海人様の足取りを探るのに、護衛や侍女の目は邪魔にしかなりません。

「あなたたちには無理をさせてしまって申し訳ありません。ですけれど、アンデッドに襲われてしまったエルミアの街の住人のためにも、一刻も早く街に行かなければなりません」

　そう言って、沈痛さを滲にじませた顔を私は浮かべます。

　アンデッドに襲われたエルミアの街に残っているはずの負の魔力の浄化。

　当然、本当の目的は別のところにありますが、周りを十分に納得させられる建前の目的として利用させていただきました。

「め、メテリア様っ、そんなっ、頭をお上げくださいっ。私たちは気にされずとも大丈夫です！」

「ありがとうございます。けれど、無理をさせていることもまた事実なのです。私にとってはあなたたちもまた慈しむべき対象なのです」

　もちろん、勇者様と結ばれた後の世界で、私たちを祝福し懸命に生きていくのならの話でしたが。

「どちらにしても、負の魔力の浄化は夜より昼に行う方が効果的です。ですからエルミアの街に着いたら今日は少し豪華な食事にしましょう。清貧は尊ぶべきですが、英気を養うことも大切ですよ」

　そう言って私は慈愛の笑みを浮かべてあげました。







　草木も眠る丑うし三みつ時どき。

　私は一人、エルミアの街の外へと抜け出しました。

「ふふっ、あぁ、こちらなのですね」

　あの方の魔力の残り香を追って、私は森の中を進んでいきます。

　それはまるであの方に手招きされているようで、自然と顔に笑みが浮かんでしまいます。

　ある程度時間が過ぎて、薄くなってしまった魔力の残ざん滓し。

　それでも私が間違えるわけもありません。そして、その場所にたどり着きました。

「…………あぁ、お労いたわしい。こんなに憎しみに満ちてしまって……」

　そこは森の中にぽつりと広がった広場。

　一番色濃く海人様の魔力が残されています。そのほかにも苦痛に満ちた魔力の粒子。

　これだけ思いのこもった魔力が残されていれば、術も上う手まく発動するはずです。

「由縁を現すのは魂の残り香、たどり落ちることなくこの場所に。『歴史鏡ストーリー・ミラー』」

　ゴッソリと体から魔力が奪われ、ポワンッと水に波紋が広がるように私の前に魔力で構成された鏡が現れます。

　はじめは磨すりガラスのように濁って見えた表面は、やがて焦点が合うようにして綺き麗れいな像を結ぶ。

　それは残された魔力から過去の出来事を視みる魔法。

　そしてそこには………。

「あぁ……っ、海人様、海人様っ」

　記憶よりも幾分幼い姿をした海人様。

　瞬まばたきすらももったいなくて、食い入るようにその姿を目に焼きつけて。

「海人、さまぁ……」

　魔法の鏡の中で、海人様は泣き叫ぶような凶暴に身を委ねながら、ユーミスを相手に剣を振るっています。

　触れられないのがもどかしくて、今すぐにでも抱きしめて差し上げたいのに、声さえも聴くことはできない。

　そして、やがて全てが終わり、魔法も途切れてしまう。

「あ……っ、なん、で……」

　最後の瞬間に映っていたのは、いつの日にか見た、海人様が穏やかな笑みを獣人の女とエルフもどきの女に向ける映像。

　あの方の隣に私以外が立つ姿。












「そこは、私の場所なのに……」

　また、あの方のそばに目障りな羽虫共が飛んでいます。

「また、そのような羽虫をお連れになって。どうして、どうして、どうして」

　どうしてそこにいるのが私じゃないのでしょう。

「急がないと……」

　これ以上、海人様が穢けがされてしまう前に。

「ひあぐっ!?」

　と、その時でした。

　体の底から突き上げるような、それは快感。

　まるで意識だけが体を抜け出して走り飛ぶように、その場所の情報が知覚できます。

「はぁああっ、んんっ、あぁ、海人様、【大罪の剣つるぎ】をお使いに……」

　火照るように一瞬で上気した顔が、自然と綻ほころびます。

　たとえ世界が戻っても、海人様と私の絆は結ばれたままでした。

「この方向は……、そうですか。次は、グロンドを相手になさったのですね」

　あぁ、あぁ、あぁ。

　待っていてください、海人様。

　すぐ、すぐにです。急いで準備を整えます。

　あなたがもう、修羅の道を歩まずに済むように、私が全てをやり直させてみせます。

「ふふっ、ふふふふっ」

　ふらりと立ち上がり、私はその場を後にします。

　さぁ、急いで計画を進めましょう。早く、あの羽虫たちから海人様を引き離し、二人で、幸せな物語を歩むために。

　それが本来あるべき姿なのですから。





　　　　☆






「そうですか、まだ彼は見つからないのですか」

「……大変、申し訳なく」

　聖女であるメテリア様がお帰りになられて、おおよそ一月ほど。

　ワタクシが自らの私室で受けたギードットからの報告は、これまで同様、まったく芳かんばしくない。

「やはり、有力といえる情報は、例の『ウォールイーター』という魔物により開かれた城壁の穴と、魔物たちの襲撃の際に姿を見せたという男でしょう」

「あぁ、貧民の少女を助けたという話でしたね。彼の所業を考えれば、眉唾ものではありますが」

　貧民とはいえ、純粋な人族であるのならワタクシの庇ひ護ごすべき民です。

　お父様もお母様も考え足らずでコントロールをしやすいのは良いですが、それをまるで分かっていません。自分たちがよければそれでいいと思っています。

　まぁ、今は愚鈍なおかげで助かっているのも事実。

　魔王討伐後の戦争に向けて、軍備の強化も楽々と進めることができています。

　魔族もですが、その次は獣人も潰つぶさなければならないのです。

　それが大精霊様の御心。

　それを解せず、怠惰に溺れてしまっている両親にはいずれ、隠居してもらうつもりです。

「……各地で魔物が活性化し、上位種や異常種の発生率が高まっているという報告もあります。そろそろ、本来の任務に戻ってください。もちろん、並行してあの痴しれ者の捜索も続けてください。ワタクシはワタクシでそのほかの手段を模索してみます」

「ハッ、失礼します、アレシア様」

　見た目にそぐわない綺麗な所作でギードットは礼を取り、部屋から出ていきました。

　ワタクシはそのまましばらく考え事に耽ふけりましたが、妙案も浮かばず、頭を振りました。

「ふぅ、いけませんね。少し気分を変えましょう」

　そう呟つぶやいて立ち上がり、ワタクシはいつもの場所を目指します。

　そこは、代々の王女のみ入ることが許された、大精霊様に祈りを捧げる『大精霊の間』。

　『精霊信仰』が根付くこの王国で、唯一、大精霊様のお言葉を直接聞くことのできる場。

　しずしずと王城の中を歩いて向かったその場所には、華美ではないのに不思議と存在感を放つ扉がありました。

　細かな意匠の加えられた扉は、引き戸でも押し戸でもなく、ともすればただの飾りのようにしか見えません。けれど、それは確かに扉でした。

　一種の結界のようなものなのでしょう。許された者だけを受け入れ、そうでないものにはただの壁となります。

「……」

　ワタクシはそこに何もないかのように扉へと歩き、その扉の向こう側へとすり抜けました。

　そこは、緑豊かに整えられた庭園。

　甘酸っぱい果実をつける低木や、鮮やかな色と香りを添える花々。

　中央にある東あずま屋やは穢れ一つない白の大理石で作られ、泉のように清水の溢あふれる噴水が涼しげな音を立てています。

　外はだんだんと冷え込み始める季節でしたが、そこはまるで別世界のように暖かな空気で満たされていました。ワタクシは植えられた低木から赤い実を二つ三つ手のひらに積むと、迷わず東屋へと向かいました。

　東屋と同じく真っ白なテーブルの上、曇り一つない白磁のティーカップの受け皿の上にその果実を置きました。

　いつでもちょうどよい温度の紅茶が入れられているポットからゆっくりとお茶を注ぐと、その隣の白樹の椅子へと座ります。

「あぁ、やはりここの紅茶は美お味いしいですね」

　香り高いお茶を楽しみつつ、積み上げた果実を口にします。

　暖かな日差しを受ける優雅なひと時は、いつでも心が休まります。

（それにしても、いったいどういうことですの？　王都にいないことは確定でしょう。ですが……）

　スッ、と、首筋から肩を撫なでるように背中を意識する。

　そこにはもう傷跡の一つも残ってはいません。

（全てを奪いつくすと、この背に刻まれた……。どんな見当違いをしているかまでは分かりませんが、ワタクシを殺さなかった以上、遠くないうちに何かしらの行動を起こすはずと考えていたのですが……）

「……やはり、隠れての捜索というのは無理がありますか。法国にも既にバレていますし、ギルドで手配して……。いえ、そんなことをして、既に気付かれている法国はともかく帝国にまで知れ渡ってしまえば……」

　最悪、王国が利用しようとしていた勇者の力が、帝国に利用されてしまうかもしれません。

　あそこは実力主義などと秩序を無視した野蛮な国。

　あのような化け物とでも、利害が一致すれば帝国は手を組みます。

　それはやがて、王国の害となるでしょう。

「って、あぁ、いけませんね。ここには休憩に来たはずなのに……」

　ふぅ、とため息をつき、カップを置いて東屋に併設された祭壇へと足を運びます。

　そこは、歴代王女たちが大精霊様に祈りを捧げ、そして、そのお言葉を賜るための場。

　もともとはお姉様が日々祈りを捧げていた場所。

「……今日も、何も聞こえませんか。やはり、ワタクシでは遠く及ばないのですね」

　ワタクシの力では月に一度、満月が光り輝く夜にしかそのお言葉を聴くことは叶いません。

　それも、掠かすれて小さく、途切れ途切れのカタコトの単語だけ。

　あぁ、もし、お姉様が生きていたら。

　ワタクシではなく、お姉様がこの場にいたのなら、きっとまるで友人と会話をするように容易たやすく大精霊様とお言葉を交わすのでしょう。

　そのお姿すら見ることができるほどに才能に満ち溢れていた、今ワタクシがいる場所に本来いるべきだったお姉様。

　お優しく、聡そう明めいで、まさにワタクシの憧れで……。

「……ワタクシ、絶対に諦めませんわ。お姉様の仇かたきは必ずワタクシがとってみせます」

　ギュっ、と服の上からお姉様の形見であるネックレスを握りしめます。

「醜く人の皮をかぶろうとする全てを、ワタクシが……」

「『滅ぼしてみせます』ってカ？」

「っ!?　誰ですっ!!」

　聞こえた声にバッ、と振り向くのと同時に、確認もせずに威嚇代わりに特大のファイアボールを無詠唱で放ちます。

「おおっと、代用品でもさすがは王女様カ。無詠唱でこの威力はやるじゃン♪」

　もうもうと上がる砂すな埃ぼこりが晴れた先、見えたのは深くフードをかぶった人物。

　体つきと声から男性でしょう。

「……ここは、選ばれた王女しか入れない聖域のはずですわ。あなた、何者ですか？」

「まぁでも、とっさに出るのが『光球』じゃなくて『火球』ってあたりは本物には及ばねぇわナ。今代は最高に才能に恵まれてたって話だしヨ」

「っ、先程の言葉といい、……あなた、いったいどこまで」

「そう睨にらむなヨー。心配しなくてもお仲間だからサ」

　ケラケラと笑った男は「けどまぁ」と続けながらそのフードを外しました。

「ほとんどまともに交信もできない代用品を補完するために来たんだヨ。いやー、こっちとしても今回は本当にイレギュラー多すぎてやんなっちまうネ。一つだけなら、結果が同じになるならまぁいいかってことだったのニ」

「っ、エルフッ!?」

　現れたのは鋭く尖とがりあがる耳と金糸の髪。

　人形のように整えられた顔立ちはどこか作り物のように見えます。

「森を駆けずりまわる人もどきが、ワタクシにいったい何の用です？」

「だから、そうツンケンしないでさァ。その人外の範囲の間違い、教えてあげるために遥はる々ばるやってきたんだヨ」

「……」

「ンー、どうすりゃ分かってもらえっかネ。あぁそうだ、こう言えばいいカ？」

　ヘラヘラと笑うエルフの男は、ニタリと口の端を歪めました。

「本物だった前の王女も、『エルフが大精霊様の遣い』だってことは知ってたゾ？　王女がこの世界において本当はどうあるべきカ、俺たちの力があれば教えてやれル」

「お黙りなさいっ、気持ちが悪いっ。お姉様はお前たちのような人もどきに殺されたのですっ、獣人も亜人も魔族も、全部この世界を汚す害悪っ、この世界は人族の世界ですっ!!」

「だからぁ、そん中にエルフは入ってねぇノー。世界のあるべき姿は人族とエルフの楽園なんだヨ」

「戯言ざれごとをっ、そんなこと……」

「それを、大精霊様から直接聞くことができるとしてモ？」

「……なんですって？」

「俺たちエルフが手助けすれば、代用品のお前でも並の『本物』くらいのことはできるようになるゼ？　いろいろ手詰まりだったんだロ、勇者のこととカ」

「っ」

　言葉に詰まったワタクシに、もう主導権はありませんでした。

　エルフの男は我が意を得たりとばかりに更に口の端を吊つり上げて笑います。

「さぁ、協力しようゼ、偽物の王女様。お前のことをこの世界であるべき『本当の本物』に仕立て上げてやるからヨ」
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